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　　　第１話　　ＲＥＡＤＹ!!







　早い話が、修しゆ羅ら場ばだった。

　新刊発売日の三週間前。

　正しよう真しん正しよう銘めいの〆デツ切ドラりイン。

　なのに著者校……つまり作家にとっての最後の原げん稿こう作業が終わらない。

　もはや強きよう硬こう手段を取るしかなかった。

　事前に預かっておいた合あい鍵かぎでターゲットのマンションに踏ふみこむも、『取材旅行に出かけます！　グッバイ！』という書き置きが。

　スマホで知り合いの編集者たちからターゲットの情報を集めること一時間、ターゲットが富ふ士じの樹海でサバイバルゲームをしているという目もく撃げき証言をゲット。

　電車とバスを乗り継つぐこと四時間、スーツのままで現場に直行した。

　そして、




《〆切りサバイバルはやだぁあああああＦＵ○Ｋしてやるぜこの社畜予備軍がぁああああああああああっ！》




　ターゲットがエアガンを乱射して抵てい抗こうしてきたが、事前に用意しておいたゴーグルを装備し、こちらもエアガンで迎げい撃げき。

　フランス革命の暴徒なみにエキサイトしたターゲット──ラノベ作家一名の身み柄がらを無事に確保。

　東京まで連行し、出版社の会議室に拉ら致ち、拘こう束そく、監かん禁きんというスリーコンボを決め、執カン筆ヅメさせること約四時間。

　原ゲ稿ラが出来上がったのが、深夜一時すぎ。

　バイク便で印刷所に原稿を送り、作業はすべて終しゆう了りよう……するかに思われたが、「原稿終わったし打ち上げにＧＯ！」と作家に身柄を確保され、カラオケボックスに拉致、拘束、監禁というカウンターコンボを喰らい、解放されたのが朝の六時すぎである。

　──少し、疲つかれたな。

　容よう赦しやなく紫し外がい線をバラまく朝日を見ながら、下宿している一いつ軒けん家やに帰宅したところで、冴さえ原はら吹雪ふぶきの意識はプツリと途と切ぎれた。

　次に目を覚ましたときは、




「おはようです、お兄さん」




　目の前に天使がいた。

　小こ柄がらで華きや奢しやな体たい軀く。

　軽やかに踏ねる茶髪のツインテール。

　思わず祈いのりを捧ささげたくなるほど可か憐れんなスマイル。

　吹雪が通う高校の付属中学の制服を着て、おまけに鳥っぽいデザインのゆるキャラがプリントされた可愛かわいらしいエプロンをつけて……いや、待て。

　天使だろうがなんだろうが、初対面の人間に会ったらまず挨あい拶さつである。

　吹雪はソファで横になっていた身体からだを起こし、スーツのポケットに入っていたステンレス製のケースから名めい刺しを取り出して、

「はじめまして。ＦフアンタジーＦフアクト文庫編集部の冴原です」

「お兄さん。もしかして寝ねボケてますか？」

「まだ高二ですが、色々あって作家さんの作品創りも手伝っています。先日、担当作品がアニメ化されました。タイトルは、『異世界・ＯＦ・ＴＨＥ・ＤＥＡＤ』」

「いつ聞いてもすごいタイトルですよね」

「ゾンビが跋ばつ扈こする異世界に召しよう喚かんされたショッピングセンターを舞ぶ台たいに繰くり広げられる、ほんわか立てこもり系ラブコメです」

「いつ聞いてもすごい内容ですよねー！」

　もぅ、起きてくださいよーとぺちぺち頰ほおを叩たたかれたせいか、徐じよ々じよに吹雪の意識は覚かく醒せいしてきた。

　自分は修羅場を乗り越え帰宅したが、自室に辿たどりつく前にこのダイニングのソファで力ちから尽つきたのだ。

　そしてこの天使……いや、いとこに起こされたらしい。

「おはよう、凛りん」

「ふふっ。おはようですお兄さん。お兄さんは今日も朝帰りでしたから、八時間十七分三十二秒ほど眠ねむってたことになります！　ぐっすり眠ってたのでいっぱい抱だきついてすりすりしてちゅっちゅしちゃいましたー！　凛、大満足です！」

「へえ」

「……えっと、お兄さん？　そこは『何をしてるんだよおまえは!?』とツッコむところでは……」

「へえ」

「うわあああああんお兄さんが凛のボケにツッコんでくれません相変わらずクール＆ドライですー！」

　制服エプロン姿で吹雪の身体をぽかぽか叩く女の子。

　百ゆ合り鴎かもめ凛。

　今月中学二年生になったばかりの十三歳で、吹雪のいとこ。

　吹雪と同じようにこの一軒家──なつめ荘そうに下宿している住人の一人であり、ＷＥＢ作家でもある。

「あっ、ところでお兄さん。この名刺もらってもいいですか？」

「もう何枚も渡わたしてるだろう？」

「お兄さんの名刺を組み合わせて等身大お兄さんを作るのが凛の夢なのです！　もうかなりの枚数が集まりました！　これがお金だったら凛はセレブです！　『どうだ明るくなったろう？』って他人の足元も照らせちゃいます！」

「明治時代の成金かきみは」

　しかもせっかく集めた名刺を燃やす気か……と言おうとしたが、凛が目をキラキラさせていたので、やめた。ここでエサを与あたえたら『やっとお兄さんがツッコんでくれましたー！』と非常に誤解を招くアピールをしかねない。




　作家には変人が多い。




　それは吹雪がこのなつめ荘に下宿を始めたことで身をもって理解できた。

　なつめ荘は東京の神じん保ぼう町ちようにある一軒家だ。

　築年数はかなり経過しているが、数年前にリフォームをしたせいか、住人それぞれに六畳じよう半の個室が用意されている。

　さらには共用の清潔なキッチン、綺き麗れいなダイニング、大きめの風ふ呂ろ……と内装は割と立派。

　元はとある有名作家が自分の弟子たちと暮らすために買った住居らしく、名前の由来もその作家が夏なつ目め漱そう石せきのファンだったから……とか。

　今では吹雪が働くＦＦ文庫編集部が所有権を保有している。

　かつて名だたる有名漫まん画が家かたちが住んでいたトキワ荘よろしく、出版社側が新人作家や見込みがありそうな投とう稿こう作家のために、格安で住める共同住居を用意したというわけだ。




　現在の入居者は吹雪を入れて四人。




　そのうち二人は作家たちの監かん視し役……否、寮りようの管理人である編集者。

　一人はアニメ化も経験した現役の売れっ子プロ作家。

　そして、もう一人が作家志望者の凛。

　昔はもっとプロ作家が住んでいて、賑にぎわっていたのだが……。

「ううっ、お兄さんがツッコんでくれません」

『マッチ売りの少女』の主演オファーが来そうなくらいに、凛はシュンとしていた。

「でも、仕方ありませんよね。だって、表向きはいとこということになっていますが、実は凛とお兄さんは……」




「……血の繫つながった、兄妹なのですから」




「凛」

　ふうっと息を吐はいてから、吹雪は真しん剣けんな表情で。

「それはきみのイタい妄もう想そうだ」

「ち、違ちがいますー！　凛はお兄さんの妹！　そして凛はお兄さんのことが好きです！　大好きです！　愛してます！」

「告白してくれるのはうれしいが、凛にとっては血が繫がってない方が都合がいいんじゃないか？　そうすれば問題なく結けつ婚こん──」

「ナンセーンスっ！　凛は物語に出てくるような禁断の兄妹愛が好きなのです！　『俺○』の桐きり乃のちゃんとか、『ヨ○ガ』の穹そらちゃんのように！　血の繫がった兄と妹……いけないとわかっているのに惹ひかれてしまう……だからこそ二人の愛は燃え上がる！　そう、だから、いっそのこと──」




「──凛もお兄さんのいとこじゃなくて、血の繫がった妹だったらよかったのにー！」




「………」

　──ああ、今日も俺のいとこは平常運転らしい。

　初対面の人間は凛の純情可憐な見た目とアグレッシブな中身のギャップにまず驚おどろくが、いとこである吹雪はもうすっかり慣れてしまった。
















　だが、いつまでも凛がこのままではマズいとも思う。

　凛の書く作品はすべてが『禁断の兄妹愛』をテーマにしたもので、しかも……。

「！」

　そこで、吹雪のスマホが軽快な電子メロディを奏でた。

　曲は映画『ゴジラ』のテーマ。

　ただ、この着信音に設定された人物は、吹雪にとって怪かい獣じゆうよりもよっぽどホラーだ。

「お兄さん、まさか……」

「仕事が入った」

「ダメですよー！　お兄さんはとっても疲れてるのに！　お兄さんの平均睡すい眠みん時間は一日四時間！　昨日も修しゆ羅ら場ばだったはず！　コミカライズの新刊と同時発売キャンペーンをすることになっていて原げん稿こうを落とせなかったから！」

「ふむ。おかしいな。その情報は社外秘のはずだが？」

「ふふっ。凛を甘く見ちゃいけません。お兄さんのスーツに仕こんだ盗とう聴ちよう器きを活用すればすぐにわかりま……ふももー!?　お、おにいひゃん！　どうして凛のほおをつねるんでしゅか！」

「ははは自分の胸に聞いてみろこのブラコンストーカー」

「無表情のまま声だけで笑うのは怖こわいのでやめてくだしゃいー！　凛はお兄さんが心配なだけでしゅ！」

　凛は両手をバタバタさせて拘こう束そくを解いた。

「普ふ通つうの高校生はお仕事で朝帰りなんてしません！　お兄さんは社畜予備軍です！　今流行のブラックバイトです！　毎日深夜遅おそくまでお仕事して、美人の編集者さんとイチャイチャするなんてー！」

　イチャイチャはしていない。

　たしかに自分の上司は女性だが……。

「それに、今年のお兄さんは要注意です！　同じクラスに箱入りさまがいます！」

「箱入りさま？」

「高等部にいるものすごい美人さんのあだ名ですー！　綺麗な黒くろ髪かみで、ナイスバディで、入学してからずっと成績が学年トップで、うちの学園の理事長の孫まご娘むすめで、実家がお金持ちで、中等部でも評判のお嬢じよう様さまです！」

「ベタなラノベのキャラみたいだな」

「実際にいるんですー！　箱入りさまの名前は──」

「それより、凛。服を脱ぬぐから出ていってくれないか？」

「えっ……そ、そんな、凛はお兄さんならいつだって準備オールライトですが、はじめてがダイニングのソファなのは……っ」

「やっぱりいい。もう終わった」

「早っ!?　お兄さんのスーツは凛が脱がしたかったのにー！　……って、お兄さん？　どうしてうちの学園の制服に着き替がえたんですか？」

「今から行く場所には制服の方がいい」

「場所って……どんな仕事ですか？」

　不思議そうにする凛に、吹雪はきっぱりと答える。

「新人作家との初顔合わせだ」




　　　　[image: ]




　冴原吹雪が出版社でバイトを始めたのは一年前になる。

　理由は、ライトノベルが……特にラブコメものが大好きだったから。

　そして、実の姉がＦＦ文庫で働くラノベ編集者だったからだ。

　彼女に憧あこがれて、吹雪はＦＦ文庫編集部の門を叩たたいた。

　正社員として就職する前に少しでも出版業務に関わりたかったのだ。

　だが、自分はまだ高校生。

　仕事は電話番、書類のコピー、買い出し、作家への郵送物の発送、読者のアンケート集計……などの雑務がメインだと思っていたし、実際に最初の一ヵ月はそうだった。

　しかし、現在の上司の下について彼女のサポート役を引き受けるようになった日から、すべてが変わった。




『わたしだよ！』

『ごめん吹雪くん！　今日はわたしが担当する新人作家さんとの初顔合わせがあったんだけど、わたしは別の作家さんとの飲み会に行かなくちゃいけなくなったから、代わりに行っておいて！』

『その新人さんの受賞が決まったのは四ヵ月前で、ホントはもっと早く顔合わせしてなくちゃいけなかったんだけど……ごめん、うっかり忘れてた☆（・[image: ω]＜）』

『待ち合わせ時間は四月十一日の午後六時……つまり、今から一時間後！　場所は吹雪くんが通っている三み咲さき学園の屋上！』

『よろしくー！』




「───」

　──地じ獄ごくに落ちろ。

　三咲学園の階段を上りながら、吹雪はスマホに届いたメッセージ（しかもＬＩＮＥ）を読み返していた。

　獅し子し原はらましろ。

　このメッセージの送信者で吹雪の直属の上司である。

　背が小さくて童顔のせいか、中学生にすら間ま違ちがえられる二十代後半の女性編集者。

　吹雪は獅子原の部下として最前線の特等席で彼女の勤務態度を見てきたが、とにかく仕事ができないのだ。




　作家への連れん絡らくを半年ほど忘れる。

　作家から預かった原稿にカップみそ汁しるをぶちまける。

　深夜の編集部で酒を飲んで泥でい酔すいし編集長のデスクの上でタップダンス……などなど。




　彼女について吹雪の姉は、

《私の経験から言おう。どこの出版社にも、ミスばかりしているのになぜかリストラされない編集者が一人くらいはいる。業界あるあるの一つだ。そういう編集者は作家たちから陰かげでこう呼ばれている。──地じ雷らい編集、と》

　ならば獅子原ましろは対戦車地雷も真っ青の危険物だ。

　そして今からその特大地雷を踏ふんづけてしまった哀あわれな犠ぎ牲せい者しやと面会しなければいけない。

「しかも、なぜうちの学園の屋上に？」

　三咲学園は都内にある私立校で、学力レベルは平均なみ。

　初等部、中等部、高等部が存在しており、吹雪のように高等部から入学してくる人間も割といるのだが……どうしてここが打ち合わせ場所なんだ？

　おまけに、今日会う新人は普通の作家とは違う。

　ＦＦ文庫では毎年新人賞を開かい催さいしていて、ここ七年間は大賞が出ていなかったが、今から会う作家がその記録を打ち破った。




　祓はら島しま沙さ英え。




　七年ぶりの大賞を受賞した新人作家。

　いわば金の卵だ。

　受賞作のタイトルは、『どらデレ！　～竜りゆう園えん寺じミサはデレまくり～』。

　もちろん吹雪も原稿を読んだが……。

「──面白かったな」

　ジャンルは現代ラブコメ。

　主人公の少年・伊い吹ぶきユキトと、異世界から来た機械人形オートマタの少女・竜園寺ミサの物語。

　構成、文章、ストーリー、会話劇、キャラクターはもちろん、何よりラブコメのイチャイチャ描びよう写しやが新人にしてはズバ抜ぬけてよかった。




　とにかく、ヒロインがデレまくるのだ。




　竜園寺ミサはお嬢様っぽい外見をしているが、実は主人公に従順なデレデレキャラ。

　もう読んでるこっちが恥はずかしくなるくらいだった。

　お約束のラブコメ的なサービスシーンはもちろんのこと、おはよう代わりに主人公に抱だきつき、いただきます代わりにキスをねだり、おやすみなさい代わりにセクシーなランジェリー姿で主人公のベッドにダイブし……。

　いつも余よ裕ゆうたっぷりに、可愛かわいらしく、主人公を誘ゆう惑わくし、甘えてくる。

　その描写がやけに熱が入っていて、編集者や審しん査さ員からは「よく恥ずかしがらずにここまで書ききった！」と大好評。

　さんざん同どう僚りようにターミネーター呼ばわりされようが実はラブコメが大好きな吹雪も、竜園寺ミサに夢中になった。

　──早く続きが読みたい。

　深夜三時の編集部で原稿を読み終わった後、強く強くそう願って──。

「！」

　赤せき橙とう。

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、吹雪の視界に飛びこんできたのは燃えるような赤あかと橙だいだいだった。

　その眩まぶしさに思わず目を細める。

　鮮あざやかな絵の具を空パレツトにぶちまけたようなひどく美しい夕暮れ。

　そのオレンジに照らされた屋上に、彼女は立っていた。





　時刻は十七時五十七分。






「───っ！」

　頭の中で蘇よみがえったのは、『どらデレ！』のワンシーンだった。





　突き刺さすような夕焼けに染められた屋上。

　そこで俺は彼女と出で逢あった。






　そう、『どらデレ！』の主人公もちょうど今のような状じよう況きようで彼女と出会った。

　竜園寺ミサ。

　物語のヒロインと。




「ずっと、会いたかったです。ユキト様」




　眩しさにくらんでいた視界がようやく正常に戻もどると、今度は思考がくらみそうになった。

　華きや奢しやな体たい軀く。

　流れるような黒くろ髪かみのツーサイドアップヘア。
















　三咲学園の女子制服。

　精せい悍かんな表情とやわらかそうな桃もも色いろの口くち唇びる。

　とんでもなく可愛い女の子が目の前にいた。

　──冗じよう談だんだろう？

　思わず現実を疑ってしまう。

　今自分の前にいる彼女は物語の中に出てくる竜園寺ミサとそっくりだった。今のセリフは竜園寺ミサが作中で言ったものと一字一句変わらない。

　ここまでは『どらデレ！』のストーリー通り。

　たしかこの後、彼女は──。




「私を、あなたの恋ヒロ人インにしてください」




　まるで物語のヒロインの行動をなぞるように言ってから、彼女は吹雪の方へと近寄ってきた。

　編集者である吹雪は、この後の展スト開ーリーを知っている。

　主人公と出会ったヒロインは、いきなりキスをしてくるのだ。

「……んっ」

　吹雪の前まで来たところで、彼女は小さく息を吐はいた。

　そして、静かに目をつむったあとで、ちょこっと踵かかとを上げて可愛らしく背せ伸のび。

　吹雪は雷かみなりにでも打たれたみたいに動けなかった。

　だって、どう考えても、彼女は本物のヒロインで──。

「──あれ？」

　そこで吹雪の膝ひざからガクッと力が抜けた。

　最初はあまりにも非現実的なシーンと遭そう遇ぐうしたせいでショックを受けたのかとも思ったが……原因はすぐにわかった。

　思えばここ四日ほど校こう了りよう時期……つまりは修しゆ羅ら場ばでロクに寝ねていなかった。

　今日睡すい眠みんはとったが、最後に取った食事は昨日学食で食べたＢランチ定食。

　疲ひ労ろうのせいか食しよく欲よくがなくてカラオケでもソフトドリンクばかり飲んでいた。

　だから、これは──。

「えっ、あっ、ちょっと!?　冴原くん!?」

　──貧血か。

　冷静に事態を分ぶん析せきしながら、吹雪の意識は静かに途と切ぎれた。




　　　　[image: ]




　目を覚ますと、吹雪はなつめ荘そうのダイニングにあるソファの上にいた。

　──ああ、なんだ。

　夢か。

　それもそうだ。担当作家との顔合わせに行ったら物語の中のヒロインと出会いました！　なんてことはありえない。どう考えても仕事に疲つかれ切って心を壊こわした編集者の妄もう言げんである。こんなことを鷹たか音ねに話したら間違いなく病院に行くよう勧すすめられるはずで──。




「あら。ようやくお目覚めかしら、冴原くん」




「………」

　誰だれか。

　今すぐここに病院を建ててくれ。

「いきなり倒たおれるからビックリしちゃった。ここまで連れてくるのも大変だったのよ？　輸送料金をもらいたいくらいだわ」

　フリーズする吹雪を尻しり目めに、竜園寺ミサは余裕たっぷりスマイル全開。

　なんだかやけに楽しそうだ。

　けど、どうしてこの子はなつめ荘の場所を知って……。

　──いや、待て。

　今この子は俺の名前を呼んだ。さらには『どらデレ！』のストーリーを知っている。じゃなければあそこまでヒロインの行動を真ま似ねられるわけがない。『どらデレ！』の発売は五月。あれの内容を知っているのは編集部の人間と──。




「はじめまして。祓島先生」




　原作者だけだ。

「ＦＦ文庫編集部の冴原吹雪です」

「……話には聞いていたけど、あなたって本当に高校生らしくないのね。とりあえず、敬語は使わなくていいわ。というか、あなたは私のことを憶おぼえてないの？」

　彼女は吹雪の名めい刺しを受け取った後で、お返しと言わんばかりに一枚のカードを手て渡わたしてきた。

　ただしそれは名刺じゃなくて、学生証。

「２年Ｄ組、竜園寺美み沙さ？」

「そう。それが私の本名。あなたと同じクラス。ちなみに席はあなたの隣となりで、昨日の世界史の授業ではわざわざ資料集を見せてあげたし、数学の授業では答えを教えて、現国の授業では居い眠ねむりしてたあなたの代わりに教科書を音読させられたわ」

「すまん。まったく憶えていない」

「……みたいね」

　美沙は不満そうにぷくっと頰ほおを膨ふくらませてから。

「この恩知らず。出版社の犬。バイトのくせに偉えらそうに」

「………」

「聞いた話じゃあなたは正社員なみに働いてるらしいけど、そのせいで授業中は居眠りばかりだし、学園での青春にはまったく興味がない不ふ感かん症しよう野や郎ろうのようね」

「………」

「高校生としてありえない。緩かん慢まんな自殺と言っても過言ではないわ。うちのクラスにはかなり可愛い女の子……私とか、留学生のミシェルさんがいるのにもったいないわよ。まさか枯かれてるの？　せっかくだから今度いい病院を紹しよう介かいしてあげましょうか？」

「………」

　まあ。

　色々と言いたいことはあるが。

「きみの毒舌の方がよっぽどもったいないぞ」

「これが私よ」

「ふむ。きみはおかしなヤツだな、祓島先生」

「ペンネームで呼ばないで。それは一時の気の迷いで決めたの。だから私のことは『美沙』って呼び捨てにして構わないわ。それと……」

　おかしいのはあなたの方でしょう？　と。

　美沙は吹雪のことをビシッと指さした後で。

「冴原吹雪。十七歳。誕生日は四月一日。血液型はＡ型。身長は１７５センチ。体重は64キロ。趣しゆ味みは読書。初めて読んだラノベは『撲ぼく殺さつ天使ドク○ちゃん』。その後ラノベにハマり、『オタ○ア』『この○晴』『マリ○て』など、ラブコメ全ぜん般ぱんが大好きに」

「………」

「高校一年生からＦＦ文庫編集部でバイトを始めるも、あまりの激務に一度心をヘシ折られる。そのころから感情を顔に出すのが極きよく端たんに少なくなるが、仕事ぶりは正社員の編集者も驚おどろくほどにレベルアップ。今では授業が終わった後、十七時に出社して午前四時に退社する立派な社畜予備軍に」

「………」

「高校生にもかかわらず作家との作品創りもこなすせいで同どう僚りようからは、

『あの子ってこの一年で表情筋が死んじゃったよねぇ……』

『高校生とは思えない。むしろ人間とも思えない。実はロボットとか？』

『きっと吹雪くんは冷え切った出版業界を救うために未来から送りこまれたターミネーターなの！』

　などの高評価を受けている。──ほらね？　あなたの方がよっぽどおかしなヤツじゃなくて？」

「そのセリフは鏡を見て言うべきだと思うが？」

　担当編集のプロフィールをここまで知っている作家の方がおかしい。

「そもそも、きみの本名は竜園寺美沙なんだろう？　自分の名前をヒロインに付けてる方がよっぽどおかしいぞ」

「ちょうどいい名前を思いつかなかっただけよ。それに、竜園寺ミサは私の理想だから」

「……あれが？」

「……何か問題があって？　私は彼女みたいに自分の気持ちに素直な女の子になりたいの」

「………」





「私はユキト様の機械人形。ユキト様のためなら、どんなことでもします。あなたは、私だけのご主人様です」

「……おねだり、してもいいですか？　もっと……キスをしてください。ずっと、ずっと、ずっと……ご主人様を感じていたいんです」






　──あそこまで素直になられても困る気がするぞ？

　吹雪が作中の竜園寺ミサのセリフを思い出していると、美沙が話を変えるように「コホン」と咳せきばらいをした。

「そろそろ本題に入りましょう。私がわざわざ獅子原さんに連れん絡らくして、あなたを呼び出したのには理由があるの」

　緊きん張ちようを隠かくすように、美沙は両手を胸に当てて深呼吸をしてから。




「私に恋ラブ愛コメを教えて、担当さん」




「──どういう意味だ？」

　吹雪は困こん惑わくを隠しながらも、冷静に即そく答とう。

　レシーブが予想以上に速かったことに驚いたのか、美沙は「うっ」と戸と惑まどった。

「だから、ラブコメを教えて欲しいのっ。私の担当は獅子原さんだけど、彼女のサポート要員であるあなたも私の担当になって、一いつ緒しよに作品創りをするって聞いたけど？」

「だいたいは正解だ」

「本当はもっと早く顔合わせをするはずだったけど、編集さんって多た忙ぼうだからなかなか時間が取れなかったのでしょう？」

「……だいたいは正解だ」

　吹雪は誤ご魔ま化かした。

　苦く渋じゆうの決けつ断だんだった。

　だいじょーぶ！　新人さんとの顔合わせはわたしがきっちりやっとくよ！　と言った上司を信じたのが愚おろかだったのだ。

　吹雪の仕事は作家とのコミュニケーション、原げん稿こうのチェック、校正、獅子原が作ったイラストのレイアウトデザインのチェック……などなど。

　この一年、獅子原のサポート役としてブラック激務に耐たえてきたせいか、編集部の信しん頼らいも勝ち取れたし、何より獅子原に任せるよりは賢明であると判断されてしまった。

「どうしてラブコメを教わりたいんだ？」

「ネットで発表された審しん査さ員の講評に書かれていたもの。『ヒロインの心理描びよう写しやが甘い。逆にそこを強化すればこの作品は──』」

「『もっと面白くなる』だったか」

「そう。一つ教えてあげるけど、私は誰かに負けるのが大きらいなの。お高くとまった審査員にああいう偉そうなコメントをされたら、イラッとするわ」

「ずいぶんプライドが高いなきみは」

「ふふっ。でも、私は審査員の忠告を無視するほど子供でもない。もっとヒロインの心理を理解して、自分の作品を面白くしたいの」

「──待て」

　まさか、美沙が今日屋上で竜園寺ミサのセリフを言っていたのは……。




「ヒロインを演じることで、ヒロインの気持ちを理解したかったのか」




「……驚いた。あなたってずいぶん察しがいいのね」

　ふふんっと満足そうに美沙は息を吐はいた。

「冴原くんが頭の回転が速い人で助かった。褒ほめてあげる。どうせなら頭をよしよししてあげようかしら？」

「では、頼たのむ」

「えっ……」

「冗じよう談だんだ」

「……口が減らないこと。まあ、いいわ。私はヒロインの気持ちを理解したい。でも、私が竜園寺ミサヒロインを演じるには相手がいる。誰だれかが主人公を演じてくれなくちゃいけない。そこで……」

「俺に伊吹ユキト主人公を演じろと？」

「そういうことになるわね。喜ぶべきことじゃなくて？　この私の相手役を演じられるんだもの。光栄に思って欲しいわ。私が、あなたのヒロインになるの」

「だが……なぜ俺が？」

「だって、あなたはこの主人公の──ううん。冴原くんはこの主人公のことどう思う？」

「ものすごく共感できる。何が起きても冷静なところがいい。まあ、実際にここまでクールでドライでロボットみたいなヤツはいないと思うが。もしいたとしたら、ソイツは今すぐ病院に行って何かしらのカウンセリングを受けた方がいい」

「………」

「まさか、誰かモデルがいるのか？」

「そ、そんなことはないわ。私があなたに主人公の役をやって欲しいのは、あなたが私の担当編集だから」

　もしかしたら人に頼みごとをするのに慣れてないのかもしれない。

　美沙は今にも消え入りそうな声で「……お願いよ」とつぶやいてから。

「デビュー作が発売される五月三十一日までの間でいいから、私に協力して。いきなりで困惑してると思うし──」

「俺は構わない」

「あなたも最初は断ると思うけどってええええええええっ!?」

　吹雪が即答したことに美沙はやけに驚いた。

「……待って。こういうのってもうちょっと迷うものじゃなくて？　普ふ通つうだったら『ふざけんな！　誰がおまえになんか協力するか！』って主人公が抵てい抗こうして、その後ヒロインに弱みを握にぎられて、脅きよう迫はくされて、仕方なく協力するとか……」

「どこのベタなラブコメ展開だ。まあ、心配することはない」

　吹雪は、やや暗い声で。

「……こういう無茶ぶりには慣れてる」

「えっ」

「上司から『一緒に編集長に土下座して！』とか『沖おき縄なわ出張に来たけど財布を忘れたから飛行機で届けに来て！』とか『友だちのカップルがケンカしてるから仲を取り持ってあげて！』みたいな仕事を振ふられたときにくらべればマシだ……」

「最後のは仕事と関係ないような……。というか、その上司は間ま違ちがいなくおかしいわ。私だったら死んでも関わりたくないわね」

　残念ながらその上司の名前は獅子原ましろ。きみの担当編集だ……と言えたら楽だったんだが、やめておいた。

　医者だって患かん者じやにがん宣告するときは慎しん重ちようになる。

　美沙は獅子原が地じ雷らい編集だとはまだ知らないようだし、打ち明けるタイミングを見計ろう。

「とにかく。きみがヒロインを演じることで作品が面白くなるなら構わない。俺にだって目標がある。それに近づけるならなんだってする」

「目標？」

　聞き返す美沙に、吹雪は少し熱のこもった声で告げる。

「少しでも面白くて、少しでも売れる作品をクリエイターさんと作って、読者に届ける。そして──副編集長を超える」

「副編集長って……あなたのお姉さん？　あの人って業界でトップクラスのラノベ編集者なんでしょう？」

　美沙の質問に、吹雪は力強くうなずいた。

「あの人は俺がラノベを好きになったきっかけでもあるんだ。だから担当作家の作品を面白くするためなら、なんでもするさ」

「……驚おどろいた。あなたってターミネーターとか呼ばれてる割りにはちゃんと人間くさいところもあるのね。仕事のことになるとこんなに饒じよう舌ぜつになるなんて、教室で居い眠ねむりしてるときとは別人みたい」

「失礼な。俺にだって人間くさい部分はあるぞ。たとえば、コンプレックスとか」

「どんな？」

「担当作家に変人が多い」

「……それ、私のことを言ってるのかしら？」

「気にするな。冗談だ。ほら、人間くさいだろう？」

「むしろ胡う散さんくさいというか……宇宙人が送りこんだ殺人ロボットが人間に擬ぎ態たいしてるみたいというか……」

「作家だけあって想像が豊かだな。何はともあれ、俺はきみに協力する。俺はラブコメが好きだ。もちろん、祓島先生の作品も大好きだぞ」

「うっ～～～」

　まあ、作品を褒められるのは悪い気はしないけど……と美沙は照れくさそうに頰ほおを染めていた。

　──なんだ。

　人間くさいところがあるのはきみも同じじゃないか。

　屋上では物語のヒロインそのままの大人びたお嬢じよう様さまだったが、今の美沙には竜園寺ミサにはなかった魅み力りよくがある気がした。

「──ふう。最初の打ち合わせはこんなところか。家はどこだ？　もう遅おそいし、送っていくが？」

「ふふっ。では、お言葉に甘えて」

　なぜか美沙は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　そのまま吹雪の手を引いて、二階へと続く階段を上る。

　なつめ荘の二階は作家たちの個室になっているのだが、美沙は空室になっていた２０３号室の前まで吹雪を連れて……いや、待て。

　まさかとは思うが……！

「ようこそ。ここが私の部屋よ」

「………」

　強きよう烈れつなウエスタンラリアットを喰らった気分だった。

　プロレスだったら吹雪の身体からだは一回転してリングに叩たたきつけられていただろう。

「今日から私もこのなつめ荘の住人になったの。あなたが気絶している間に引っ越しは済ませておいたから」

「……少し待て」

　驚きを押し殺しながら、吹雪はスマホのスカイプを起動。

　もちろん相手は──。




「どうした、愚ぐ弟てい」




　画面に映ったのは黒のレディーススーツに身を包んだキャリアウーマン。

　冴原鷹音。

　吹雪の実姉にして、業界トップ３に入るＦＦ文庫の副編集長である。

　歳としはまだ二十代後半だが、業界では知らないものはいないほどの有名人で、彼女が担当した本の累るい計けい部数は数千万部にも届く。

　吹雪がラノベにハマったのも、鷹音が学生時代に読んでいたものを貸してもらったからなのだが……。

「副編集長。黒幕はあなたですか」

「なんのことだ？」

「美沙は俺のプロフィールを知ってました。おまけに気絶した俺をなつめ荘まで移動させた。学園からなつめ荘までは車で十五分ほどの距きよ離りですが、女の子一人じゃ運べない。誰かの手伝いがない限りは」

「正解だ、愚弟。おまえは相変わらず頭の回転が速いな。たしかに祓島沙英におまえの個人情報を教えたのは私だよ。しかし、おまえを運んだり引っ越しをしたのは私じゃない。祓島沙英の実家の人間だ。その子の実家はお金持ちで、正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢様だそうだ」
















「お嬢様？」

「おまえの通う学園の理事長の孫まご娘むすめで、あだ名が箱入りさま」

「そのあだ名は聞いたことがありますが……そんなお嬢様が男女共用のなつめ荘に入居すると？」

「心配はいらないさ。管理人の私がいる」

「副編集長は多た忙ぼうすぎてほとんどなつめ荘にいません」

　だから吹雪が管理人代行としてここに住んでいるのだ。

　ちなみに鷹音と吹雪の部屋は、それぞれ１０１と１０２号室。

「ならばおまえが面めん倒どうを見ろ。これは業務命令だ。拒きよ否ひすることは許さん」

「つまり面倒くさいことは俺にぶん投げて自分は仕事に集中するつもりですねうわぁ恐おそれ入りましたさすがですこのワーカホリックめ」

「効率的な判断をしたまでさ。作家を育てることも担当編集の仕事だ」

「この子を、ラブコメ作家に育てろと？」

「私はおまえの能力を高く評価している。これは誇ほこってもいいことだぞ？　この業界で私が評価している編集者は数人しかいない。それに、なつめ荘に祓島美沙が住むことはおまえたちにとっても都合がいい」

「………」

「ただし、編集者が作家と仕事をする上で危険なのは、互たがいの距離が縮まりすぎることだ。そうなると作品創りで衝しよう突とつする可能性が高まる。あくまでビジネスライクな関係を貫つらぬけ。その方が効率的だ。おまえなら心配ないと思うが、恋れん愛あい関係にはなるなよ？」

「──わかってます」




　七年ぶりに大賞を受賞した金の卵。




　そんな案件を自分と獅子原で担当することを認めてくれたのだ。

　鷹音は冴原吹雪の能力を評価してくれている。

　だったら、それに応えないわけにはいかないはずで──。

「ああ、言い忘れていた。祓島沙英は『どらデレ！』の原げん稿こうを一から書き直したいらしい」

「……は？」

「その子曰いわく、『ちまちま改かい稿こうなんてみみっちいことはできません。最初から書き直した方がいいです』だそうだ」

「待ってください。『どらデレ！』のページ数は今のところ文庫換かん算さんで二五〇ページ。しかも、著者校を作るための本文の〆切りまでは、二週間しか……」

「作家から原稿を取ってくるのが、編集者の仕事だ」

「───っ。わかりました。俺も編集者です。仕事はきっちりこなします。それより、美沙がここに住むならあの二人にも紹しよう介かいを……」

「やめておけ。あの二人は〆切り前で気が立っている」

「凛も？」

「おまえの世話にかまけているせいでうちの新人賞に送る投とう稿こう作の進みがよくない。だからさっき電話をかけて『明日までに完成させて提出しなければおまえのお兄さんコレクションをすべて没ぼつ収しゆうする』と発破をかけた」

「発破というより脅きよう迫はくですよね？」

　凛の担当編集は鷹音なので、吹雪が口を出すのはあまりよくないだろうが……『お兄さんコレクション』ってなんだ？

　試しに吹雪が凛の部屋である２０２号室の前に行ってみると、




「ううっ……さみしいです……お兄さんの声が聴ききたい、膝ひざ枕まくらしてもらいたい、部屋に忍しのびこんでお兄さんのベッドでごろごろしたい、ブレザーのにおいをくんくんしたい……でも原稿を書かないと凛のお兄さんのコレクションが……お兄さんコレクションがーっ！」




　ドアの向こうからは悲しげな慟どう哭こくとさめざめとした嗚お咽えつが聞こえてきた。

　さらに隣となりの２０１号室からは、




「原稿のダメ出しマジきつすぎアマ○ンレビューのアンチがマジウザいああああああリア充じゆう作家どもがまたツイッターで友だちと遊んだってアピールしてる貴様らだけには何があっても絶対に負けてたまるかあああああああああっ！」




　こっちの住人も鷹音の担当作家。

　ペンネームは虎とら岩いわ大たい河が。

　どうやらこちらも修しゆ羅ら場ばらしく、扉とびらの向こうからはすさまじい打だ鍵けん音、壁かべに何かを投げつける音、さらには叫さけび声が聞こえてくるが……。

「二人ともいつも通りだな」

「……ねえ、冴原くん。ここって一体どんな人たちが住んでるの？　尋じん常じようじゃない騒さわぎなんだけど」

　美沙は少しだけ不安そうにしていた。

　凛たちは修羅場になるといつも部屋に引きこもってしまうし、まだ顔も合わせてないに違ちがいない。

「業界で活かつ躍やくしている作家さんは個性的な人が多いのさ。では、二人とも。──これから色々あると思うが、がんばってくれ」

　鷹音はあっさりとスカイプを切った。

　きっと今夜も遅くまで仕事をするのだろう。鷹音は作家や部下にはかなりスパルタだが、それ以上に自分自身に厳しい。

「まったく。失礼なことを言ってくれるわね」

　お嬢様だけあってプライドが高いのか、美沙はご機き嫌げんナナメだった。

「あの言い方だと作家が変人ばかりみたいじゃない」

「まあ、そうだな」

「まさかあなたもそう思っているの？　納得がいかないわ。私は常識人なのに……あっ、忘れてた。ラブコメの勉強のために『どらデレ！』のシーンを再現しないと。まずは私が水着エプロンで料理を作るから」

「自覚がないだけできみもかなりの変人だと思うぞ？」

　いや、たしかに『どらデレ！』の第二章にはヒロインが水着エプロン姿で料理を作るシーンがあったが。

「ふふっ。竜園寺ミサを演じるには作中のシーンを再現するのが一番じゃない。そんな簡単なこともわからないのかしら？」

「やけにやる気だな」

「勘かん違ちがいしないで。私があなたごときにデレデレするのは、ヒロインの気持ちを理解するためよ。この私にかかればヒロインを演じるくらい簡単だし、ベタなラブコメの主人公みたいにあわあわするあなたも見てみたいもの」

　美沙は小こ悪あく魔まっぽく微笑ほほえんでから──なんと、スカートのジッパーを下ろした。

　そのまま床ゆかにスカートを脱ぬぎ捨て、制服の上着も脱いでしまう。

　あらわになったのは降り始めたばかりの初雪のように白い肌はだ。

　きゅっとくびれたウエストに、ゆるやかな曲線を描えがく豊かな双そう丘きゆう。

　そして、純白の水着。

　しかもビキニだった。

　──なるほど。

　おそらくヒロインを演じるために、あらかじめ着こんできて──。




「えへへ。どうですか、ユキト様？」




「───っ！」

　──そうだった。

　竜園寺ミサは主人公のことを『ユキト様』と呼ぶのだ。

　そして、今の美沙はメチャクチャ可愛かわいい。

　この一年間ブラック激務のオンパレードでどこに出荷しても恥はずかしくない社畜予備軍に魔ま改造された吹雪ですら、目を奪うばわれるほどに。

　──ギャップだな。

　さっきまで傲ごう岸がん不ふ遜そんで毒舌のゲリラ豪ごう雨うを降らせていたお嬢じよう様さまが、まさかここまで従順でデレデレなヒロインになるとは……！

「お気に召めされたようで、よかったです」

「きみ、本気で別人だな」

「今の私は竜園寺ミサ。異世界から来た機械人形。お仕事でお疲つかれなご主人様のためにいっぱいいっぱいご奉ほう仕しします。あなたが幸せになると、私の胸もきゅんってなる……えへへっ。大好きですよ、ユキト様♪」

　お嬢様のくせに料理なんて作れるのか？

　吹雪は不安になりながらも見守ることにしたが、美沙の手つきは鮮あざやかだった。

　一階のキッチンに行ってエプロンを身に着け、冷蔵庫から食材を取り出し、慣れた様子で包丁やフライパンを操り、作業を続けること十数分。

「さあ、できました」

　メニューはオムライス。ケチャップでちゃんと『ユキト様へ♪』と書かれていて、芸が細かい。

　ここまでは完かん璧ぺきだ。

　作中ではこの後、「愛しています、ユキト様。オムライスの前に……私のことを、食べてくれませんか？」と主人公に抱だきついて、キスをねだってくるのだが……。

「愛しています、ユキト様」

「なっ……」

　余よ裕ゆうたっぷりに微笑んだまま、美沙がぎゅっと吹雪に抱きついてきた。

　エプロンと水着越ごしに伝わってくる彼女のぷるんっとやわらかな胸のふくらみに、ドキッとしてしまう。

　そして、

「オムライスの前に……私のことを、食べてくれませんか？」

　やわらかそうな口くち唇びるで言葉を紡つむいで、吹雪の口唇に、キスを──。

「あ、あーん」

「は？」

「な、何を驚おどろいているのかしら？　セリフを言うのは余裕だけど、さすがに、キ、キスをするのは恥ずかしいから、代わりにオムライスを食べさせてあげるわ」

「………」

　なんだか安心したような、少しがっかりしたような気持ちになってしまった。

　それでも美沙がスプーンで差し出してきたオムライスを頰ほお張ばる。

　瞬しゆん間かん、とろける玉子、優しい甘さのケチャップ、ほどよく炒いためられたお米と鶏とり肉にくと玉ねぎの味が口の中で合わさった。ここ数日ロクに食事を取っていなかったせいか、オムライスの温かさが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡わたって……！

「くっ……」

「えっ、どうして急に泣きそうに……まさか、そこまでおいしかったの？」

「ああ。ありがとう。救われたような気分だ」

「ふ、ふふん。この私が作ってあげたんだから当然ね。それにしても、あなたって、おかしな人なのね。涙なみだぐんでるのに表情が変わらないし」

「失礼な。だが、作中のセリフを言ったことだし、これできみもヒロインの気持ちが理解できて──あっ」

　そこで、吹雪は一つアイディアを思いついた。

　編集者としての直感が言っている。このシーンはもっと可愛くできる。

　だが、今思いついたアイディアを伝えるには、こちらも本気にならなくちゃいけない。

　そうでなくちゃ相手に失礼だ。

　正直言って本音を叫ぶのは、昔を思い出すから好きじゃない。

　しかし……！




「今のきみは、すごく可愛い」




　思いきって吹雪が本音を伝えると、美沙は「えっ～～～」とひどく動どう揺ようした。

「い、いきなり何を……っ」

「だから編集者としては、ぜひこのシーンを修リテ正イクして、『どらデレ！』に反映して欲しい」

「……は？」

「ただし、それには一つ問題がある。今のままじゃラブコメ成分が足りない。最近のラノベの中にはサービスシーンが過激なものもあるし、水着エプロンのままじゃいまいちひねりが……そうだ！　試しに猫ねこ耳みみをつけてみたらどうだ!?」

「あなたはいきなり何を叫んでいるの!?」

　美沙はかなり動揺していた。

「──頼たのむ。これも面白くて売れる作品を創るためだ」

「だ、だからってそんな……」

「別に俺に見せなくていい。きみが水着エプロン姿で猫耳をつけて恥ずかしがるヒロインの気持ちを理解してくれれば、俺はそれで構わない」

「お、落ちつきなさい冴原くん、ここには猫耳なんて……」

「ノープロブレムだ。そこにある棚たなの中に猫耳カチューシャが入っている」

「なぜそんなものがダイニングの棚に!?」

「この棚の中には、いつか役に立つかもしれないと思って買った資料用のグッズが入っているんだ」

「買ったって……まさか、あなたが？」

「ああ。編集者として当然の行こう為いだろう？」

「さらに混乱するようなことを言わないでくれる!?」

　困こん惑わくする美沙に、吹雪は棚から取り出した猫耳をパスした。

「さあ、それをつけてさっきのセリフ……いや、できれば『どらデレ！』の第二章のラスト付近にあるヤツも一いつ緒しよに言ってくれ。その方がラブコメ的に可愛い気がする」

「えっ、それって……」

「『……おねだり、してもいいですか？　もっと……キスをしてください。ずっと、ずっと、ずっと……ご主人様を感じていたいんです』だ」

「なぜ一字一句憶おぼえてるのよこのラブコメオタク！」

「これも仕事のためだ。きみはラブコメを教えて欲しいんだろう？　キャラクターの気持ちを理解するには実じつ践せんするのが一番いい。さっきは『セリフを言うのは余裕』と言っていたから大だい丈じよう夫ぶだと思ったが……嫌いやならやめるぞ？」

「くっ……！」

　箱入りさまは「こ、これくらいこの私なら簡単よっ」と猫耳をつけた。

　しかし、

「あ、愛しています……ユ、ユキト様っ」

　さきほどまでの余裕は一ミリもなかった。

　恥ずかしいのか、その顔はケチャップよりも真っ赤である。

「オムライスの前に……わ、私のことを、た、た、食べてくれませんかっ」

　猫耳を揺ゆらし、瞳ひとみを潤うるませながらも、美沙は必死に羞しゆう恥ち心しんを押し殺して……。




「……お、おねだり、してもいいですか？　も、もっと……き、きしゅ……をしてくださいっ。ず、ずっと、ずっと、ずっと……ご、ごしゅじんさまを……っ」




　感じていたいんです、と最後に言えば完璧だったのだが。

「───っ」

　美沙はきゅっと口唇を嚙かみしめた後で、ぽつりと。

「──今日はちょっと疲れたから部屋で休むわ」

「……は？」

「だ、だから、今日はここまでよっ。この私がせっかく作ってあげたんだから、オムライスは冷めないうちに食べなさい」

　おやすみ冴原くん、といつもの口調に戻もどった美沙はダイニングを出ていった。

　──まさか、逃にげたのか？

　さすがに恥ずかしかったのかもしれない。

「ん？」

　と、そこで吹雪はテーブルの上に黒いスマホが置いてあるのに気づいた。

　見慣れないデザインだから、美沙のだろう。

　料理を作るときにここに置いて、忘れてしまったのだ。

「部屋まで届けるか」

　そうつぶやいてから、吹雪がスマホを手に美沙の部屋の前まで行くと、




「──無理無理無理無理ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい～っ！」




　ドアの向こうから押し殺すような叫さけび声がかすかに聞こえてきた。

　思わず耳をかたむけると、




「もう限界『ずっとご主人様を感じていたいんです』なんて言えるわけないしかもこの私が男の子の前でこんな格好で料理してデレたとかいやああああ恥はずかしい恥ずかしい恥ずかしすぎるもういや誰だれか私を殺して～っ！」




「……まさか、入居一日目で他の二人と似たような状じよう況きようになるとは」

　新記録だ、と吹雪はつぶやいた。

　平静を装っていたが、美沙のダメージはかなり深刻だったらしい。

　凛たちは執しつ筆ぴつに集中していて気づいていないようだが……。




「しかもどうして冴原くんは顔色一つ変えないの!?　私があんなにがんばったのに！　恥ずかしいのを我が慢まんして……だ、大好きって言ったのに！　せっかくいつもクールな冴原くんがあわてふためく可愛かわいい姿が見られると思ったのに～！」




　──ああ。俺はこのプライドがエベレストなお嬢じよう様さまの担当編集になったのか。

　そして『どらデレ！』の発売日までの約二ヵ月間、ラブコメの勉強に付き合いながら、作品を一から完成させなくちゃいけないのか……。

　なかなかハードなミッションだ。

　ダメ元で臨時手当を申しん請せいしてみよう。

「……何よ。これじゃ、私の方が恥ずかしいじゃない……」

　シュンと落ちこんだ美沙の声を聞きながら、吹雪はスマホを届けるために２０３号室のドアを開けることにしたが、

「あっ」

　しまった、ノックを忘れた。

　普ふ段だんだったらこんなミスは絶対にしないのに……やはり疲つかれが溜たまっている。

　冷静に状況を推察しながらも、開かれたドアの隙すき間まから２０３号室の中を見た瞬間、床に落ちた水着とエプロンと猫耳が視界に入った。

　ひょっとしたらやりきれない感情をぶつけたくて投げ捨てたのかもしれない。

　そして、数分前までその水着を着ていた本人は、裸はだかだった。

　彼女は生まれたままの姿で部屋に置かれたベッドに腰こしかけている。

　しかも、なぜか手に持った熊くまのヌイグルミを真しん剣けんな表情で見つめて……。




「あ、愛していましゅ、ユキトしゃまっ」




「………」

　練習してる。

　すぐに吹雪は悟さとった。なぜなら美沙が「わ、私のことを……食べてくれませんかっ？　……ちゅっ」とヌイグルミにキスをしたからだ。さっき、吹雪にキスではなくオムライスを食べさせたことが心の中で引っかかっていたのかもしれない。

　美沙はプライドが高い割りには生マジメな性格なんだろう。

　じゃなかったらこんな可愛いらしいマネをするはずが……。

「あっ」

　そこでようやく、美沙が吹雪の存在に気づいた。

　──落ちつけ。

　目の前にいるのは、リンゴみたいに頰ほおを紅潮させながら口をパクパクさせている美沙。

　ここで悲鳴を上げられたらどうなる？

　さすがに凛たちに美沙の存在がバレる。

　そして２０３号室に突とつ入にゆうしてきた彼女たちはこの状況とご対面。

　全ぜん裸らで涙目になっている作家と、スマホを手に持った担当編集。

　どう見ても変態撮さつ影えいプレイである。

　別の意味での修しゆ羅ら場ばが始まってしまう。

　しかし、それ以上に──吹雪には担当編集として、どうしてもこの子に伝えたいことがあった。やはり叫ぶのは好きじゃないが、それでも……！

「今のきみは、すごく可愛い」

「………。待ちなさい、冴原くん。まさか、この流れは──」

「担当編集としては、ぜひこのシーンを『どらデレ！』に反映して欲しい。今のきみはすごく可愛くて……いや、それでもやはり猫耳は必要か!?　頼む！　猫耳をつけてさっきのセリフをもう一回言ってくれ！　そうすれば完かん璧ぺきなラブコメシーンが完成する！」

「──ねぇ、冴原くん。今発見した驚おどろきの事実を教えてあげるわ」

　編集者にも頭のおかしい人はいるのねっ！　と美沙が叫ぶのと同時に、投げつけられた熊のヌイグルミが吹雪の顔面をジャストミートした。




［四月十一日　現在の進しん捗ちよく状じよう況きよう　〇／二五〇ページ　〆切りまであと十四日！］







　　　第２話　　ホームワークが終わらない








◆『どらデレ！　～竜りゆう園えん寺じミサはデレまくり～』キャラクター設定　※公式ＨＰ掲けい載さい用

・伊吹ユキト（いぶき　ゆきと）　主人公。十七歳

　クールな性格で、よく他人に毒舌を言ってからかったりするが、根は優しい。とある事件がきっかけで、感情の起き伏ふくがほとんどなくなってしまった。




・竜園寺ミサ（りゅうえんじ　みさ）　ヒロイン。？歳

　異世界から召しよう喚かんされた機械人形オートマタ。主人公たちの世界を滅ほろぼすことを目的に作られた兵器だが、主人公に恋こいをしてしまい、彼を主あるじと認め、服従し、溺でき愛あいする。




・織機栞（おりはた　しおり）　ヒロイン。十七歳

　主人公の幼なじみ。ツンデレ。異世界召喚されたものを監かん視しする機関のエージェント。




・伊吹ことね（いぶき　ことね）　ヒロイン。十三歳

　主人公の実妹。中学二年生。純じゆん朴ぼくで優しい美少女だが、実は超ちよう能のう力りよく者。




◆あらすじ案

「私を、あなたの恋ヒロ人インにしてください」

　ある日、伊い吹ぶきユキトはクラスメイトの竜園寺ミサからそう告白される。だが、ミサの正体は異世界から送りこまれた機械人形だった。

　とある事情からユキトたちの世界を滅ぼしに来たミサだが、

「ユキト様こそ、私の愛しいご主人様。この世界を壊こわす前に、私はあなたの恋ヒロ人インになるんです。そして、あなたを私の世界に連れて帰って──」

「うるさい。黙だまれ。死ね」

「このままではユキト様が死ぬことになりますが!?」

「じゃあ殺せ。どうせ人間なんていつか死ぬんだし、二酸化炭素の削さく減げんにもつながる」

「なぜユキト様はそんなにドライなのですか……」

　異世界機械人形が恋をしたのは、人形よりもクールな少年だった。

　ミサはどうにかユキトをデレさせるために、ユキトの理想のヒロインになろうとするが……!?　第十七回新人賞〈大賞〉の異世界兵器×現代人類のご主人様服従ラブコメ！






　　　　[image: ]




「あなたの頭ず蓋がい骨こつを解かい剖ぼうして中身を見てみたいわ」

　翌日の昼休み。

　吹雪ふぶきが教室で自分の席に座っていると、隣となりの席に座った美み沙さがやけにトゲトゲした口調で言った。

「せっかくの昼休みなのにずいぶんと猟りよう奇き的な発言だな」

「せっかくの昼休みなのにランチも食べずにタブレットでお仕事してるあなたが悪いんじゃなくて？　この冷血漢。社畜予備軍。現代社会が生み出した闇やみ」

「………（ぺたぺた）」

「ふっ……ふふふふっ……無視……この私を無視してお仕事なんていい度胸してるわね冴さえ原はらくん……」

「失礼な。俺はきみよりも仕事を優先してるわけじゃない」

「本当？」

「今は仕事が一段落したから気晴らしに電子書しよ籍せきのラブコメを読んで……わかった。言う通りにするからタブレットを取り上げるのはやめてくれ。きみの話を聞こう。さあ、要求はなんだ？」

「私の話を聞いてくれることよこのラブコメマニア！」

　タブレットをフリスビーよろしく投げ捨てそうな美沙が叫さけんだ。

「ねえ、冴原くん。今私たちがやってるのは『どらデレ！』の第三章にあったシーンの再現──二人で初ランチでしょう？　そのために私はお弁当まで作ってきたんだから。というわけで……あ、あーん」

　ややぎこちない態度で、美沙が膝ひざの上に広げたお弁当からたこ形ウィンナーを差し出してきた。

「んっ。味付けがちょうどよくておいしい。ありがとう」

「ふふっ、当然じゃない。お弁当のメニューも作中を再現したもの。玉子焼き、きんぴらごぼう、ブリの照り焼き……どう？　女の子の手作りお弁当を食べる。これこそがラブコメの醍だい醐ご味みじゃなくて？」

「ヒロインとの間接キスにもなるし、少しベタだが読者へのサービスシーンになるな」

「キ、キス……」

「作中では主人公がきみに食べさせていたな。忠実に再現しよう。ほら、あーん」

「えっ、あっ……あ、あーんっ」

　吹雪が自分の箸はしで玉子焼きを差し出すと、美沙は頰を赤くしながらも頰ほお張ばった。

　竜園寺ミサの場合は「ユキト様と間接ちゅー♪」と余よ裕ゆうたっぷりだったが、現実はやけに初々しいリアクションである。

　しかも……。




「うおおおマジだあの箱入りさまが手作り弁当を男子に食べさせてる!?　三み咲さき学園二大美女の一人が！　しかも相手はあの社畜予備軍かよ!?」

「ううっ、あたし冴原くんのこと秘かに狙ねらってたのにー！　仕事中毒ワーカホリツクだけど、顔はいいし、将来性バツグンだし、ぶっちゃけ性格なんてどうでもいいし！」

「……女って、こえー」

「でも、竜園寺さんがお弁当を作るなんて。あの子ってすっごい美人だけどプライド高くて性格キツいから友だちがいな……ひっ！　今こっち見て笑った！」

「もしかしてあの二人……付き合ってる？」

「──美女と社畜やじゆう！」




　教室の前の廊ろう下かにはギャラリーが集まっていた。

　そう、今教室内にいるのは吹雪と美沙だけ。

　美沙が吹雪のことを誘さそった瞬しゆん間かん、クラスメイトたちは一気にざわついたが、

《はーい、駄だ犬けんのみなさま。きゃんきゃん騒さわがないでちょうだい。意見があるなら私に直接言っても構わなくてよ？》

　全員が美沙の毒舌に被ひ弾だんし、教室から緊きん急きゆう退たい避ひした。

「みんな私が男子を誘ったからビックリしたんじゃない？　私って学園じゃ有名人だし。成績は全国模試でもトップクラス。去年の入学式でも新入生総代をやったわ。見た目もこの通り超ちよう絶ぜつ可愛かわいいから、男の子から告白されまくり。まあ、全部断ったけど」

「だが、きみの友だちが一人くらいは事情を聞きに来ても……」

「友だちなんていないわ。野良犬みたいに群れるのは大きらいなの」

　ああいう風にね、と軽けい蔑べつした様子で美沙は廊下で群れているクラスメイトを指さした。

　もしかしたら、美沙は注目されて騒がれるのに嫌いや気けが差しているのかもしれない。

　さっきの話が本当なら、美沙はかなりの才女だ。

　おまけに見た目もこの通りの美人で、理事長の孫まご娘むすめ。

　だとしたら昔から何かと人の興味を引くことは多かったのだろう。

　うまく対応できるほど性格が丸ければよかったが……。

「プライドがエベレストじゃ無理か。それに、もし彼らが昨夜２０３号室で起きた事件を知ったら、もっと大変な騒ぎに……ふごっ」

「──えへへ。おいしいですかユキト様？」

「な、なぜ、無理やり、食べさせ……ふぐっ」

「こうして実際に男の子と取材ランチをしてみて色々わかりました。窓の向こうには澄すみ渡わたる青空、さわやかな春風、誰だれかと一いつ緒しよのお昼はいつもよりおいしく感じます。そのあたりを文章に活いかしますね。はい、どうぞユキト様♪」

「いや、だから、まだ食べてる途と中ちゆう、ふがっ」

　無理やり口を封ふうじるように美沙は玉子焼きを食べさせてきた。

　たぶん昨日の話をされたくないんだろう。

　結局美沙が猫耳をつけることはなかったが、恥はずかしい場面を見られたという自覚はあったらしく「私がヒロインを演じてることは二人だけの秘密よ」とかなり怖こわい顔で念を押されたっけ。

　ちなみに少し小声でしゃべっているせいか、廊下のギャラリーたちにはこちらの会話は聞こえていないようで……。




「うわっ、ちょーラブってる！　これ、マジで付き合ってる？」

「くそっ、すげえうらやましいぞ冴原！　俺、箱入りさまのファンだったのに……こうなったらミシェルさんに乗り換かえるしか……」

「やめとけ。俺もこの前コクったけど『ごめんなさいデス！』ってフラれた」

「あの子ってすっごい可愛いけど、竜園寺さんとは違ちがうタイプのぼっちだもんね。外国人で人見知りだから友だち全然いないし。仲良くなりたいならドイツ語勉強すれば？」




　美沙風に言うなら、野良犬たちの遠とお吠ぼえが届いてきた。

「まあ、昨日は凛りんたちにバレなくてよかった」

「あの人たち、私が来てからずっと引きこもってるじゃない」

「今日は学校を休んで一日執しつ筆ぴつだそうだ。原げん稿こうの〆切りが今夜までだから、夜には顔合わせができる。俺は夜には仕事に行くが」

「あなたといると仕事の話ばかりね」

「きみが同じクラスにいてくれて、心の底からうれしい」

「えっ……」

「これからは毎日学園で仕事の話ができる。効率的な時リソ間ースの使い方だ。さっきも公式ＨＰに載のせる『どらデレ！』の紹しよう介かい文を創っていたんだが、見るか？」

「………」

　美沙は「……違う。私が求めてたのはこういうのじゃない。これじゃ高校生の甘酸っぱい青春の一ページっていうより、ただの作家と編集者の打ち合わせじゃない……まあ、楽しそうな冴原くんはちょっと可愛いけど……」と小声でつぶやいた。

　だが、吹雪だって忙いそがしいのだ。

　編集者の仕事は原稿をチェックするだけじゃない。

　仕事用アドレスに届いたメールのチェック＆返信、担当作家との打ち合わせ、作家が提出した企画書プロツトのチェック、獅し子し原はらが作成したイラストとレイアウトの確認、各種会議（部決、宣伝、企き画かく、プロット）……など、とにかく多い。

　だから……。

「仕事を片づけておきたい。作品創りは作家と編集者の戦い。さあ、打ち合わせの時間だ」

「ついに打ち合わせと言い切ったわね」

「作品のことで聞きたいことがある」

　吹雪は、美沙の職業がバレないように、少し小声で。




「『どらデレ！』の第三章。ヒロインは何色のパンツを穿はいているんだ？」




「どうしてあなたに下着の色を教えなくちゃいけないの!?」

　世界が凍こおった。

　廊下からは「……えっ、今、なんか変な声が」「下着の色とか言わなかった？」と困こん惑わく気味の遠吠えが。

「声が大きいぞ」

「う、うるさいわ。あなたがド変態な発言をするから思わず叫んだのよっ」

「別におかしな発言じゃない」

「ええ。おかしいのはあなたの脳ね！」

「編集者が作家にキャラの下着について聞くのは日常茶飯事だぞ。ここではヒロインが足を組むシーンがある。もしイラスト化されたら、下着の情報が必要になるかもしれない。教えてくれ。竜園寺ミサは教室でどんなパンツを穿いている？」

「～～～っ。くっ……黒よ。よ、横が、ヒモで、生地はレースで……ちょっぴり……えっちなヤツ」

「……なぜそんな過激な下着を？」

「私の好みなんてどうでもいいでしょう!?」

「きみではなく、ヒロインの話だ」

「わ、わかってるわ！　説明すると、ミサは主人公のことが……だ、大好きで、彼女は機械人形だけど……身体からだは人間を模もして造られていて……その……え、えっちは、できるからっ、いつ主人公とそういうことをしてもいいようにっ」

「勝負パンツか」

「そうよ！　何か問題があるのかしらこのド変態っ!?」

　なぜかスカートをぎゅっと押さえたままで、美沙が叫んだ。

　廊下は「すげえ、あの箱入りさまが叫んだ！」「何しゃべってるんだ？」「ひょっとして、本当に下着の色を教えて……やるな冴原！」とフィーバー中である。

「ありがとう。よくわかった」

「私もあなたが予想以上に仕事中毒だってよくわかったわ……。ところで、さっきどんなラノベを読んでたの？」

　これ以上教室での打ち合わせは危険と判断したのか、美沙が話を変えてきた。

「あなたってラブコメを読むのが好きなんでしょう？　性格破は綻たん者のあなたに残った数少ない人間らしい趣しゆ味みだし、気になるわ」

「『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』の最新巻だ。この作品はラブコメ描びよう写しやもうまい」

　通つう称しよう、『ハイブリ』。

　一年前にアニメ化もされたバトルものである。

　舞ぶ台たいは近未来。

　地球は突とつ然ぜん現れたビアンカと呼ばれる未知の生物によって、全人類の七割が死し滅めつするという危機に陥おちいっていた。

　ビアンカに唯ゆい一いつ立ち向かえるのは、ビアンカの因子を身体に宿すことで、様々な魔ま法ほうを使えるようになった少ハイブ女リツドたち。

　そして、荒廃した地球で少年兵として育った主人公。

　戦せん闘とう経験豊富な彼がヒロインたちを育成していく、いわゆる教官ものだ。

「私も一巻は読んだけど、つまらなかった」

「甘いな。あの作品は二巻から一気に面白くなる。現に読者アンケートでも二巻から評価が高くなった。おそらく、きみが一巻をつまらないと感じたのはヒロインの言動に納得がいかなかったからだろう？　あれは伏ふく線せんだ。二巻を読むと、なぜあのときヒロインが不自然な言動をしたのかがよくわかるし、終しゆう盤ばんのカタルシスに繫つながる」

「……へえ。すごい。冴原くんって、詳くわしいのね」

「ラノベを読むのは大好きだしな。なんなら二巻を貸そうか？　俺の部屋に全巻揃そろってる。原作者のサイン入りだ」

「ほ、本当に!?」

　美沙は歓かん声せいを上げて喜んだが、すぐにハッと我に返って。

「待って。こういうのはあまりよくないわ」

「何が？」

「オタク話で盛り上がりすぎることよ。竜園寺ミサはこんなことしてなかったもの。あの子は完かん璧ぺきなお嬢じよう様さまでオタク趣味なんてないわ」

「異世界から来た機械人形という設定だったか。けど、俺もきみとオタク話をできると楽しい。もしこの世界を滅ほろぼしに来た兵器がオタク趣味に目覚めたら、面白いかもな」

「！」

　軽い気持ちで言ったんだが、美沙は目を見開いて驚おどろいていた。

　彼女は細い指をあごに当てて何やら考えこんで──。




「やるじゃない、担当さん。あなたは最高ね」




「えっ……」

「面白くなる……これは面白くなるわ……」

「美沙？」

「私も竜園寺ミサにもう少し人間くさいところを足したかったの……オタク趣味だったらラノベを読んでる読者も共感しやすいし、何より異世界から来た兵器っていう設定とのいいギャップになってくれる……ふふっ、いける……これはいけるわ……竜園寺ミサは隠かくれオタクで……それを主人公に知られて『どうせならコスプレでもしてみたらどうだ？』ってからかわれて……恥ずかしがりながらも私──ううん、竜園寺ミサもコスプレをして……冴──いいえ、伊吹ユキトとのイチャイチャに突とつ入にゆうして……うふふふふふふふっ」

　──ああ、やっぱり作家には変人が多い。

　春の教室で悪の組織の女幹部よろしく笑う美沙を見た吹雪は確信した。

「助かったわ。まさか編集さんと話していてネタを思いつくなんて」

「そういう作家さんは意外と多い。何はともあれ、改かい稿こう案を思いついてよかった。最初は全部書き直すなんて不安だったが……」

　これならなんとかなるかもしれない、と言おうとしたところで、吹雪のスマホが着メロを奏でた。




『ゴジラ』のテーマだった。




「？　どうかしたの？」

「……いや、獅子原さんから連れん絡らくが来た」

「ふぅん。獅子原さんってどんな人なの？　私はメールで何回か連絡を取り合ったことしかないからわからないのだけど」

「今から説明する」

　ついに患かん者じやにがん宣告をするときが来た。

　だが、こういう修しゆ羅ら場ばははじめてじゃない。

　怒いかれるイラストレーターに頭を下げたり、匙さじを投げた作家に原稿を書いてもらったり、居酒屋で「テメエだけは許さねえ！」と獅子原の服にライターで火をつけようとする酔よっぱらった同どう僚りようを羽は交がい締めにしたり……今まで散々社会の荒あら波なみを泳ぎ切ってきたのだ。

　──問題は今届いたＬＩＮＥの内容だ。

　覚かく悟ごを決めながら、吹雪がＬＩＮＥ画面を表示させると、




『わたしだよ！』

『鷹たか音ねちゃんから聞いたけど、美沙ちゃんがなつめ荘そうに入居したんだってね！　今度お祝いにシャンパン持ってくよん！』

『それと、ごめんね☆（・[image: ω]＜）　言うのを忘れてたんだけど、美沙ちゃんにデビュー作のＷＥＢ宣伝用にラブコメ短編を書いてもらうように伝えておいて！』

『ボリュームは文庫四〇ページくらいで、〆切りは明日の朝！　絵師さんにイラスト発注したいから〆切り厳守で！　よろしくー！』
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「……………この世界は、狂くるってるわ」

　時刻は午後一時すぎ。なつめ荘のダイニングで、緊きん急きゆう帰宅した美沙はこの世のすべてを呪のろうような口調でつぶやいた。

　彼女の前にはノートＰＣ。

　ディスプレイには誰だれも足を踏ふみ入れていない雪原のごとく真っ白な原げん稿こうが広がっている。

「冴原くん。獅子原さんの写真とか持ってる？」

「ああ。以前編集部で撮とった写真がスマホに入っている。これだ」

「へえ。獅子原さんって可愛かわいいのね。メガネがよく似合ってる。冴原くんは目つきが少し鋭するどいせいで大人っぽく見えるから、どっちが高校生だかわからないわ」

「そうだな」

「こんな人じん畜ちく無む害がいな小動物みたいな顔してるのに、あんなＬＩＮＥを送るのね」

「そうだな」

「冴原くんの心が一度クラッシュした原因って……獅子原さん？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。骨折が完治すると折れた個か所しよが頑がん丈じようになるという説があるだろう？　それと同じで、上司に心を折られても治せばより頑丈に──」

「それのどこが大丈夫よ!?」

　叫さけんでから、美沙はついに頭を抱かかえ出した。

「いやあああああああ～！　冴原くんみたいになるのはイヤ～！　こんな血も涙なみだもないお仕事マシーンになりたくない～！」

「……その言い方はひどすぎないか？」

「だって本当のことでしょう!?　きっと私も一年後には仕事と読書だけが生きがいのターミネーターになるのよ！」

「それは違ちがう。俺は獅子原さんの部下になってから、一ヵ月でこうなった」

「何よその突とつ貫かん工事は!?」

　一ヵ月!?　たったの一ヵ月でこうなったの!?　獅子原さんはあなたに何をしたの!?　昔のあなたってどんな人だったの!?　と美沙が制服の襟えりをつかんで揺ゆさぶってきた。

「……私、さっきまで、獅子原さんがいい人だと思ってた……」

　シュンとした様子で、美沙がつぶやいた。

「少し前に獅子原さんから受賞の連絡をもらったのだけど、そのときに『一いつ緒しよに最高の本を作りましょう！』ってメールで励はげましてもらって、それで私は作家になる覚悟を決めることができたのに……」

「──そう、だったのか」

　その発言に驚きながらも、吹雪はいつものポーカーフェイスを保ちながら。




「獅子原さんにも長所はある。あの人は今の俺にはどうやっても手に入れることができない、圧あつ倒とう的な能力を持っている」




「能力？」

「あの人はある特定の習性を持ったクリエイターさんからの評価が異常に高い。だから『どらデレ！』のイラストに裸はだかランドセル先生を連れてこられたんだ」

「頭のおかしいペンネームだけど……そんなに有名な人なの？」

「業界のホームラン請うけ負おい人さ」

　ＷＥＢイラスト投とう稿こうサイト出身で、今までに手て掛がけたアニメ化ラノベはここ数年でなんと五本。

　年ねん齢れい、性別、経歴……すべて不ふ詳しようの売れっ子イラストレーターである。

「気難しい性格で、気に入った編集じゃないと絵を描かいてくれないんだが、獅子原さんとは『ランちゃん』『まっしー』と呼び合うくらいに仲がいいそうだ」

「なんだか売れない漫まん才ざいコンビみたいね……」

「裸ランドセル先生には俺も会ったことがない。だから連絡は獅子原さんに一任してたんだが……すまない。まさかこんな〆切りギリギリで執しつ筆ぴつ依い頼らいが来るとは」

　たしかに獅子原は仕事ができないが、ここまで無茶なオーダーをするか？

　明日の朝までに文庫四〇ページなんて速筆の作家でもＮＧを出す案件で……。

「心配しないで」

　美沙は気き丈じような表情で言った。

　──ああ、よかった。

　きっと散々叫んだせいでストレス発散できて……。




「ここで原稿を落としたら、あのメガネビッチに負けたことになるもの」




「………」

《私は誰かに負けるのが大きらいなの》

　昨日美沙から聞いたセリフを吹雪は戦せん慄りつとともに思い出した。

「あっ、そうだ。私もメガネビッチの着メロを変えるわ。モーツァルトの『レクイエム　怒いかりの日』。今日という日を決して忘れないために」

「待て。念のために聞くが、メガネビッチというのは……」

「ねぇ、冴原くん。私は明日の朝までに絶対に短編を上げるわ。あなたは私の担当さん。だったら、私に協力するのは当然じゃなくて？」

「……あ、ああ。もちろんだ」

「ありがとう……大丈夫……私、どれだけ心がグチャグチャになってもあのメガネビッチにだけは絶対に負けない……私に作家になるって覚悟を決めさせたことを地獄の底で後こう悔かいさせてあげるの……うふふふふふっ」

　──もしかしたら、俺は一人の怪かい物ぶつが誕生する瞬しゆん間かんに立ち会ってしまったのかもしれない……！

　そんなバトル漫まん画がっぽい感想を抱いだきながらも、吹雪は「すみません。祓はら島しま先生の原稿作業に付き合うことになってしまい、今日は出社できそうにありません。この埋うめ合わせは後日きっちりします」と上鷹司音にメールを送っておくことにした。
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「ボツだ」

「………っ。あなたの目は節穴？　私の作った企画書プロツトは完かん璧ぺきなはずよ。ちゃんと見てちょうだい」

　時刻は午後九時すぎ。

　プロット作成開始から八時間が経過したが、作業は暗あん礁しように乗り上げた。

　クオリティが低いわけじゃない。

　七年ぶりの大賞受賞者はかなり面白いストーリーを一本生み出したが……。

「なぜ、展開がシリアスなバトルに……！」

　珍めずらしく困こん惑わくを隠かくしきれない吹雪に、美沙は平気な顔で。

「そういう気分なの」

「きみが書くのはラブコメ短編だ！　主人公たちが突とつ然ぜん現れた敵キャラとガチバトルを繰くり広げてどうする!?　だいたい、この敵キャラは誰だ!?」

「レオンホワイト三世よ」

「そんなキャラは本編に一文字も登場していなかったろう！　しかも、プロットに書かれたセリフサンプルが……！」




『わたしだよ！』

『ごめんね☆（・[image: ω]＜）　言うのを忘れてたんだけど、あなたたちは全員わたしになぶり殺されるんだよ？』

『わたしを止めたかったら生いけ贄にえを四〇万人ぐらい用意して？　〆切りは明日の朝！　あはははははは汚お物ぶつは消毒だぁ！』




「いいキャラでしょう？　レオンホワイト三世は異世界から来た魔ま王おうで、笑いながら子供の頭をふき飛ばすような悪あく魔まよ」

「たしかに得体の知れない恐きよう怖ふ感かんはあるが……彼女のモデルは獅子原さんだろう？」

「メガネビッチは無関係ですユキト様♪」

「……わかった。もう深くは聞くまい。とにかくこの話はボツだ」

「せっかくあなたの言う通りプロットを創ったのに」

　納得がいかない様子の美沙。

　念のためにプロットを創らせてよかった。

　もしこの原稿を書いていたら、本編にまで影えい響きようが出ていたかもしれない。

　だが、八時間前に、




《打ち合わせの時間だ。きみが書くのはラブコメ短編。そのための参考資料も用意した》

《それは？》

《ドラマガだ。他レーベルのラノベ雑誌だが、短編がたくさん載のっている》

《あなたが大好きなラブコメもあるわけね。わかった。参考にするわ》




「きみはドラマガを読んだはずだが？」

「すごく面白かったわ。ただ、自分の感覚を信じた方がいいと思って」

「はははきみのプライドは成せい層そう圏けんにまで達しているのか？」

「お褒ほめいただきありがとう。でも、小説を書く前にプロットを創らせるなんて、冴原くんは効率的なやり方を知ってるのね。やるじゃない編集さん」

「褒めるようなことじゃない」

　むしろ作家なら誰だって知ってる。

　プロットとは企画書のようなもので、作品の世界観、キャラ設定、大まかなストーリーなどを数枚の用紙にまとめたものだ。

　驚おどろくことに、美沙がプロットを創ったのは今回がはじめてらしい。




　つまり彼女は何の下地もないところから『どらデレ！』を書き上げたことになる。




「きみは天才肌はだだな」

「ふふん。当然でしょう？　私は七年ぶりの大賞受賞者よ？　でも……そんなにすぐにネタを思いつけるわけじゃない。『どらデレ！』を書き終わるのだって一年かかったから」

「一年か……」

　ラノベ作家は一ヵ月で長編を一本仕上げるのがいいとされている。ラノベは三～四ヵ月ペースで新刊を出すことが多いため、それくらいの執しつ筆ぴつ速度を求められるのだ。

　美沙は吹雪が担当している作家の中では、遅ち筆ひつ家である。

「私って作品のネタさえ思いつけばギアが入るんだけど、それまでにすごく時間がかかることが多くて」

「だが、きみはラブコメが得意だろう？　『どらデレ！』のラブコメシーンはよかった。水着エプロン、二人でランチ、風ふ呂ろ場ばでうっかり遭そう遇ぐう……ラブコメ好きとして感服した。あそこまであざといくらいラブコメを見事に書ききるとは」

「は、恥はずかしいから思い出させないで。あのときは気分が乗ってたからそういうシーンをぽんぽん思いついたけど……」

　……いざ冴原くんとなつめ荘そうで暮らすことになったら、変に意識して、ラブコメネタを考えるのが恥ずかしくなったっていうか……と美沙は何やら小声でつぶやいた。

「それより、担当さんもネタを考えて」

「わかってる。この短編は裸ランドセル先生のイラストとセットだ。裸ランドセル先生はきみの短編を読んでからイラストを描く。だったら、最初からイラスト映えする話を書いた方がいい。その方が読者へのインパクトも強い」

「なるほど。そういうやり方もあるのね。勉強になるわ」

「だから短編に印象的なサービスシーンを入れよう。たとえば裸ニーソとか、裸ネクタイとか、裸マフラーとか……」

「あなたは私──じゃなくて、竜園寺ミサに何をさせる気よ！」

「きみもプロなら、ラブコメの悪魔に魂たましいを売れ」

「～～～っ。まずはネタを思いつかないことには話にならないわ。ねぇ、冴原くん。このなつめ荘にはプロの作家さんも住んでるんでしょう？　その人はどうやって原げん稿こうを書いてるの？」

「ふむ」

　どうせなら、会わせてみるか？

　同業者に会えばモチベーションに変化が出るかもしれない。

　それに、向こうにとってもいい刺し激げきになる。

「よし。今から会いに行こう。きみにはまだ言ってなかったが、実はここには虎とら岩いわ大たい河ががいるんだ」

「……えっ。それって昼間話した『荒廃都市の閃光少女』の作者よね？」

「彼女は数年前からこのなつめ荘に住んでる」

「彼女って……女の人？」

「きみが知らないのも無理はない。虎岩大河は他人とのコミュニケーションが苦手なせいか、メディアへの露ろ出しゆつがほとんどないからな」

　吹雪は美沙の手を引っ張って、２０１号室へ向かう。

「ま、待って！　私、プロの作家さんと会うのははじめてよ？　たしか、ＦフアンタジーＦフアクト文庫の新人賞受賞式は受賞作が発売された後にやるし。だから、私は自分の同期作家にすら会ったことがなくて……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。きみはすでに彼女に会ったことがある。きみだって知っているだろう？　うちのクラスにいるドイツからの留学生のことを」

「ミシェル・メッサーシュミットさん？　えっ、まさか……」

「彼女が虎岩大河だ。そして、ここに住んでいれば遅おそかれ早かれバレることだから言ってしまうが──」




「──ミシェルは、ドイツからの留学生じゃない」




　瞬間、２０１号室の扉とびらの向こうから「やったー！」と歓かん声せいが聞こえた。

「午後九時五十九分。やはりこの時間に原稿を上げたか」

「すごい。上げる時間までわかるのね」

「大したことじゃない。今夜十時から春アニメの新番組『幼なじみクインテット！』が始まる。ミシェルは第一話をリアルタイム鑑賞したいだろうから、絶対にそれまでには脱だつ稿こうすると思った」

「本当に、ミシェルさんが虎岩先生？　彼女ってものすごく可愛かわいいけど、ドイツ育ちで日本語があまりしゃべれないせいか、人見知りで、学校では無口で大人しくて……あれ？　でも、今『やったー！』って……」

「説明するより見た方が早いな」

　一応ノックをしてみたが、反応はなかった。

　修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけたうれしさと春アニメを見られる高こう揚よう感かんでテンションが上がり、気づいてないんだろう。

　仕方なく、ドアを開けると──。




「はじまったー！　やっぱり幼なじみヒロインこそが最強なのよ！」




　２０１号室の本ほん棚だなを占せん領りようするのは大量のラノベ＆コミック、さらにはアニメや海外映画のＤＶＤ。

　パソコンデスクの棚たなには何なん匹びきものトラのヌイグルミが群れをなしており、椅い子すは作家御ご用よう達たしの高アー級ロン品チエア。

『幼なじみクインテット！』のＯＰが鳴り響ひびく中、大型テレビの前で金色のロングヘアの少女が高らかにガッツポーズを決めていた。

　外見はまるでグリム童話に出てくるお姫ひめ様さまのように綺き麗れいだが、その格好はすさまじくラフ。

　野球の応おう援えん用レプリカユニフォームをワンピースよろしく身にまとっているだけ。

　しかも球団は阪はん神しんである。

「……ねぇ、冴原くん。気のせいかしら。この子、プロの作家っていうより今にも道どう頓とん堀ぼりにダイブしそうな阪神ファンにしか見えないのだけれど」

「それはよかった。きみの視力は正常のようだ」

「この部屋もドイツっぽさがゼロで……」

「ミシェルは関西系ドイツ人だからな」

「は？」

　わけがわからない。

　そう言いたげな美沙だったが、ようやくミシェルがこちらに気づいたようで……。

「あっ、吹雪！　原稿上がったからゴハン作ってよ！　せっかくアタシの印税で大型ホットプレート買ったんだから有効活用しましょ！　今夜は虎岩大河お疲つかれさまお好み焼きパーティーを……あれ？」

　ようやく吹雪の隣となりにいる美クラス沙メイトに気づいたらしく、ミシェルの端たん整せいな顔からさあ～と血の気が引いた。

　十秒ほど、気まずい沈ちん黙もくが続いてから。




「ぐ、ぐーてんたーくっ！」




　金きん髪ぱつドイツ娘むすめはかなり微び妙みような発音のドイツ語で「こんにちは」した。

「どうしてここに竜園寺さんがいるんデスか？」

「その前に、一ついいかしら？　今は夜だから『こんばんはグーテンアーベント』の方が正しいんじゃなくて？」

「！」

「しかも、どうして急に片言でしゃべり始めたの？　さっきはかなりネイティブな日本語を使ってたでしょう？」

「あ、あいきゃんとすぴーくじゃぱにーずっ！」

「ドイツ人なのになぜ英語で抗こう議ぎするのかしら？　というか、阪神ファンで、お好み焼きパーティーって、そんなベタな関西人みたいな……」

「うっさいばかぁあああああああああっ！」

　なんであんたがなつめ荘にいるのよぉ!?　と叫さけぶミシェルを見ながら、彼女の幼なじみである吹雪は静かにうなずいた。

　まあ、最初の顔合わせとしては上う手まくいった方だろう。
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　虎岩大河。

　第十四回ＦＦ文庫新人賞の銀賞を、弱冠十四歳で受賞。



















　デビュー作の『サクラフィラメント』が一巻で完結。その後に刊行した『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』が一年前にアニメ化され、シリーズ累るい計けい二〇〇万部超ごえの大ヒット。

　デビューしてから現在までの三年間で複数の作品を刊行し、二〇冊以上の本を出している速筆家である。






「──以上が、ウィキ○ディアからの抜ばつ粋すいになるわね」

　美沙がスマホに映った虎ミ岩シ大エ河ルのプロフィールを読み上げた。

「……ねぇ、吹雪。このアニメどう思う？」

「まあ、声優は豪ごう華かだな」

「今のところ長所はそれだけじゃない！　何よこのやる気のない作画は！　キャラの表情崩くずれすぎ！」

「万ばん策さく尽つきたんじゃないか？」

「いくらなんでも早すぎでしょぉ────っ！　まだ一話よ!?　仮にもしこれで円えん盤ばんが売れたら『視し聴ちよう者は作画なんてどうでもいい！』って流れになってクソアニメがザクザク量産されるでしょうが！　蜜みつ実みの回想シーンも少ない！　子供のころに幼なじみの主人公と別れるシーンを五秒で済ませるなんて……！」

「そういえばミシェルは俺が関西から引っ越こすとき、『吹雪のあほぉ！　もうあんたとは絶交やあ……っ』って号泣して……」

「な、泣いてなんかないっ！　アタシは──」

「あからさまに私を無視するのはやめてくれないかしら、関西系ドイツ人さん。というか、あなたたちって幼なじみだったのね」

「………っ！」

　ミシェルは表情を硬くした後で、トラのヌイグルミを抱かかえたまま、




「うわああああ吹雪のばかなんでアタシが留学生じゃないってバラしたのよぉ!?」




　ベッドに勢いよくダイブして、両足をバタバタ。

「ううっ、恥はずかしいよぉ……明日からどんな顔して学校行けばいいかわかんないよぉ……またディスられるよぉ……」

「冴原くん。あなたの幼なじみはこのザマだから、代わりに説明してちょうだい」

「わかった。ミシェルは生きつ粋すいのドイツ人だが、両親が極度の親日家で、ずっと関西に住んでたんだ。だから三回しかドイツに行ったことがないし、ドイツ語もほとんどしゃべれない」

「なるほど。人は見かけじゃないってことね」

「好きな食べものはお好み焼き、好きな球団は阪神タイガース、好きな動物はトラだが、小学生のころに、『残念外人（笑）』とクラスメイトにディスられたことがトラウマになって……」

「留学生のフリをすることに？」

「ああ。作家になって神こ保つ町ちに越してきてからは、好きな食べものはバウムクーヘン、好きな球団はバイエルン・ミュンヘン、好きな動物はジャーマンシェパードと言い張ってる。編集部でもミシェルが関西人だということは俺と副編集長しか知らない」

「健気ね。感動で涙なみだが出るわ。しくしく」

「うそ泣きするなーっ！　あんたは何しになつめ荘そうに……あっ、そういえば新しい入居者が来るって鷹姉が言ってたけど、まさか……！」

「この子が入居者の祓島沙さ英え先生だ」

「──ふぅ～ん」

　驚おどろきつつも、ミシェルは獲え物ものを見定めるトラのように目を細めた。

「まさか同じクラスに作家がいたとはね。驚いたわ、七年ぶりの大賞受賞者さん」

「私のペンネームを知ってるのね」

「アタシたちは同業者……お互い潰つぶし合う敵同士よ？　敵の名前くらい知っておいた方がいいでしょ？」

「そうケンカ腰ごしになるな。彼女はアドバイスが欲しくてここに来たんだ。明日の朝が〆切りなんだが、実は少しスランプ気味で……」

「は？　甘ったれないでよ！」

　ミシェルは美沙を指さしてから。




「毎日インプットしてコツコツ仕事しないからスランプになるのよ！　やる気がないならさっさとやめなさい！　あんたみたいなヤツは、これっぽっちも作品を出してないくせにツイッターで偉えらそうなことホザく『職業・元作家』になるだけだから！」




「──ミシェル」

　吹雪は、ため息を吐ついてから。

「新人にそういうキツいことを言うからきみは作家仲間が一人もいないんだ」

「！」

「きみだってスランプになった経験くらいあるだろう？」

「そ、そんなことないっ！　アタシは書けなくなった作家の気持ちなんか一ミリも理解できないし、したくもないもんっ！」

「まあ、きみのプロ意識が強いのは認めるが」

　ミシェルは〆切りを破ったことが一度もない。

　さらに現在は『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』とそのスピンオフシリーズ二作を同時刊行しながら、長編を最速一週間で仕上げる速筆家。

　ＦＦ文庫の看板作家の一人だ。

「うふふっ」

　だが、美沙は一歩も引かなかった。

「偉そうなことを言ってるのはあなたの方じゃなくて？」

「ふん。アタシはいいの。アニメ化作家だし、『ハイブリ』が二〇〇万部突とつ破ぱしたし、デビュー三年で二〇冊以上出してるし、貯金も六〇〇〇万以上あるし、吹雪の幼なじみだし！」

「幼なじみは関係ないでしょう？　あなた、学園にいるときとは別人ね。本当にドイツ語がしゃべれないの？」

「別にいいもーん。アタシはパパやママと一いつ緒しよで日本が大好きだし、学園で関西人だってバレさえしなければ……」

「私は子供のころから何度もヨーロッパ旅行してるわEinige mal habe ich aus der kindheit Europa gereist.」

「えっ……」

「だから少しだけドイツ語がしゃべれるのSo ich kan ein bisschen Deutsch sprechen.」

「ふ、吹雪！　助けて！　コイツ怖こわい！　よくわかんない呪じゆ文もんでアタシのことをディスって……」

「後輩作家として、虎岩大河先生のことをとても尊敬していますAls Junior Schriftsteller, ich vergottere frou Toraiwa Taiga.」

「きゃあああああああっ!?」

　美沙の毒舌爆ばく撃げきに、ミシェルが悲鳴を上げながら吹雪に抱だきついてきた。

「ミシェル。美沙がしゃべっているのはドイツ語だぞ」

「えっ……そうなの？」

「ドイツ人のヒロインが出てくる作品を担当したことがあるから、Ich kan ein bisschen Deutsch sprechen. Einmal habe ich einen Roman ubernommen. 俺も少しだけドイツ語を勉強したEin deutsches Madchen war Hauptheld.」

「ふえっ、うそ、吹雪まで……」

「そうだったの、さすがね冴原くんAch so! Bravo, Saehara!」

「うっさい！　あんた日本人なんだから日本語しゃべりなさいよ！」

「あなたもドイツ人なんだからドイツ語をしゃべったらどうなの？」

　クール系お嬢じよう様さまvs関西系ドイツ人。

　二人は第一ラウンドから白熱した打だ撃げき戦を繰くり広げていた。

　でも、意外に息が合っているような……。




「あれぇえええええっ!?　ど、どうして箱入りさまがいるんですかー!?」




　開きっぱなしだったドアの方から声が聞こえた。

　吹雪が振ふり向くと、ゆるふわ系のパジャマを着た凛が立っていた。

「凛。原げん稿こうは？」

「たった今上がりましたー！　二十八時間十八分七秒ぶりの再会ですお兄さーん！」

「いきなり抱きついてくるな。それより、紹しよう介かいしよう。この子は竜園寺美沙。新人作家の祓島沙英先生だ」

「えっ……あの七年ぶりの大賞を受賞した!?」

　目をキラキラさせながら、凛はぺこっと美沙に頭をさげた。

「はじめまして！　お兄さんのいとこの百ゆ合り鴎かもめ凛です！　２０２号室に住んでます！　箱入りさまが祓島先生だったなんてビックリしましたー！　授賞おめでとうございます！　これからよろしくおねがいしますね！」

「さ、冴原くん！　この子、作家なのにマトモだわ！　どこかの関西系ドイツ娘むすめとは大おお違ちがいね……！」

「待ちなさいよ。それじゃアタシがマトモじゃないみたいじゃない」

「──あら、気づいた？」

「あ、あんた、さてはわざとらしく驚いて……！」

「それよりさっきのアニメ、私は好きよ」

「……あれ？　『幼なじみクインテット！』のこと、ほめてる？」

「キャラの顔が福笑いみたいで、疲れたときに見ると笑えそうだものIch wollte lachen, weil es sieht aus wie Fukuwarai.」

「ディスってるわねぇ!?　何言ってるか全然わかんないけど雰ふん囲い気きでわかるわ！　原作ファンをなめないで！　こちとら円盤全巻予約してるの！　どんなにクソアニメでも血の涙を流しながら最後まで見届ける覚かく悟ごはできてるのよぉ───っ！」

「……あなた、キャラが濃こいわね。そっちの作家さんと違ちがって」

「凛はまだ作家志望者だ。プロになるためにネットに小説を投とう稿こうしたり、うちの新人賞に投稿作を送ったり──」

　ピンポ～ン、と玄げん関かんのインターホンが鳴った。

　──こんな時間に誰だれだ？

「あっ、アタシが呼んだヤツよ！」

　ミシェルが高らかに叫さけんだ。

　強きよう烈れつなクロスカウンターを放つように、美沙に勝ち誇ほこった笑顔を向ける。

「覚悟しなさい新人！　アニメ化作家の力を見せてあげるわ！」







　　　第３話　　夜をぶっとばせ！







「かんぱぁ────い！」

　なつめ荘のダイニングで、ミシェルは手に持ったコップをかかげた。

　テーブルにはじゅうじゅうと音を立てる大型ホットプレート。

　アツアツの鉄板の上にはできたての香こうばしいお好み焼き。

　さらにテーブルには、最高級松まつ阪さか牛うし、伊い勢せ海え老び、北海道産のカニ、秋田県産の松まつ茸たけ、そして関西ではお馴な染じみのロングセラー清せい涼りよう飲料水『ひやしあめ』のボトルが置かれ……もはやプチ物産展状態。




　すべてミシェルが通つう販はんサイトでお買い上げしたもの。




　そう、これがアニメ化作家の財力ちからなのだった。

「さあ、食べなさい凛りん！　あんたもアタシも修しゆ羅ら場ばを乗り越こえた！　がんばったヤツにはご褒ほう美びがあたえられるべきなの！」

「わぁーい！　ごちになりますー！」

「吹雪ふぶきはもう一つお好み焼き作って！　編あ集ん者たの仕事は作家アタシをもてなすこと！　おいしく作れたらあーんって食べさせてあげるから！」

「いや、たしかにきみはアニメ化時期に過労で倒たおれたし、副編集長からも『作家の体調には気を配れ』と言われてるが」

「凛もお兄さんが作るお好み焼きは大好きですー！　本場関西の味！　じゅるりっ！」

　いえーい！　と。

　歓かん喜きのハイタッチを交わすミシェルと凛だったが、




「……………このなつめ荘は、狂くるってるわ」




　テーブルの一角。

　そこには苦く悶もんの表情でノートＰＣとにらめっこ大会中の美み沙さがいた。

「別にあんたも食べていいわよ？　このパーティーはあんたの歓かん迎げい会かいもかねてるし。ま、アタシの経験から言うと、修羅場のときって何を食べても全然おいしくないけどね！　あはははは！」

「どうか、この人に天てん罰ばつがくだりますように……自分の作品がアニメ化されるけど、クオリティがいまいちで、でも宣伝のためにツイッターで『いやー、今回も最高でした！　原作者として本当にうれしいなぁ！』って血ヘドを吐きながら営業ツイートをさせられる……そんな地じ獄ごくが訪れますように……」

「生々しい毒を吐かないでくれる!?　今夜はパーティーなの！　おいしいゴハンを食べたら、朝まで『リト○ス』の上映会！」

「やっぱり幼なじみヒロインが活かつ躍やくする作品ですねー」

「いつもの悪あく癖へきが出たな。幼なじみヒロインへの病的な執しゆう着ちやく。自分の作品でも幼なじみヒロインばかりひいきしてるし」

「アタシの作風に文句つけないでよ？　吹雪ってば最近ますます鷹たか姉ねえに似てきて……あっ、そういえば新人の担当は誰なの？」

「俺と獅し子し原はらさんだ」

　カターン！　と、ミシェルと凛が持っていた箸はしを床ゆかに落とした。

　さっきまでのパーティームードはどこへやら。

　ダイニングの空気が葬そう儀ぎ会場のごとくセメント化する中、ミシェルは青ざめた顔で美沙を見つめて、




「──待って。あんたって、あの獅子原ましろの担当作家なの？」




「？　そうだけど、それがどうかした？」

「……さっきはひどいこと言ってごめんね。一緒にお好み焼き食べよ？」

「えっ……」

「がんばってください！　何があっても命だけは投げ出しちゃダメです！」

「何!?　どうしていきなり優しくなるの!?」

　やっぱり獅子原さんってメガネビッチなの!?　と叫ぶ美沙を尻しり目めに、ミシェルと凛は気マズそうにお好み焼きを食べていた。

「まあ、獅子原さんの話が出たら無理もないか」

「……冴さえ原はらくん。今から獅子原さんに連れん絡らくを取ってくれないかしら？」

「なっ……何を言う!?」

「そ、そうよ！　空気読みなさい！　『る○剣けん』の宗そう次じ郎ろうなみに感情のない吹雪がここまで慌あわててるのよ!?」

「美沙さん、勇気がありますー」

「こうなったらあのメガネビッチがどんな編集者なのか自分の目で確かめるわ。だから連絡を取って。顔が見たいから昨日みたいにスカイプで」

　──どうする？

　はっきり言って吹雪は迷った。

　ここで拒きよ否ひすれば美沙のＦフアンタジーＦフアクト文庫への信しん頼らいそのものが揺ゆらぐかもしれない。

　それはなんとしても避さけたい……！

「──わかった」

「でも、獅子原さんはお仕事中じゃないですかー？」

「うちの編集部の人員の平均出社時間は昼の十一時から十二時。定時は夜の八時……ということになっている」

「まだ深夜零れい時じ前だし、みんなサービス残業してるでしょ。帰りは早くて終電、遅おそくて始発。じゃなかったら出社時間が遅すぎるもん」

「ふうん。編集さんもなかなか大変なのね。まあ、私も今修羅場だけど」

　美沙が真っ白になった原稿を前にそう言った──瞬しゆん間かんだった。




「やっほー！　わたしだよ！」




　スカイプが繫つながり、獅子原の顔がスマホに……ん？

「獅子原さん。今どこにいますか？」

「ふえ？　編集部だけど？」

「その手に持っているのは？」

「ウオッカのボトル！　中身は半分くらい飲んじゃったけどね！」

「ちょ、ちょっと！　まさか編集部で酒盛りして……るんデスか!?」

　留学生キャラを演じるためにミシェルが片言で言うと、獅子原は「あっ、ミシェルちゃん！」と陽気に応えた。

　マズい。

　これはあきらかに酔よっている。

「誤解しないで！　編集部は作家さんからのお土産でお酒をもらうことがよくあるんだけど、今はその一いつ斉せい処分をしてるだけだから！　編集長と鷹たか音ねちゃんが留守だから、鬼おにの居ぬ間にって感じ！　ほら！」

　獅子原がカメラを編集部に向けた瞬間、殺人現場の被ひ害がい者しやのごとく床にうつ伏ぶせに倒れたまま動かない男性編集者が映った（しかもなぜか上半身が裸はだか）。

　たぶん酔いつぶれたんだろう。

　次に茶色い液体（たぶんウイスキーかブランデー）をコップにそそぎながらボードゲームに興じて「うおおおおっ！」と歓かん声せいを上げている編集者が何人か。

　ぶっちゃけ週末の居酒屋よりも盛り上がっている。

「……あれ、何ですか？」

「『カタンの開○者たち』！　ボードゲームの名作だね！」

「そういうことを聞いてるんじゃありません！　なんで深夜の会社でお酒飲みながら『カタン』やってるんですかー!?」

「お酒は飲まないけど昼間でもゲームはやるよ凛ちゃん！　うちの会社ってＴＲＰＧの部署もあるからアナログゲーム好きな人が多いし、頭の体操にもなるもん！」

「………」

　ジトーッと。

　作家たちの冷たい視線が編集者吹雪に突き刺ささる。

「ち、違う。あくまで仕事の合間の息いき抜ぬきとして、喫きつ煙えん所に行くようなノリで──」

「そう！　編集者たるもの息抜きが大事！」

「はははははうるさい黙だまれ酔っぱらい……って、何をしてるんです？」

「編エ集ベ長レのス机トに登頂中！」

　わたしここに立って歌うのが好きなの！　と衝しよう撃げき的なカミングアウトをかましてから、獅子原はアカペラで歌い始めた。

　某ぼうありのままの王女が出てくるアニメ映画の主題歌だった。

　意外にも綺き麗れいな声で歌って踊おどってウオッカをイッキした後、あまりにも壮そう絶ぜつな光景にドン引きしている吹雪たちに気づくと、

「あれ？　ちょっと古かった？　『君○名は。』の方がよかったかな？」

「そういう問題じゃないだろうこの酔っぱらいが───っ!?　というか、酔っぱらったテンションで『君○名は。』の主題歌を歌おうとするな！　前前前世あたりから基き礎そ教育をやり直せ！」

「す、すごい！　お兄さんのシャウトツッコミが飛び出しましたー！」

「懐かしい光景デスね……吹雪は顔に似合わずラブコメが好きだから『君○名は。』のファンなのかもしれませんが……とはいえ、これが編集部のありのままの姿デスか……」

　違ちがう。

　ＦＦ文庫うちのみんなは仕事に真しん剣けんで、タフで、面白くて売れる作品を創るために文字通り命を削けずって、かなりブラックに働いているサラリーマンが多い。
















　だからたまにガス抜ぬきしないとマジで壊こわれてしまう。

　この編集部飲み会もその一いつ環かんなんだ……と、吹雪が弁解しようとしたときだった。




「──何をしている？」




　編集部のフロアに絶対零れい度どの声が響ひびいた。

　鷹音だ。

「ましろ。そのスマホに映っているのはミシェルか？　貴様はこの惨さん状じようを作家に見せたのか？」

「えっ、あっ、待って、鷹音ちゃん、どうしてわたしの身体からだを持ち上げてああああああああああっ!?」

　ドオオオン！　と。

　すさまじい破は砕さい音とともに、スカイプが切れた。

「……い、今、鷹音お姉ちゃんが獅子原さんを編集長の机に叩たたきつけませんでした？　しかもジャンピングパワーボムで……」

「机が真っ二つに折れたような……」

「…………………………冴原くん？」

　ひどく困こん惑わくする担当作家に。

　吹雪は仕切り直すように、いつものクールな調子で、告げる。

「あんな獅子原さんでもいいところはある」

「今の衝撃映像の後にそう言えるあなたのメンタルはどうなってるの!?」

「本当だ。俺と獅子原さんははっきり業務分担ができている。俺が主にクリエイターさんとのコミュニケーションと原げん稿こうチェックを担当し、獅子原さんはイラスト関係全ぜん般ぱんを担当している。イラストの指定とか、表紙のレイアウト作りとか」

　社会人としてのセンスは致ち命めい的だが、獅子原はデザイン関係のセンスはあるのだ。

「それに、昼間言ったろう？　『ある特定の習性を持ったクリエイターさんからの評価が異常に高い』と」

「……まさか、特定の習性って……」

「酒好きなクリエイターさんたちだな。裸はだかランドセル先生も週三回、夜七時から朝八時すぎまで飲み会を開くらしい。毎回編集者と一いつ緒しよに。ＦＦ文庫うちで裸ランドセル先生に付き合えるのは、獅子原さんだけだ」

　獅子原はどんなに酒を飲んでも潰つぶれず翌日平気な顔で出社するし、健けん康こう診しん断だんの数値も社内で一番いい。

　ましろの肝かん臓ぞうはダイヤモンドでできている、と鷹音がマジメな顔で言っていたが。

「──くそっ。俺も酒さえ飲めれば」

「ま、高校生のあんたには無理よね」

「スーパー高校生のお兄さんも飲みニケーションでは獅子原さんに負けてるんですねー。それにしても、作家さんや編集さんって個性的な人が多いですー」

「……それ、あんたが言う？」

　ミシェルの言葉に、美沙が「えっ？」と驚おどろいた。

「こんなに天使な凛ちゃんに何を言うのかしら」

「天使って……あっ、そうだ。新人って今スランプなんでしょ？　だったら凛が書いた小説を見せてもらえば？　参考になるかもよ」

「ミ、ミシェルさんがデレましたー！　ちょろい！」

「うるさい。コイツが敵なことには変わりないけど、さすがに獅子原が担当じゃかわいそうだから、助けてあげることにしたの」

「ミシェルさん……」

　美沙はにっこりと微笑ほほえんだ。

「何か企たくらんでるわね？」

「──チッ。バレたか。でも、あんたが凛の小説を読むのは刺し激げきになると思うわよ？」

「ふふっ、私は構わなくてよ？　たとえ何か罠わながあってもこの私ならへっちゃらだもの。ところで、どんなタイトルなの？」

「凛が今ネットで連れん載さいしてるのは『妹は天国に逝いきたがる』だ。不治の病に冒おかされた自殺願望のある妹と、彼女を立ち直らせようとする兄の話だな」

「なんだか、すごく重そう」

「ううっ、プロの作家さんに原稿を読んでもらうのは緊きん張ちようします……」

　凛がネットに投とう稿こうした小説をスマホに表示して美沙に手て渡わたした。

　どれどれと美沙がスマホを覗のぞきこむと、そこに書かれていたのは──。





「……ください、兄さまの熱いのが欲しいです……ふああっ、やあっ……奥ぅっ、奥ばっかり突かれたら、ああんっ……だめっ、わたし、はじめてなのにっ、兄さまのでイっちゃいましゅぅ────っ！」






「きゃあああああああ～っ!?」

　ツーサイドアップヘアを振り乱みだしながら、美沙が手に持っていたスマホを放り投げた。

　ああっ！　と凛は床ゆかに落ちかけたスマホをダイビングキャッチ。

「何をするんですかー！」

「それはこっちのセリフよ！　何よこれは!?」

「『妹は天国に逝きたがる』です！」

「もはやそのタイトルも下ネタにしか思えないわ！　なんでこんな……え、えっちな話を書いてるの!?　あなたド変態ね！」

「ば、ばかにしないでくださいー！　このシーンにいたるまで深いドラマがあったんです！　主人公とヒロインは血の繫がった兄妹！　さまざまな葛かつ藤とうや苦難や悲ひ恋れんを乗り越こえて、やっと結ばれたところで……あっ、ちなみにこのシーンはお兄さんの膝ひざに座りながら書きました！　えへへっ♪」

「………。冴原くんは、それでいいの？」

「？　作家にとって作業しやすい椅い子すは大事だろう？」

「あなたの頭は本当に仕事のことだけなの!?」

　驚く美沙に、ミシェルが言う。

「吹雪やアタシはもう慣れたもん。凛って見た目は天使だけど、執しつ筆ぴつ中はずっと吹雪が『好きだ』って言ってる音声ファイルとか聴きいてるのよ？」

「えっ……」

「作家の中には特定の音楽を聴いてないと執筆できない人もいるの。業界あるあるの一つね。凛の場合は吹雪関係のことをしてないと原稿が書けないの。他にも吹雪を盗とう撮さつしたり、声を盗とう聴ちようしたり、私物を盗んだり……」

　そう、凛がストーカー気質なのは今に始まった話じゃない。

　凛は吹雪いとこのことが好きで、禁断の愛に憧あこがれている。

　だからこそ自身が実妹でないというコンプレックスを解消したいのか、兄妹物の小説ばかり書いているのだ。

　しかも、いつからか徐じよ々じよに内容が過激になっていって……。

「凛ってストーリーや設定作りはまだまだだけど、エロ描びよう写しやはそこらのプロ以上よね。コイツのエロ描写を読むと、なぜかそのシーンが脳内で鮮せん明めいにイメージされるし。あんたはどうだった？　全ぜん裸らでよがる自分をやけにリアルに想像したでしょ？」

「それは……」

「○った？」

「そ、そんなわけないじゃないっ。だいたいあなたたちおかしいわ。こんな小説を書いたり、平気な顔で…………いっ……○った、とか言ったりっ」

「別に？　エロゲとか同人でよく見る表現だし、問題ないもん」

「きみの発言は問題点の積せき載さいオーバーだぞ」

　まあ、ミシェルは小学生のころからコ○ケに行き、同人誌やエロゲを買ってくるエリート戦士だったが……。




「……えろげ？　どうじん？　何かしらそれ？」




　沈ちん黙もく。

　美沙の爆ばく弾だん発言に、ダイニングを静せい寂じやくが支配したが、




「なつめ荘そう会議ぃー！」




　ミシェルが高らかに声を上げ、吹雪と凛を引っ張ってダイニングの隅すみに移動。

（えっ、何あれ？　マジで言ってるの？）

（噓うそには見えなかったですよねー）

（そういえば、美沙はうちの学園の理事長の孫まご娘むすめだったな）

（じゃあホントに知らないのかも。そんなヤツがなんでラノベ作家になったんだか。気になるし、ちょっと揺ゆさぶってみましょ）

「あなたたち、何を小声でしゃべってるの？」

　いぶかしげに近寄ってきた美沙に。

　野球ユニフォーム姿の関西人は、とんでもない直球を投げる。




「あんた、『Ｆ○ｔｅ』って知ってる？」




「ええ、もちろん」

　ミシェルが放った剛速球ストレートを美沙は見事に打ち返した……かに見えたが。

「やったことはないけど、ソーシャルゲームでしょう？」

　１ストライク。

「アニメになったりコンビニともコラボしてたから、キャラの名前は知ってるわ」

「へえー。だったら今からＰＣ版をやってみる？」

「……ＰＣ版？」

　２ストライク。

「可愛かわいいヒロインがいっぱい出てくるし、ラノベの勉強にもなるわよ。〆切り前だし、手段は選んでられないんじゃない？」

「もしかして……また私をからかう気かしら？」

「違ちがう。アタシ、あのゲームの大ファンなの。だから布教したいだけ。あんたもオタクならこの気持ちわかるでしょ？」

「──ええ、そうね。私はオタクだもの。ゲームをやるくらいなら問題ないわ」

　三さん振しん、アウト。

　助っ人外国人は直球と変化球を織り交ぜた見事なピッチングでバッターを手玉に取ってみせた。すぐさま「じゃあ決まりね！」とにんまりしながら、美沙だけを連れて２０１号室へとダッシュしたが……。

「いいんですか、お兄さん？　ミシェルさんはすっごい努力家ですが、おかげでプロ意識がウルトラ強いです。昔そのせいで色々ありましたし、美沙さんともケンカしちゃうんじゃ……」

「いや、むしろケンカできるくらい仲良くなってもらわないと困るんだ」

「はい？」

　不思議そうにする凛。

　十数分後、二階から可愛らしい悲鳴が響ひびき、「セ、セ○バーと遠○さんが大変なことに～！」と顔を真っ赤にした美沙が戻もどってきた。

　どうやらそういうシーンだけをリプレイして見せられたらしい。

　だが、ミシェルはいつまでたっても戻ってこなかった。様子を見に行くと、遠○さんルートのクライマックスをリプレイし、「ううっ、ほんまいつ見ても泣けるわぁ……」と号泣しているガチオタドイツ娘むすめを発見。

　お返しとばかりに美沙がその号泣っぷりをスマホで撮さつ影えいしてからかっていたので、まあ、今回の勝負は引き分けってところだろう。
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「入居者が少ないのに、なつめ荘のお風ふ呂ろって本当に広いわ。三人で浴よく槽そうに入っても余よ裕ゆうだなんて。けど、どうして女の子みんなで入るのかしら？」

「敵情視察のためです！」

「どうしてそこで私の胸を見るの？」

「あー、新人の身体って無む駄だにエロいもんねぇ。…………もう、なんやねん。こんな可愛い子が来たら、焦あせるに決まってるやん」

「あなたってときどき関西弁でしゃべるのね。というか一番焦るべきなのは、〆切り前の私じゃない？」

「お風呂に入ってると結構ネタを思いつくの。業界あるあるの一つ。古代ギリシャのアルキメデスだって入浴中に新しい物理法則に気づいたじゃない」

「あっ、凛も知ってますー。その学者さん、『わヘかウっレたーぞカ！』って叫さけんでから、喜びのあまり全裸で街を走り回ったんですよねー」

「……それを、私にしろと？」




「ところでミシェルさんたちの担当は誰だれ？」

「アタシと凛は鷹姉よ」

「副編集長って怖こわそうね。ミシェルさんも不満を叫びながら執筆してたし」

「き、聞いてたの!?　アタシだって好きで叫びながらやってるわけじゃないっ！　ただ、アタシってストレスがたまるほど原げん稿こうが書けるタイプなの。『ハンター×ハ○ター』の能力でたとえるならフェイタンね！」

「そのたとえは私の守しゆ備び範はん囲い外よ」

「仕事のストレスとか、アンチからのダメ出しとか、吹雪が仕事ばっかりでかまってくれないとか、そういうマイナス感情を糧かてに執筆速度を上げるってこと！」

「『痛みを返すぜ、原稿に変えて！』って感じですかー。凛はキルアルのカップリングが一番お気に入りですー。あぁ、兄妹同士の禁断の愛……凛もお兄さんの妹ならよかったのにー！」

「待って！　それを言ったら幻げん影えい旅団の初期メンバーってたぶん子供のころからの付き合い……幼なじみよ!?　やっぱり幼なじみが一番でしょ！　付き合いが長い方が関係性も盛り上がって──」

「関西系ドイツ娘に、ブラコンストーカー……やっぱり、作家っておかしい」

「あんたこそなんでオタクのフリをしてたの？　ホントはラノベや漫まん画がもあんまり読んだことないんでしょ？」

「実家では昔からそういうのに厳しかったのよ。でも……担当さんと共通の話題があった方が、仕事も進みやすいと思って」

「つまり、お兄さんと仲良くなるためにオタクのフリを？」

「あくまで仕事のため。冴原くんは関係ないわ……って、ミシェルさん？　スマホで何を見てるの？」

「獅子原に連れん絡らくして『どらデレ！』の原稿データを送ってもらったから、読んでるとこ」

「それって立派な情報漏ろうえいじゃなくて!?」
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「ふあっ、やめろっ、ユキ、わかった、おまえの言う通りにする……だから、それ以上は……ああんっ」

「副編集長。あんまり騒さわぐと風ふ呂ろ場ばにいる美沙たちに気づかれます」

　１０１号室。

　大量のラノベや漫画が床ゆかに散らばったその一室で、吹雪は住人である鷹音の身体からだにまたがって肌はだに触ふれていた。

　姉はベッドの上で肌を汗あせばませ、息を荒あららげながら、すがるように。

「……もぅ一回」

「却きやつ下かです。俺は仕事があるので」

「なっ、つれないことを言うなユキ！　私はちょっと仮か眠みんとシャワーに戻っただけで、すぐにまた編集部に戻るんだぞ？　だから、もう少し……」

「機械を使ったらどうですか？」

「バ、バカな、自分でしろと言うのか！　姉である私にそんな屈くつ辱じよく的なマネをさせるとは……！」

「だからって部下にマッサージさせるのはどうなんです？」

　鷹音は美沙たちが風呂に入った直後に帰ってきたのだが、いきなり腰こしを揉もまされるとはさすがの吹雪も思ってなかった。

　せっかくこの前通つう販はんでマッサージ機を買ったというのに。

「職場と家での温度差がひどすぎます」

「えー、いいじゃないかユキぃ。最近の私は多た忙ぼうすぎてさすがに疲つかれているんだぞぉ」

　鷹音は黒いタイツに包まれた脚あしをベッドの上でバタバタさせた。

　その姿は数千万部のラノベを売った編集者とは思えないほど、子供っぽい。

　これが、鷹音だ。

　普ふ段だんは非の打ちどころのないキャリアウーマンだが、家では家事全ぜん般ぱんがまったくできず、やたらと吹雪に甘えたがる。

　早い話が、仕事以外はまるでダメ人間である。

「ユキ。タイツを脱ぬがせてくれ」

「疲ひ労ろうのせいで脳がおかしくなりましたか？」

「ふふふっ、きっと糖分が足りないんだ。冷蔵庫からハーゲンダ○ツを持ってきて食べさせろ！」

「相変わらずコンビニで売ってるアイスが大好きですね」

「私は仕オ事ンと休オみフは分ける人間なのさ。こんな姿は弟であるおまえにしか見せん。ミシェルや凛ですら、私がこうなることは知らない」

「俺だって知りたくなかったです。ところで、さっき話した件は……」

「ああ。おまえの要求通り、祓はら島しま沙さ英えの短編の〆切りを少し延のばしてもいい。というか、おまえのことだから気づいてるんだろう？　祓島沙英にあえて厳しい〆切りを伝えさせたのは私だと」

「もちろん」

　さすがの獅子原でも翌日の朝までに短編四〇ページは無茶ぶりすぎる。

　おおかた〆切りまではまだ余裕があったのに、あえて厳しめのオーダーをするように頼たのまれたんだろう。

　スケジュールに余裕を持たせるために、編集者が似たような手を使うことはよくある。

　さらに、昨日の鷹音の言葉。

《では、二人とも。──これから色々あると思うが、がんばってくれ》

　彼女は昨日の時点でこの事態を予測していた。

「目的は、俺と美沙を団結させるためですか」

「相変わらずおまえは頭がいいな。褒ほう美びにちゅーしてやろう♡」

「むしろ説明をください。副編集長の目的は俺と美沙にとっての共通の敵を作って、モチベーションを上げさせることだったんでしょう？　だから獅子原さんに悪役をやらせた」

「祓島沙英はやる気になったか？」

「殺やる気満々です。獅子原さんを。でも、どうしてここまで……」

「決まっている」

　鷹音の顔が歴戦の編集者へと変わる。

　獰どう猛もうで、狡こう猾かつで、冷れい徹てつな猛もう禽きん類るいのように、笑う。




「この方が効率的だからだ」




「───っ」

「七年ぶりの大賞受賞者だぞ？　ＦＦ文庫うちが『どらデレ！』の宣伝にいくらかけると思っている？　クラスメイトの男と暮らすことになったせいで、浮うわついて原稿を書けなくなったりしたら困るのさ」

「だったらなんで美沙をなつめ荘そうに住まわせたんですか」

「彼女の希望と、おまえたちの今後を考えてだ。優ゆう秀しゆうなおまえならそれくらいわかるだろう？」

「けど、こんなやり方……」

「上司に意見するなら冷静に利点を並べるだけじゃなくて熱意を見せろ。それに、私はそこまで心配していなかったぞ？　祓島沙英の担当はおまえだからな。私はおまえを評価している。私の弟なら作家の心が折れないよう、守って、支えて、戦うはずだ」

「………っ」

　──卑ひ怯きようだ、と吹雪は口くち唇びるをかみしめた。

　業界トップクラスの編集者にここまで言われて、引き下がれるわけがない。

「まあ、私だって本来ならこんな強きよう硬こう手段を取りたくなかった。だが、『どらデレ！』を読んで、その作者がなつめ荘に住むことを希望してると知ったら、仕事に集中するように発破をかけるしかなかったんだ」

「どういう意味です？」

「ふふふユキ。おまえは仕事ができるのにそれ以外はてんでダメだな」

「はははどっかの姉ワーカホリツクに似たのでは？　けど、きっとあいつは朝までに原稿を上げます。あいつがきっちり仕事できるように──俺がサポートします」




　　　　[image: ]




「……ねえ、二人とも？　どうしてさっきからずっと無言で私の小説を読んでるの？」

「だって……口調は違ちがうけど、このヒロインのモデルってあんたよね？」

「というか、伊い吹ぶきユキトのモデルって……！」

「凛ちゃん？　なつめ荘湯けむり殺人事件を発生させたい？」

「ひいっ！　第一被ひ害がい者しやはイヤですー！」

「くうっ、何よこの超ちよう絶ぜつ甘酸っぱいラブコメは！　あんた自分をモデルにしてよくこんな話が書けるわね！　アタシからしたらあんたが一番変態よ！　……いや、たしかに吹雪はこういうラブコメが大好きだけど……」

「ううっ、ことねちゃん……泣けます……やっぱり実妹キャラが一番です！」

「待ちなさいってばぁ！　キャラ的にはどう見ても幼なじみの織おり機はた栞しおり一いつ択たくでしょ!?」

「メインヒロインは竜りゆう園えん寺じミサよ」




「けど、まさかあの竜園寺美沙とこんな風に話すとは思わなかったわ。あんたって学園じゃいつもぼっちだし」

「あなたも似たようなものじゃない」

「お二人は中等部でも有名ですー！　三み咲さき学園が誇ほこる二大ぼっち……いえ、美女として！　ミシェルさんはツイッターを始めてもアンチにからまれてすぐやめるくらいにコミュ力が低いですし！　ネットの世界はあんなに楽しいのに！」

「でも、ミシェルさんは冴原くんと仲がいいんでしょう？　２０１号室に子供のころの冴原くんとのツーショット写真がかざってあったもの」

「み、見たなぁ!?」

「お兄さんとミシェルさんは同じ少年野球チームのメンバーでしたから。ミシェルさんが野球やラノベ好きになったのもお兄さんがきっかけだとかー」




「あなたたちは冴原くんのこと……どう思う？」

「重度の仕事中毒だけど、編集としては超優秀よね。メールの返信も原げん稿こうの戻しバツクも早いし、作品へのコメントも的確。能力的には高校生とは思えない。そもそもフツーだったら高校生が担当作家を受け持つとかありえないし」

「あの獅子原さんを完かん璧ぺきにフォローしてる時点で尊敬できますし、七年ぶりの大賞作家さんを任されるなんて快挙ですー！」

「そう。やっぱり、冴原くんってすごいのね」

「……あんた、よくそんな口が叩たたけるわね。すごいのはあんたも同じじゃないっ」

「えっ、どういう意味？」

「こっちの話。とにかく──アタシ、あんたには負けないから」

「奇き遇ぐうね。私も誰だれかに負けるのは大きらいなの」

「……えっと、作品のクオリティとか、売り上げの話ですよね？」

「ふふっ。当たり前でしょう？」

「そ、そうよ！　どっかの社畜ターミネーターは関係ないんだからっ！」
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「──ほう。サポートか。〆切りに余よ裕ゆうがあると伝えないのか？」

　ベッドに横になったままで鷹音が言った。

「せっかく獅子原さんが悪役を引き受けてくれたんですから、あの人の遺志は無む駄だにしません。獅子原さん、どうか安らかに」

「ましろはまだ死んでいないし、今回の件をまるで理解できてないぞ？　編集部飲み会を見られたのもガチの事故だ。当の本人は『ランちゃんとの飲み会にＧＯ！』とさっき出ていった」

「俺よりもよっぽどターミネーターのような……」

「祓島沙英のサポートをするのはいいが、他の作家のことも忘れるなよ。ユキとましろが担当している作家は十人。ちゃんと連れん絡らくを──」

「失礼。電話が入りました。──もしもし？　城じよう島じま先生ですか？　え？　『異世界・ＯＦ・ＴＨＥ・ＤＥＡＤ』の続きを書きたくない？　何を言うんですか。ここで終わったら打ち切りエンドで……は？　俺が今度サバゲーに付き合えば続きを書く？」

「………」

「一昨日おとといの俺の射しや撃げきを見てセンスがあると思った？　わかりました。原稿をいただけるのでしたら、俺があなたを戦場でも安心サポートします。では、その話はのちほどゆっくり。失礼いたしました」

「……ユキ。やはりおまえはターミネーターだ」

「副編集長を見習っただけですよ。昨日の昼休みにタブレットで担当作家さん全員のメール返信や原稿のチェックもしておきましたし、今後も祓島先生と同じようにサポートしていきます」

　吹雪は自分の部屋から持ってきたノートをめくる。

　編集部で働き始めてから毎日つけている研究日誌だ。

　もうこれで五冊目になる。

　一日一冊は売れている本を読んで、感想を書き、なぜ売れたのか論理的ロジカルに考察するようにしている。

　これをしないと、編集者としての嗅きゆう覚かくが鈍にぶってしまう。

　何度も何度も必死にページを読み返していると、以前読んだ作品に触しよく発はつされるのか、新しいネタを思いつくこともあるのだが……。

「ふん。苦戦しているようだな。何個ネタを思いついた？」

「十個ほど。ですが……」

「納得できないわけか。そういうときはあがくしかない。しかし、編集者ががんばってネタ出しをしているのに、あの子たちは風ふ呂ろとは」

「アルキメデスだって風呂でネタをひらめきました」

「『わヘかウっレたーぞカ！』か。まあ、作家だけの方がいいこともある。編集のグチを言いたいときとか。ＳＮＳを使って大々的に出版社の批判をされるよりは、作家間でストレスを発散してくれた方が編集部としても都合がいい」

「やけに生々しい意見を……。けど、凛とミシェルはトラブルメーカーですね。あの二人がいるとなつめ荘はにぎやかだ」

「昔からわかっていたことだろう？　ミシェルは幼なじみで、凛はいとこ。あの二人との付き合いは長い」

「そうですね。だから昔のこともよく知って──」

　ページをめくっていた手が止まった。

　そう、冴原吹雪はミシェルや凛の過去を知っている。




　だったら──『どらデレ！』のキャラクターたちはどうだったんだ？




「──そうか、昔か」

「ユキ？」

「行ける……これなら行ける……」

「私の部屋を出てどこに行く？　それに、そっちは……」

「短編のタイトルは……第零ゼロ章ってところか……これなら話が広がりやすいはずで……上う手まくやればサービスシーンのイラストも入れることが……くそっ、もう深夜の二時すぎか時間が惜おしい！」

「少し落ちついたらどうだ、ユキ？　今のおまえはまるで天てん啓けいを得たアルキメデスだ。興奮で我を失っている。おまえの欠点は仕事のことになると周囲がまるで見えなくなることだが、このままだと辿たどりつくのは──」

　もはや鷹音の言葉は聞こえなかった。

　重要なのは今思いついたネタを一刻も早く担当作家に──美沙に伝えなくちゃいけないということ。




　だから、吹雪は迷わずに脱だつ衣い所のドアを開けた。




「えっ……」

　ちょうどお風呂から上がったのか、下着姿の美沙がぽかんと口を開けた。

　生地は黒のレースで、布の面積が少なくて横がヒモになっているセクシーなデザイン。

　彼女の隣となりにはちょうど水色のブラをつけているミシェル。

　湯気の中、バスタオルで身体を拭ふいている裸はだかの凛。

　三人が突とつ然ぜんの乱入者に完璧にフリーズしている中で。

　新しい物理法則を見つけ出したアルキメデスよろしく、吹雪は叫さけんだ。

「わヘかウっレたーぞカ！」
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「な、なんであんたが入ってくるんっ!?」

「お兄さん……だ、大だい胆たんです……」

「冴原くん！　あなた編集者でしょう！　マジメに仕事して！」

　いや、この中で一番マジメにネタ出しをしていたのは俺では？

　吹雪は反論したかったが、そのときには顔を真っ赤にした作家たちに脱衣所から叩き出されていた。
















「まったく。おまえは仕方がないな、愚弟」

　仕事モードになった鷹音は美沙たちと入れ替かわるように、入浴。

　吹雪は寝ね巻まきに着替えた作家たちになぜ脱衣所に突とつ入にゆうしたのか詰きつ問もんされることになったのだが、




「前日譚たんだ」




　法ほう廷ていと化したダイニングで、被ひ告こく人にんである吹雪は告げた。

「前日譚──つまり、本編よりも昔の話を書けばいい」

「……待って。まさかあんた、短編のネタを思いついて、その興奮のあまり脱衣所に突っこんできたの？」

「信じられない」

「でも、社畜予備軍のお兄さんならやりそうな気が……！」

「伊吹ユキトは竜園寺ミサと屋上で出会った。けど、それはユキトの視点から見た現実にすぎない。それより前の話を竜園寺ミサ視点で書いたとしたらどうだ？　物語ドラマが生まれるし、絶対に面白くなる」

「あー……今の吹雪って、裁判所で『それでも地球は回ってる！』って言ったオッサンに似てる気がする」

「ガリレオ・ガリレイさんですねー。凛たちに弁解することよりも、仕事のことしか考えてなくて……」

「信じられない。冴原くん。やっぱりあなたは──」




「──最高ね」




　そう言ってから、美沙はスリープモードになっていた自分のＰＣを目覚めさせた。

「冴原くん」

「ああ、打ち合わせの時間だ。俺が書いたユキトの紹しよう介かい文を憶おぼえているか？」

「ええ。『とある事件がきっかけで、感情の起き伏ふくがほとんどなくなってしまった』。彼が感情を失くしてしまったのには原因があるわ。それは本文中で明かされるけど……」

「ミサが彼の感情を奪った」

　それが『どらデレ！』の設定。

　ユキトとミサは屋上で初めて会ったんじゃない。実は数年前に会っていた。

　そのいきさつは一巻で描えがかれるが、それはあくまでユキト視点のものだ。

「だから、そのシーンに辿りつくまでの経けい緯いをミサの視点で書けばいい」

「ちょ、ちょっと！　どういうことよ吹雪！　話が見えなくて……」

「静かにして。集中したいの。たった今、ギアが入ったわ」

「なっ……！　あんた、いきなり何を……えっ？」

　瞬しゆん間かん、ミシェルは言葉を失くした。




　すさまじい勢いで、美沙がキーボードを叩たたき始めたのだ。




　ピアニストの演奏のように途と切ぎれなく続く打だ鍵けん音。

　まるで独ア唱リ曲アだ。

　軽やかなメロディに乗って、純白の雪原に足あし跡あとが刻まれる。

　世ステ界ージが、物スト語ーリーが、人キヤラ物クターが、動き始める。

　細く華きや奢しやな指先によって、美しく、鮮あざやかに、まるで最初からあった形を取り戻もどすかのように、文章が紡つむがれていく。

　今の美沙には原げん稿こうしか見えていない。

　機械人形のように正確無比な指ゆび遣づかい。

　圧あつ倒とう的な集コンセ中ントレー力シヨン。

　──これじゃ、まるで……。

「なんだか、ミシェルさんが執しつ筆ぴつしてるときと似てます」

「はぁあ!?　どこがよ！　アタシはこんな人形みたいに黙だまったまま執筆しないでしょ！　もっと感情豊かに……！」

「原稿に集中してる点は同じだ。いや──」

　爆ばく発はつ力だけなら、虎とら岩いわ大たい河がを上回っているかもしれない。

《私って作品のネタさえ思いつけばギアが入るんだけど、それまでにすごく時間がかかることが多くて》

　以前、美沙はそう言っていた。

　今の彼女はギアが入っている。

　しかも最トツ高プス速ピード。

　短編は四〇ページが目安だったが、美沙はたった十分で十ページも書き上げてしまった。

　これなら朝までに原稿は上がる。

「アクセル一ひと踏ふみで、一気にＭＡＸまで加速したのか」

　彼女のアクセルを踏みこんだのは吹雪だ。

『どらデレ！』を書くのに一年かかったと言っていたが、それは美沙が一人ではうまくギアを切り替えられなかったからだろう。

　──これなら、本編も〆切りまでになんとかなるかもしれない。

　おそらくいつもこんな風にアクセルを踏めるわけじゃない。

　だが、担当編集である自分が、うまく美沙をリードできれば──。




「──終わったわ」




　そして、美沙はたった一時間で短編を書き上げた。

　吹雪たちは、動けなかった。

　彼女が書く原稿に目を奪われたまま微び動どうだにできなかった。




　主人公である伊吹ユキトは幼いころに事故により両親を亡くしている。

　そのときのショックで感情の起伏がほぼなくなってしまったと医者に診しん断だんされているのだが、実はその事故は数年前にミサがこちらの世界に来た影えい響きようで起きたものだ。

　そのときにミサは身体からだが半はん壊かいするほどの損傷を負った。

　そこで幼かったユキトはミサを助けるために、彼女にキスをして、自分の生命エネルギーを分け与あたえたのだ。

　だが、その際にユキトは自身の感情も分け与えてしまい、それ以来、感情の起伏がほぼなくなってしまった。おまけにショックでそのときの記き憶おくも希き薄はくになった。




　けれど、おかげでミサは機械人形でありながら感情豊かになれた。




　ユキトにエネルギーを渡わたされてから、ミサは損傷回復のために数年間眠ねむっていた。

　やがて眠りから覚めた彼女は自分の任務を実行しようとするが、自分を助けてくれたユキトだけは助けたいと思い、彼を主あるじと認め、自分の恋こい人びとにしようとしたのだ……。




　それが一巻でユキトが思い出した記憶と真実。

　しかし、短編では二人の初めての出会いがミサの視点で描かれていた。

　吹雪は竜園寺ミサの物語に引きこまれ、飲みこまれ、そのまま溺おぼれてしまった。

　シリアスな設定にコミカルなタッチを織り交ぜて描くことで、深みのあるラブコメになっていた。

　しかも最後にはミサが一人でシャワーを浴びる場面もあって、吹雪が言ったイラスト映えするサービスシーンもばっちりである。

「なるほど。これが祓島沙英か」

　いつの間に風ふ呂ろから上がったのか、スーツ姿の鷹音が言った。

「天才だな」

「───っ！　ちょっと、鷹姉!?」

「私は途と中ちゆうからしかこの原稿を読んでいないが、それでも祓島沙英の凄みは十分伝わってきた。愚弟よ。今すぐこの原稿をチェックして、ましろに送れ。あいつは今、裸ランドセル先生と一いつ緒しよにいるし、ちょうどいい」

「わかりました。ありがとう、美沙。この原稿は面白い。ここからは、俺の仕事だ」

　誤字や脱だつ字じのチェック。

　それはＷＥＢ短編だろうと変わらない。

　読者に届ける物語は少しでも完かん璧ぺきでなくちゃいけない。

　作家が書いた原稿を磨みがき上げるのは、編集者の仕事だ。

「いいわ。でも──」

　七年ぶりの大賞受賞者は、なんでもないことを言うかのように、告げる。




「短編は書き終わったけど、まだギアは入ったままよ。今から本編の執筆をするわ。別に今夜中に最後まで書いちゃってもいいんでしょう？」




「なっ──」

　ミシェルが息を吞のんだときには、すでに美沙は動き始めていた。

　短編を吹雪にメールで送るや否や、すぐさま打鍵。

　再び、あの怒ど濤とうの独ア唱リ曲アが始まる。

「───っ！　鷹姉！　仕事ちょうだい！」

「ミ、ミシェルさん？　いきなりどうしたんですか？　修しゆ羅ら場ばを乗り越こえたばっかりなのに……」

「こんなの見せつけられてジッとなんかしてらんないわよ！　鷹姉！　アタシがこの前出した新作の企画書プロツトがあったでしょ!?」

「うむ。来週の編集部うちの企き画かく会議にかける新作ラノベか」

「あれの原稿を書かせて。今すぐ」

「いいのか？　企画会議でボツになるかもしれんのだぞ？　そうなったら書いた文章が無む駄だになるが？」

「アタシが作ったプロットを企画会議で発プレ表ゼンするのは鷹姉の役目よ。絶対にあの企画を通して。それが──編あ集ん者たの仕事でしょ？」

「──ふむ。いいだろう」

　ただ不敵に、鷹音は口くち唇びるを吊つり上げた。

「シビれる要望じゃないか。私は、そういうのが大好きだ。あの企画はなんとしても私が通してみせる。企画会議はちょうど一週間後だ。ミシェル──いや、虎岩大河。それまでに初しよ稿こうを書き上げろ。それが作家おまえの仕事だ」

「──うん！　最っ高！　アタシもそういうのが大好きっ！」

　金きん髪ぱつを振り乱みだしながら、ミシェルは２０１号室へと駆かけていった。

　──そうか。

　こういうアクセルの踏み方もあるのか。

　冴原鷹音と虎岩大河。

　互たがいに上じよう昇しよう志向の強い彼女たちは息の合ったコンビだった。

　そして──。




『どらデレ！』の一巻が発売する五月には、『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』の最新刊も発売する。




　つまり、冴原吹雪にとって二人は競ラ争イ相バ手ルだ。

　──いや、この場合は俺たちか。

　そう思い直してから、吹雪は一心不乱に原稿を書き続ける美沙をただ見つめた。
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「おはよう、担当さん」

　コーヒーの香かおりで、吹雪は目を覚ました。

　──ああ、そうか。

　昨日は原稿を書いている美沙をなんとなく一人にさせたくなくて、自分もダイニングで仕事をしていたのだが。

「はい、コーヒー」

「すまない。いつの間にか、寝ね落おちしていたらしい。ミシェルや凛はどこだ？」

「二人とも二階で仕事をしてるみたい。修羅場を越えたはずなのに、どうしてかしら？」

「きみに触しよく発はつされたんだろう」

　吹雪が仕事を始めたら、凛も「お兄さんたちに負けてられません！　ネットにアップする小説を書いてきますー！」と２０２号室に走っていったっけ。

「どこまで書けた？」

「第三章。最後まで書くって言ったのに……屈くつ辱じよくだわ」

「十分だ。三章までということは、たった一晩で一二〇ページだぞ？」

　現在の時刻は朝の六時すぎ。

　たったの数時間で、まさかここまで書き上げるとは。

「褒ほめてあげるわ。全部冴原くんのおかげよ。あなたがネタを出してくれたから、ギアが入ったの。私一人じゃ絶対に無理だった。『どらデレ！』の本編を書いたときも、ここまで集中はできなかったもの」

「自分ではコントロールできないのか？」

「言いたくないけど、かなりムラがあるんだと思う」

「なるほど。きみは作家としては、天才型の遅ち筆ひつ家だな」

「ミシェルさんはどんなタイプ？」

「あいつは自分のペースを完璧にコントロールできる努力型の速筆家。一週間で長編一本を書き上げる。本当に、きみとミシェルは真逆の作家だよ」

「……ふうん。幼なじみだけあって詳くわしいじゃない。でも、私もあなたのことについて一つ詳しくなれたわ。冴原くんって、意外と可愛かわいい顔で眠るのね」

「………。まさか、俺の寝ね顔がおを？」

「写真も撮とらせていただきました。撮さつ影えい料はそのコーヒーです、ユキト様♪」

「きみは本当にいい性格をしているな……」

　やれやれと吹雪はコーヒーに口をつける。

　砂糖が多めに入っているのか、徹てつ夜や明けの身体にしみる。

　美沙も原げん稿こうが進んだのがうれしかったのか、やけに上じよう機き嫌げんだった。

「あのペースを定期的に維い持じできれば、〆切りまでに本編が上がる」

「それには問題点があるわ。第三章まで書いたところで、ギアが切り替かわっちゃったの。全然、書けなくなったわ」

「？　どうしてだ？」

「たぶん第三章には取材したシーンがあったからじゃないかしら。あれより先の竜園寺ミサを私は演じてない。そのせいで、ヒロインの気持ちを理解しきれなかった。理解できるようになればまたギアが入るようになるかもしれない。だから──」




「──第四章の取材をしましょう」




「……待て」

『どらデレ！』の第四章。

　たしかそこに組みこまれたイベントは……。

「というわけで、ユキト様？」

　作中のヒロインのセリフをなぞるように。

　美沙は少しだけ緊きん張ちようしながらも、可愛らしくおねだりする。

「今週の土曜日に……私と、デートしてくれますか？」




［四月十二日　現在の進しん捗ちよく状じよう況きよう　一二〇／二五〇ページ　〆切りまであと十三日！］







　　　第４話　　ＧＯ！　ＧＯ！　ＭＡＮＩＡＣ







「どうぞ、ユキト様♪」

　土曜日。

　吹雪ふぶきは都内にある全天候季節型のレジャーランドで美み沙さとデートをしていた。

　美沙曰いわく、ここは『どらデレ！』でミサとユキトがデートした場所のモデルになった場所らしい。

　施し設せつ内は温室のように保たれており、さながら常夏パラダイス。

　その楽園の一角にあるプールで、やけに面積の少ない桃もも色いろの水着ビキニ姿の美沙がバニラ味のアイスを吹雪に差し出してきた。

「それはきみのだろう？」

「ふふっ。ちゃんとカロリーは補給しなくちゃダメじゃないですか。ユキト様は私と一いつ緒しよに売店のクレープを食べたり、ウォータースライダーに乗ったり、私に泳ぎを教えてくれたり……今日は仕事のことは忘れて、いっぱいいっぱい遊ぶんですから」

「ああ、わかってる。今日は仕事はなしだ」

「ありがとうございます。それでこそ私のご主人様で……あっ」

　溶とけたアイスが、ぽたりと美沙の豊かな双そう丘きゆうに落下。

　吹雪はつい、白い液体が落ちた艶なまめかしい肌はだに目を向けてしまって──。




「……もぅ。ユキト様の、えっち」




　恥はずかしそうに美沙は頰ほおを染める。

　そして、「……大好きです、ご主人様」とぎゅううううっと抱だきついてきて、




「わたしだよ！」




　いきなり美沙が獅し子し原はらに変身した。

　あまりの事態にフリーズする吹雪を無視するように、獅子原は元気いっぱいに叫さけぶ。

「ヒロインとのデートシーンだと思った？　残念！　ましろちゃんでしたー！　わはは！　現実社会はそんなに甘くないのだよ吹雪くん！」
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　──あんたにだけは言われたくないっ！

　脳内でツッコミを入れながら、吹雪はなんとも言えない気分で目を覚ました。

　今日は土曜日。

　本来だったら美沙とのデートに行っているはずだったが、吹雪は職場にいた。




　オルカ書店ビル七階フロア、ＦフアンタジーＦフアクト文庫編集部。




　そこが吹雪たちの戦場だった。

　オルカ書店はなつめ荘そうから徒歩で十五分ほどの位置にある出版社で、ラノベの他に、漫まん画が、一いつ般ぱん文芸、ウェブマガジンなども発行している。服装は基本的に自リベ由ラルで、私服で出社している社員が多い。

　バイトの時給は、一〇〇〇円ほど。

　正社員の平均月収は三十五万円ほど。

　ここまでなら、割と普ふ通つうの会社に思えるかもしれないが……。

「大だい丈じよう夫ぶかい、吹雪くん？」

「はい。寝落ちしてました」

「もう昼の十二時だ。きみは昨晩から十時間以上も原稿を読んでるんだろう？　サービス残業なのにがんばるねぇ。うなされてたけど、何か夢でも見た？」

「獅子原さんが出てきました……」

「あー、それは悪夢かもねぇ」

　ＦＦ文庫の編集部のフロアで、アロハシャツを着た編集者が苦笑した。

　三十代半ばのナイスミドル。

　ＦＦ文庫編集部では社員同士があだ名で呼び合うことが多く、吹雪の先せん輩ぱいである彼のあだ名は──。

「パパさんこそ、どうしたんですか？　目じりに涙なみだが」

「ああ、うん。投とう稿こう作を読んでいたら、急にね……ううっ……」

「内容に感動して？」

「ぐすっ……いや、ゴミクズのように面白くない……一次選考で落とす……でも主人公の妹キャラが僕の娘むすめと同じくらいの歳としでねぇ……くうううっ」

「まさか、また娘さんとケンカを？」

「ああ、ほのかは今年で七歳になる……今け朝さ、休日出勤することを伝えたら泣かれてしまった……『パパなんて大きらい！』ってセリフはベタだけど、実際に言われると山やまの手て線に飛びこみたくなって……うわああああごめんよほのかああああ～っ！」

　パパさんと呼ばれた編集者はガチ泣きしていた。

　これでも編集歴十年以上のベテランである。

「あ、パパさん。そろそろゴハン食べます？」

　うなだれるパパさんに話しかけたのは、茶ちや髪ぱつのポニーテールヘアの女性編集者。

　年ねん齢れいは三み十そ路じ……いや、まだギリギリ二十代（本人談）。

　彼女のあだ名は──。

「そうだね、ゼクシー」

「あの、いい加減そのあだ名やめません？」

「じゃあ元ヤンに戻もどす？」

「そっちもやめて！　たしかに昔はちょっとヤンチャでしたけど……あたし、本気で悩なやんでるんです。今日だって大学時代の友だちが企き画かくした合コンがあったのに……運命の出会いがあったかもしれないのに！」

　うわああああああ婚こん期きが遠のくぅううううっ！　とガチ泣きするゼクシー（独身）。

　これが本日のＦＦ文庫の休日出勤メンバー。




　仕事は、新人賞に投稿された原稿の選考。




　下読みと呼ばれる作業である。

　新人賞には一次～三次まで選考があり、そのすべてを突とつ破ぱした作品が受賞作となる。

　ＦＦ文庫の新人賞に送られてくる投稿作は一〇〇〇作以上。

　そこから未来のベストセラー候補を発はつ掘くつしなくてはいけない。

　だからこの時期はいつも以上に休日出勤が多くなるわけで、しかもほとんどがサービス残業扱あつかいで、労働基準法などガン無視で、机にはエナジードリンクの空き缶かんが山積みで、人が動くと書いて『働ブラツく』なわけで……。

「がんばって勉強して、いい大学出て、いい会社に入ったのにな。お金があれば将来は安心……そんな風に考えていた時期があたしにもありましたー！」

「そんなだからきみは結けつ婚こんできないんじゃないかい？」

「うっせえ既き婚こん者がァアアア！」

　ゼクシーが叫んだ。

　元ヤンムード全開だった。

「娘に『聖まい天えん使じえる』ってＤＱＮネームつけようとして奥さんに離り婚こん届け突きつけられたオッサンに言われたくねえ！　テメエのネーミングセンスはどうなってんだ？　それでも編集者かオラァ!?」

「け、結局は『ほのか』になったし離婚も回かい避ひしたさ！　きみこそ性格に問題ありだぞ！　ほとんど二重人格だ！」

「ときどき昔を思い出すんだよォ！　元ヤンだし仕方ねえだろゴルァアア!?」

「二人とも。昼食にしましょう。土曜は社食が休みなのでいつもの夜食用カップ麵めんですが、トッピングは何に？」

「「タバスコ！」」

　そこは仲がいいんですね、と吹雪は編集部の棚たなにあったカップヌ○ドルのシーフードに、電気ポットのお湯を注ぐ。

「あー、でもカップ麵も食べ飽あきたなぁ。近所のコンビニ飯もほぼ制せい覇はしたし」

「だからこそトッピング。オリーブオイル、カレー粉、ナンプラー……編集部うちの調味料はあたしの家よりも充じゆう実じつしてます」

　タバスコカップ麵をすするパパさんとゼクシーを見ながら、吹雪も自分の分（トッピングはとろけるチーズ）を食べることにした。

「ううっ、休日に会社でカップ麵を食べてると、あたしが社畜だって実感する……」

「ＦＦ文庫うちだって、吹雪くんが来てくれたおかげでかなり楽になったんだ。最初は高校生がバイトするって聞いて驚おどろいたが、さすがは冴さえ原はらくんの弟だよ。新卒社員よりよっぽど使える」

「例の『どらデレ！』の宣伝も吹雪くんが企画したんでしょ？　社畜のあたしが言うのもなんだけど、吹雪くんは本当に仕事ができるね。けど、大丈夫？　ちゃんと高校で青春してる？」

「青春かはわかりませんが、この前デートに誘さそわれました」

　パパさんとゼクシーが同時にむせた。

「ほ、本当かい!?　よかった！　実はずっと胸が痛かったんだ！　将来有望な少年を僕らと同じ社畜に変えてしまったと！　けど、きみにもついに春が……そうだ！　この喜びをほのかにも伝えよう！」

「いえ、娘さんに言わなくても」

「吹雪テメエ抜ぬけ駆がけしやがったなゴルァアアア!?」

「泣かないでください、ゼクシーさん。デートは断りました」

「「は？」」

「『今週の土曜日に……私と、デートしてくれますか？』と言われたんですが、『仕事を優先したいからその日は無理だ』とレシーブを」

「「マジで!?」」

「『日曜日なら大丈夫だ』と言ったんですが、返答はなくて」

「それ絶対怒おこってるよねぇ!?　僕にも経験あるよぉ！　奥さんに『私より休日出勤を優先するの!?』ってミニバンで轢ひかれかけたもん！」

「そ、そうだよ！　その返答はドライすぎるよ！　やっぱりきみはあたしたちと同じ出版社の犬だ！　やったー！」

「喜ぶなゼクシー！　問題は吹雪くんの彼女だ！　どうやって彼女の怒いかりを鎮しずめるかで……！」

「いえ、美沙は彼女ではなくて──」

　事情を説明したところで、編集部の電話が鳴った。

　カップ麵片手にパパさんが出ると、

「はい、ＦＦ文庫編集部……は？」

　受話器を手に持ったままでパパさんがあんぐりと口を開けた。




「今、一階に『冴原吹雪は私のご主人様です』って言ってる女の子が来てるらしいけど？」




「───」

　さすがの吹雪も絶句した。

　瞬しゆん間かん、ポケットに入れていたスマホが振しん動どう。嫌いやな予感を覚えながらも確認すると、『来ちゃいました♪』というメッセージが一件届いていた。

　もちろん、担当作家から。
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「へえー。ここがユキト様の職場なのですね」

「ああ」

「ところで、さっきの二人は大丈夫でしょうか？　私が『会いたかったです、ご主人様♪』と言ったら『幻げん覚かくが見えるから会議室でほのかの動画を観賞してくる……』『チクショオォオオ若いっていいなぁああああっ！』と出ていきましたが？」

「ははは自分の胸に聞いてみろ」

　あの二人も『どらデレ！』を読んでいる。そのせいかミサそっくりの美沙を見てかなり動どう揺ようしていた。

　いや、ゼクシーの方は別の意味でショックを受けていた気もするが。

「あの人たちが冴原くんの同どう僚りようなんでしょう？」

「パパさんとゼクシーさんだ」

「そのあだ名は直球すぎない？」

「ＦＦ文庫うちではあだ名で呼ばれることが多くて……いや、それより、なぜ編集部に来た？」

「うふふふふふふどうしてだと思いますユキト様？」

「……俺が悪かった。デートを断って、すまない」

　謝ると、美沙は「別にあなたが謝る必要はないわ」とつぶやいたが、

「私はただ、こんなに可愛かわいい女の子からのお誘いを断った不ふ感かん症しようで甲斐性なしで○○○野や郎ろうの職場を一目見ておきたかっただけだもの」

「わかったもう一度謝るすまない。だが、俺は『日曜日なら大だい丈じよう夫ぶだ』と言ったはずだ。明日じゃ、ダメなのか？」

「そういうわけじゃないわ。別に予定が入っているのは仕方ないと思うし、あなたが断るのも構わない。ただ……」

　美沙はさびしそうに顔を曇くもらせた。

「やっぱり冴原くんは、私よりお仕事の方が大事なのかしら……って思って」

「それは違ちがう」

「えっ……」

「どっちも大事だ」

「うふふふふそこで迷わず『どっちも』って答えるのが冴原くんらしいわあなたって名前が『吹雪』なだけあって発言がときどきブリザードよね！」

「俺が今日ここで仕事をしているのはきみのためでもある。ところで、きみはこの四日間で何ページ進んだ？」

「うっ……五……」

「五ページ？」

「……五行よ。私だってがんばって……」

「がんばっただけじゃ誰だれにも評価されない。結果がすべてだ。──まあ、結果を出すためには、がんばるしかないんだが」

「……わかってる。私だって焦あせってるの。もし少し時間があればラノベの考察について意見をくれない？」

　美沙は『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』の最新刊とノートを取り出した。

　数日前に吹雪が研究日誌をつけていることを言ったら、「私も勉強するわ。あなたにできて私にできないわけがないもの」とやり始めたのだ。

「大丈夫だ。昨日から徹てつ夜やで原げん稿こうを読んでいたし、あとは午後にある仕事を一件片づければ休オ日フになるし」

「むっ。だったらどうしてプールに行くのを断ったの？」

「作中では午前中からプールに行っていただろう？　どうせならすべて再現したい」

「……ああ。やっぱりあなたはラブコメオタクの仕事中毒ワーカホリツクで──」

「それに、朝からの方が、きみと長く一いつ緒しよにいられる」

「………っ」

　……あなたの発言は本当にブリザードね、と。

　美沙は消え入りそうな声でこぼした。

「……うっかりすると、遭そう難なんして帰ってこられなくなりそう」

「？　どういう意味だ？」

「な、なんでもないわっ。くぅっ、わかってるのに……どうせ冴原くんのことだから『取材は長くできた方がいい』とか思ってるに決まってるのに……でも、いきなり言われるとどうしても……！」

「ブツブツ言ってないで研究を始めるぞ？　俺が貸した『ハイブリ』は全巻読んだか？」

「ええ。普ふ通つうに面白かったわ」

「どのシーンが好きだ？　俺は三巻でメインヒロインの四し条じよう銀ぎん華かが主人公にラブレターを書くシーンが……」

「ラ、ラブレターの話はダメっ。今後一切しないでっ」

　なぜか美沙はひどくあわてていた。

「私はああいうのが好きじゃないのっ。それより今は考察よ。あの作品はどうしてあんなに主人公の強さをフィーチャーするの？」

「最近は俺ＴＵＥＥＥものが流行だからな。ミシェルは流行にそった作品を書くことを第一に考えてる」

「おれつええ？」

「主人公が敵を倒たおす爽そう快かい感かんや痛快感を重要視してるということさ。『ハイブリ』の魅み力りよくは、少年兵の主人公だ。彼はヒロインたちのように魔ま法ほうは使えないが、軍隊仕込みの格かく闘とう術と様々な銃じゆう火か器きを使って、特とく殊しゆなヒロインたちと渡わたり合える唯ゆい一いつの人間。ヒロインたちが好意を抱いだくには十分なほどに、心身が強い。そんな主人公の特別性に、読者は『こんな風になりたい！』と好感を抱くんだ」

「……なるほど。編集だけあって冴原くんって詳くわしいのね。色々教えてもらえてすごく参考になるわ」

「本当か？」

「それに、今の私たちって図書室で一緒に試験勉強する恋こい人びと同士みたいで……むっ。どうしてそこで憂ゆう鬱うつそうな顔をするのかしら。……私と一緒にいるのは、イヤ？」

「違う。ただ、俺はあまり成績がよくな──」

「──あら。そうなの？」

　瞬間、編集者は自らの失言を悟さとった。

　毒舌作家がにっこりと微笑ほほえんでいた。

「私の全国模試の順位はトップクラス。あなたは居い眠ねむりばかりだから仕方ないかもしれないけど、出版社の人って高学歴が多いって聞いたわ。あなたの目標は正社員になることでしょう？　成績がよくないのにいい大学に入れるの？　もしかしてニート一直線？」

「ぐっ」

　ぐうの音も出ない。

　日ごろから散々ターミネーター呼ばわりされている吹雪にだってコンプレックスはある。

　たとえば……。

「あなたって他にもコンプレックスがありそうよね。少し目つきが悪いせいで年上に間ま違ちがえられることが多いとか、ラブコメを多く担当している割りには女の子との恋れん愛あい経験がまったくないとか」

「はははそこに『担当作家の察しがよすぎてもうほとんどサイコホラー！』も追加しておいてくれこの毒舌女め！」

「なんなら、コンプレックス解消のお手伝いをしてあげてもいいけど？」

「なっ、まさか、恋愛……」

「ち、違う。勉強よ。あなたがどうしてもって言うなら、学年トップの私が今度勉強を教えてあげようかしら？　だから……」

　こ、今度、二人で勉強会を……と美沙が小声で言った瞬間だった。




「ただいまー！」




　突とつ然ぜん響ひびいた大声に美沙がビクッと震ふるえた。

　振り返ると、そこにいたのは獅子原と、

「ぐーてんたーく」

「えっ、ミシェルさん？」

「凛りんもいますよー！　抜ぬけ駆がけはずるいです美沙さん！　やっぱりお兄さんに会いに来たんですねー！」

「ど、どうして私の居場所が!?　発信機や盗とう聴ちよう器きはなかったわ！　凛ちゃんを警けい戒かいして服とカバンは念入りにチェックしたもの！」

「ふふっ、凛の尾び行こう技術をなめちゃいけません！　尾行の基本は目視！　凛は一〇〇メートル後方からでも目標を見失わずに追つい跡せき可能！　お兄さんで散々実験したから完かん璧ぺきですー！」

「警察犬かきみは。それより、どうしてそんな格好をしている？」

　吹雪はエルフっぽい格好をしたミシェルと、獣じゆう人じん（猫ねこ型）っぽい格好をした凛に訊たずねた。

　二人ともやけに露ろ出しゆつの多い衣装だが、その服コス装プレには見覚えがある。




『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』のヒロインである四条銀華と七なな尾お藍あいだ。




「実はさっき一階で獅子原さんに会ったんデス」

「そしたら『徹夜でコスプレ衣装を作ってきたんだ！　どうせなら着てみる!?』って言われて、面白そうだったので着てみましたー！」

「わはは！　わたしってこういうのを作るのが得意だからね！　はっきり言ってプロ顔負け！　ところで……」

　獅子原はきょとんと首をかしげながら、美沙を見つめて。

「あなた、誰？」

「………」

「この前、吹雪くんが電話をかけてきたときもいたよね？　もしや吹雪くんの彼女とか!?　ひゅぅうううううラブラブぅ！」

「獅子原さん。この人は祓はら島しま沙さ英え先生。あなたの担当作家です」

「えっ」

　編集部の体感気温が冷れい凍とう庫ばりに低下。

　だが、獅子原は「てへへ」と頭をかいてから。

「あれれ!?　なんだかとってもいい匂においがするよ!?」

「さ、冴原くん！　この人誤ご魔ま化かしたわ！　担当作家と割と最悪な出会い方をしたのに……！」

「慣れてくれ。これが獅子原さんだ」

「ホントにいい匂いがするんだってば！　わたしの嗅きゆう覚かくは誤魔化せない！　事件は会議室で起きてるんじゃない！　編集部で起きてるんだー！」

　獅子原が美沙のカバンに走り寄った。

「匂いの出所はここ！」

「ちょっと、あなた、勝手に……」

「わぁ～！　お弁当だ！　中身は稲荷いなりずし！　これって美沙ちゃんの手作り!?」

「え、ええ。冴……いえ、編集部のみなさんへの差し入れにと思って」

「ありがとー！　わたしお稲荷さん大好き！」

「くっ……」

　……こんなことなら一服盛ればよかったわ、と暗い顔でつぶやく担当作家にはあえて触ふれずに、吹雪は口を開く。

「獅子原さん。どうして『ハイブリ』のコスプレ衣装を作ってきたんですか？」

「心配ナッシング！　その二つは昨日テンションが上がってつい作ったものだから！　吹雪くんに頼たのまれたブツもばっちりだぜ！」

「ちょ、ちょっと待って！　吹雪が頼んだブツってどういう意味……デスか!?」

「まさかお兄さんにはそういう趣しゆ味みが……！」

「違ちがう。これも仕事のためだ」

「吹雪くんが考えた『どらデレ！』の宣伝企き画かくだね！」

「えっ、私の本の？」

　不思議そうにする美沙に、獅子原は自分のカバンから真新しい衣装を取り出す。




　豪ごう奢しやなフリルとレースで飾かざられた純白のドレスと、革製の首チヨ輪ーカー。




　異世界から召しよう喚かんされた機械人形オートマタである竜りゆう園えん寺じミサ。

　彼女が作中で着ていた異世界の衣装だ。

「これで吹雪くんが考えたイベントも大成功！　竜園寺ミサのコスプレをしたレイヤーさんによる『どらデレ！』一巻のお渡し回！　本にはランちゃんと美沙ちゃんのサインもつける予定だし！」

「はい。あとはゼクシィさんあたりに試着してもらって、衣装に問題がなければ完璧ですね」

「冴原くん。まさか、さっきあなたが言ってた『俺が今日ここで仕事をしているのはきみのためでもある』っていうのは……」

「言い訳なんかじゃないさ」

　そう。

　今日の吹雪の仕事は、販はん促そくイベントで使う衣装のチェックなのだった。

「なるほど。ベタだけど効果はありそうデス」

「レイヤーさんにこれを着せて秋葉原あたりでお渡し回をすれば、ネットニュースか何かに取り上げられるかもしれません！」

「じゃあ、冴原くんは私のために、休日なのに出勤して……？」

「もちろん！　宣伝企画を考えるのもわたしたちの役目！　なぜなら編集者の仕事は本を創ることだけじゃないからねっ！」

　獅子原は身長の割りにたわわな胸をぷるんっと張った。




「本を売ること！　それも編集者の仕事の一つ！　どんなにいい本だって宣伝が足りなかったら売れないこともある！　そうならないように、編集者は文字通り命と魂たましいを削けずるんだよっ！」




「さ、冴原くん！」

　ひどく動どう揺ようしながら、美沙は吹雪にすがりつく。

「どうしよう！　すごくいいセリフなのに、この人に言われるのはものすごく釈しやく然ぜんとしないわ！　はっきり言って殴なぐりたい……！」

「耐たえてくれ。これがきみの担当編集だ」

「まあ、編集者が自分の仕事を作家の前で偉えらそうに自じ慢まんしたら台無しデス」

「うわっ、わたしの評価ひどすぎ!?　わたしだってがんばったんだよ！　この衣装だって業者に頼むと高いから自作したのに！」

「意外な特技ですねー」

「わはは、実は編集部にはわたしが作った衣装が他にも置いてあるのだ！　どうせなら編集部を見学する？　他にも面白いものがいっぱい！　保管庫には○○先生が十年以上前に描かいたイラストの生原画とかもあるよ！」

「ちょ、それって二十年以上続いてるラノベのシリーズよねっ!?　見られるの!?　原画が見られるのっ!?」

「……おや？　ミシェルちゃんの様子が？　急に口調がネイティブジャパニーズに？」

「あっ……」

　すぐさま「そ、そんなことないデス！」と否定するミシェル。

「獅子原さんの気のせいデス」

「だよね！　あっ、そういえばミシェルちゃんにお願いがあるんだ！　海外からファンレターが届いたんだけど、作家さんから『翻ほん訳やくして欲しい』って頼まれちゃって！」

「えっ、ま、まさか……！」

「ミュンヘンにお住まいのシュヴァインシュタイガーくん（18）からのお便り！　ドイツ育ちのミシェルちゃんなら超ちよう余よ裕ゆうだよね！」

「も、もちろんデス、ゲルマン民族の底力を見せるデス……」

　エルフ姿の関西人は「……やるっきゃない。浅あさ倉くら南みなみ、毛もう利り蘭らん、ウィンリィ、まゆしぃ……歴代の幼なじみヒロインたちよ！　アタシに力を貸して！」と小声で叫さけんでいた。

　なんとか気合いでピンチを乗り切るつもりらしい。

　猫ルックの凛は「こ、ここがお兄さんの仕事机！　凛にとっての聖エル地サレム！」と吹雪の椅い子すに座りながら表情をとろけさせている。

　行動は色々おかしいが、獅子原が作った衣装はかなり似合っていて──。

「──あっ」

「？　どうしたの、冴原くん？」

「ちょっとしたアイディアを思いついた。ところで、きみはこれからヒマか？」

「ふふっ、当たり前でしょう？　今日はどこかのワーカホリックさんとプールに行くはずだったんだから、ヒマに決まって──」

「なら、きみの時間を俺にくれ」

「えっ……」

　どういう意味？　と驚おどろく美沙に、吹雪はミシェルたちに聞こえないように小声で。




「俺と、二人きりでデートして欲しい」
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「……冴原くんって、すごいのね」

「どうしてだ？」

「だって私、はじめてなのよ？　せっかくミシェルさんたちにバレないように出版社から抜け出したのに、街中でこんな格好をさせて、首輪をつけて、しかも撮さつ影えいしようとするなんて……ううっ、なんてマニアックなの……」

「わざとらしく誤解されるようなセリフを言うな」

「うふふ。バレちゃった？　でも、仕方ないでしょう？　初デートでこんな格好をさせる変態編集さんが悪いの」

　ＪＲ池いけ袋ぶくろ駅東口。

　そこで獅子原が作った竜園寺ミサのドレス姿になった美沙が叫んだ。

　ここに来る途と中ちゆうで一度なつめ荘そうに戻もどって着き替がえてきたのだ。衣装はウェディングドレスに似ているが、スカートは短めだし、肌はだの露ろ出しゆつも多い。

「まさかこんなチャンスが来るとは思わなかった。ヒロインのコスプレをして、街中を歩く……これできみもさらにヒロインの気持ちを理解できる！」

「……ええ。そうね」

「？　なんだ？　ため息をついて」

「大したことじゃないの。ただ、少しでも期待した私が甘かったって思って」

　……そうよ、あの冴原くんが仕事以外の理由でデートに誘さそってくれるわけがないじゃない……私の作品のためにがんばってくれるのはうれしいけど、と美沙はつぶやいた。

「まあ、いいわ。こういう格好をするのは新しん鮮せんで楽しいもの」

「注目されて嫌いやじゃないか？」

「慣れてるわ。ほら、私ってとっても可愛かわいいし」

「では、撮影するからポーズをキメてくれるか？　ミサが終しゆう盤ばんのバトルシーンで言うセリフ、『目ター標ゲツト、捕ほ捉そく。魔力封印リミツター、解放。──これより状況をオープン開コ始ンしバまツすト！』も叫んでくれ」

「あいにく中二病プレイはお断りよ」

「あのシーンを書いたのはきみだぞ？　兵器であるミサの魔ま力りよくが暴走してしまって、主人公が傷を負いながらも決死の覚かく悟ごでキスをして愛情を伝え、正気に戻す。まさにクライマックスにふさわしい場面で──」

「本当は全編ラブコメにしたかったけど、盛り上がりが足りないから、仕方なくちょっとだけバトル要素を入れたのよ」

「生々しい裏話を暴ばく露ろするな」

「そうね。せっかくヒロインと同じ格好になったんだから……」

　はじめてのコスプレでテンションが上がっているのか、美沙はうれしそうに吹雪の腕うでに抱だきついてきた。

「えへへ。デートしましょう、ユキト様？　私、幸せすぎてもう死んじゃいそうです♪」

「相変わらずきみの変へん貌ぼうっぷりはすさまじい……」

「何を言うのですか。私は竜園寺ミサ。この世界を壊こわしにきた機械人形。あなただけは私の恋人にしてみせます。愛してますよ、ユキト様。だぁーい好き♪」

「……きみ、成長したな」

「ふふっ。当然じゃないですか。あなたをデレさせるためならエロゲのファンディスクのヒロインなみにデレてみせますよ、ご主人様？」

「………」

　……さすがに成長しすぎじゃないか？

　吹雪は戦せん慄りつした。つい一週間ほど前まではオタク知識が希き薄はくで、「もういや誰だれか私を殺して～っ！」と叫んでいたお嬢じよう様さまがこうなるとは……。

「この数日間で私はなつめ荘カラーに染められました。それもこれもミシェルさんが悪いんです」

「たしかに」

《ねぇ、新人！　ラブコメの資料になるアニメを教えてあげよっか？　『ひぐ○し』『まど○ギ』『がっこう○らし！』　大だい丈じよう夫ぶ！　どれも可愛い女の子が活かつ躍やくするハートフルアニメだから！》

　徹てつ夜やでアニメ鑑賞会をしたり、ゲーム勝負を挑いどんだり、リレー小説をしたり……ミシェルはここ最近やけに美沙にからんでいたっけ。

　吹雪や凛もよく付き合わされた。

　まあ、美沙も、

《よければ私がドイツ語を教えてあげましょうか、ミシェルさん？Ich kan deine Deutsch lehrerin sein.》

　ドイツ語で口こう撃げきしてミシェルに悲鳴を上げさせていたが。

「あの方は、私をものすごくライバル視してるみたいですね。だから私にちょっかいを出して、なつめ荘から追い出したいんじゃ……」

「あいつにも色々と事情があるんだ。今のなつめ荘にはきみとあいつしかプロ作家がいないし、仲良くしてやってくれ」

「……さすが幼なじみ。ミシェルさんの肩かたを持つんですね」

「そういうわけじゃない。それより、どこに行く？」

「アニメショップがいいです。売れ筋のラノベをチェックしたいですし、ユキト様はラノベを見てるときは普ふ段だんよりも生き生きしてます。私はそういうあなたを見るのが……大好きなんです」

　さあ、行きましょうユキト様、と美沙は吹雪の腕に抱きついたまま歩き出した。

　すぐさま通行人の視線が集まる。

　美沙はとびきり可愛いし、こんな格好をしているんだから当然だ。

　しかも、今、自分はスーツ。

　美沙はいつものツーサイドアップヘアに、花はな嫁よめ衣い装しように似た純白のドレス。

　これじゃまるで……。

「結けつ婚こん式を抜ぬけ出してきたカップルみたいですね♪」

「……担当編集の心を読むのはやめてくれ祓島先生」

「ふふっ。ユキト様には言ってませんでしたが、実は私……スーツ萌もえなんです」

「は？」

「スーツを着てる男の人に、どうしようもなくときめいちゃいます。だからスーツを着たご主人様とこうして街を歩いていると……すごく、ドキドキします」

　吹雪の腕にふにょんっとした胸のふくらみを押しつけながら言う美沙。

　──しまった。

　思わず見とれてしまった。

　社畜予備軍であるこの自分が。

　きっと今のはミサの演技をしていただけなのに。

「ん？　ミサにスーツ萌えなんて設定があったか？」

「さあ、どうだったでしょう？」

「教えてくれ。編集としてキャラの設定は知っておきたい」

「だーめです♪　今日のユキト様のお仕事は私とデートすることですもの。だから、いっぱいラブラブしましょう？」

「いや、ラブラブって……」

「……ちゅっ」

「！」

　ミサ──いや、美沙がいきなり吹雪の耳たぶにキスをした。

　思わず彼女の顔を見つめると、さすがに恥はずかしかったのか、赤くなった顔を隠かくすように俯うつむいて……いや、マズい。

　今の美沙は、ミサだ。

　主人公に従順でデレデレなお嬢様ヒロイン。

　ぶっちゃけ今すぐ抱だきしめたいくらいに可愛い。

　だが、担当作家におかしな感情を抱くわけにはいかない。吹雪は理性を総動員しながらアニメショップへと入って、エレベーターに乗りこんだが。

「可愛いです、ご主人様」

「なっ」

　ドアが閉まった瞬しゆん間かん、さっきのキスの恥ずかしさを誤ご魔ま化かすみたいに、美沙がぎゅっと身体からだに抱きついてきた。

　エレベーターには、自分たち以外誰も乗っていない。

「だって、ユキト様は今、私のことを考えてドキドキしているんでしょう？」

「それは……」

「ですが、私はもっとユキト様にドキドキして欲しいんです。私だって……すごくドキドキしてますよ？　……ほら」

「………っ」

「……わぁ、すごい。ご主人様も……こんなに、ドキドキしてる……」

　互たがいの鼓こ動どうを伝え合うように、美沙は密室でぎゅぅうう～と肌を密着させてきた。

　──こんなシーンは作品にはなかったはずだぞ!?

　綺麗な髪かみから漂ただよう柑かん橘きつ系のシャンプーの香かおり。

　かすかに首筋に吹ふきかかる彼女の呼吸。

　さらには身体に押しつけられるふにゅふにゅとした女の子のふくらみ。

　そのすべてが吹雪の理性を確実に削けずり取っていって──。

「あっ、つきました」

「！」

　ピンポ～ンと音がした途と端たん、美沙は悪戯いたずらっぽくはにかみながら吹雪から離はなれた。

「続きは家に帰ってからですか？」

「却きやつ下かだ」

「……ホテル？」

「そういう意味じゃない！　……まったく、きみといるとペースが乱される」

「ふふっ、うれしいです。ユキト様にそういうことを言ってもらえると、コスプレデートしてよかったって思えます。私がここまでするのはあくまで取材のためですが、プールじゃユキト様のこういう姿は見られなくて──」

　話しながらエレベーターを降りてフロアを歩いていたところで、美沙の声が止まった。




　思わず吹雪が視線を前方に移すと、そこにはボーイズラブ同人誌が詰つまれた棚たなが。




「間ま違ちがえたか」

　このショップは二階が女性向け、三階が男性向けのフロアになっているのだが、エレベーターのボタンを押し間違えたようだ。

　今、吹雪たちがいるのは女性向けフロア。

　しかも目の前には人気少年漫まん画がキャラの裸ら体たいが群れをなしているわけで……。

「～～～っ！」

　いくらオタクへとチューンナップされようがこういうネタには耐たい性せいがなかったらしい。

　美沙はおでこまで真っ赤になってから。

「──きれい。マスクをしなければ五分で肺が腐くさってしまう死の森なのに」

「唐とう突とつに『ナウ○カ』ネタで誤魔化すな。いや、たしかにここは別の意味で腐ってしまう場所かもしれないが」

「──腐ってやがる！　早すぎたんだ！」

「すまない。きみの言う通りエレベーターを降りるのが早すぎた。ほら、こっちの階段で上のフロアに行こう」

「──この谷はいい。いつ来ても心が和む」

「きみ、本気で成長したな」

　三階フロアについた途端に安あん堵どする美沙を見ながら、吹雪は苦笑した。

　まさかここまでアニメネタを使いこなせるようになってしまうとは。

　恐るべし、なつめ荘そう。

「あっ、これって『Ｆ○ｔｅ』のコミックスですか？」

「ああ。第四次○杯はい戦争編だな」

「色々とシリーズがありますね。……そ、そういえば、冴原くんに聞きたいことがあるんですけど……」

　美沙は頰ほおを赤くしながらも、真しん剣けんな口調で言葉を紡つむぐ。




「……どうしても、バッドエンドになっちゃうんです」




「………」

　まさか……。

「『Ｆ○ｔｅ』をやっているのか？　お嬢様のきみが？」

「あ、あくまでラノベの勉強の一いつ環かんですっ。ちゃんと全年ねん齢れい版をプレイしてます。ただ、何度やってもタイガー道場送りにされて……」

「俺も『Ｆ○ｔｅ』のファンだ。バトル要素もたまらないが、ラブコメシーンもすばらしい。だから攻こう略りやく法を教えられるかもしれん。どのルートだ？」

「遠○さんルート」

「ああ、おそらくどこかで選せん択たく肢しを間違えたんだろう。きみはゲーム初心者だから仕方ない。いくつか前の選択肢に戻もどって、やりなおせば大丈夫だ」

「そうなんですか!?　ありがとうございます。これでストーリーを進められます」

「ずいぶんハマってるみたいだな」

「えへへ。何をおっしゃるのですか。私は隠れオタク。だから、そういうゲームをプレイした方が自然で──」

「さっききみは『冴原くんに聞きたいことがある』と言った」

「あっ」

「ということは、素だったんじゃないか？」

「……ふふっ。今日のユキト様はやけに私をからかうんですね」

「この方がユキトらしいだろう？」

「それもそうですね。ええ、白状しましょうご主人様。私は『Ｆ○ｔｅ』にもうメロメロです。ＤＥ○Ｎ版のアニメもミシェルさんに借りて全話見ました。まさかアーチャーVSバーサーカー戦を描えがいてくれるなんて、思わず感動で涙なみだが……」

「いくらなんでも成長しすぎだろうきみは!?」

「あら。叫さけぶなんて珍めずらしい。今日はレアなユキト様をいっぱい見られて、とっても幸せです♪」

　美沙はやけに楽しそうだった。

「せっかくですから、ユキト様のオススメの漫画を教えてください」

「これだな。『異世界・ＯＦ・ＴＨＥ・ＤＥＡＤ』の最新刊だ」

「すごいタイトルですね。製作に関わった人間はきっと心を病んでいるんでしょう」

「原作者の担当編集は俺だぞ」

「もちろん知っていますが？」

「きみは本当にいい性格をしているな……。その本の作者もなかなかいい性格をしている。ペンネームは城じよう島じまロメロ。いつも〆切り間際になると行方をくらます」

「そうなんですか？」

「だが、作品は面白い。内容はほんわかラブコメだしな。よければ、買おうか？」

「えっ……それって、プレゼ──」

「担当作家への資料なら、編集部の経費で落ちる」

「……期待した私が愚おろかでした」

　やれやれと美沙は苦笑した。

「でも、こんなところに来てオタク話で盛り上がれるとは思いませんでした。えへへ」

「そんなに意外か？」

「実家では躾しつけが厳しかったですし、アニメやラノベはあまり見せてもらえなかったんです。昔から本は好きだったから、ミステリーやＳＦはいっぱい読んでましたけど」

「では、友だちから漫画を借りたりも──」

「いいえ。私、昔から友だちがいませんでしたから」

「えっ……」

「子供のころから友だちを作るのが苦手だったんです。友だちを作るって、なんだか他人に甘えるみたいで恥ずかしい気がして」

「昔からプライドがエベレストだったんだな、きみは」

「あはは、そうですね。うちの学園って初等部があるでしょう？　私は理事長の孫まご娘むすめだから初等部から学園に通い始めましたけど、そのころからあだ名が『箱入りさま』だったんですよ？　子供のころからみんなにちやほやされてたんです」

「きみの見た目とバックボーンを考えれば当然か」

　美人で、成績が学園トップで、ただそこにいるだけで注目されて騒さわがれる才女。

　箱入りさま。

　クラスメイトたちからそう呼ばれていた通り、物語に出てくるようなお嬢じよう様さま。

「理事長の孫娘だから、生徒どころか先生たちまで私を特別扱あつかいしました。私はそういうのが嫌いやでした。もっと、普ふ通つうの学園生活を送りたかった。けど、いつの間にか誰だれかと群れるのが嫌きらいになって……周囲に冷たい態度を取るようになってしまって」

「きみはクラスメイトにも毒舌を言っていたな」

「野犬みたいに私に群がるからです。でも、私は一人が嫌だったわけじゃありません。本を読むのは大好きですし、その影えい響きようで頭の中で物語を創って遊ぶようになって、中学生のころに小説を書き始めました。ラノベを書いたのは『どらデレ！』が初めてでしたけど」

「………」

　なぜラノベを書こうと思ったんだ？

　吹雪はそう質問したかった。




　──本当に、一人が嫌じゃなかったのか？




　美沙は、一人でいるさびしさを紛まぎらわせたくて、小説を書き始めたんじゃ……。

「───」

　でも、美沙とこうしてデートして、自分が好きな作品の話をして、彼女自身の話を聞くのは、想像していたよりもずっと楽しかった。

　だって、彼女は今、本音でしゃべっている。

　普ふ段だんのプライドの高いお嬢様のままでは打ち明けられない胸の内。

　主人公に素直な物語のヒロインを演じないと見せられなかった、心の中。

　それは──学園でもなつめ荘でも見ることができなかった、美沙の意外な一面だ。

「ん？」

　そこで吹雪のスマホが鳴った。

「仕事の連れん絡らくですか？」

「裸ランドセル先生から『カバーが上がりましたー！』という連絡が来た」

　吹雪がメールに添てん付ぷされたファイルを開くと、ディスプレイに今の美沙と同じドレスを身にまとったミサのイラストが映し出された。

　──さすが業界屈くつ指しのイラストレーター……！

　思わずそのクオリティに見み惚とれてしまう。

　ライトノベルにとって表紙カバーは命だ。

　極きよく端たんな話、カバーが飛びぬけてよければそれだけで売れる。

　もちろんこのイラストに文句なんてない。

　裸ランドセル先生の持ち味がばっちり出ていて──。

「えっ～～～」

　しかし、イラストを見た作美者沙は素の口調で訊たずねてくる。

「担当さん。これはどういうこと？」

「何がだ？」

「このイラストよ！　たしかにものすごく可愛かわいいけど、これじゃ文章描びよう写しやを大おお幅はばに直さなくちゃいけないじゃない！」

「どういうことだ？　別におかしなところはないだろう？」

「おかしなところがないですって!?」

　叫んだ後で、美沙はイラストをまじまじと見ながら、意を決したように。

「つまり、あなたは竜園寺ミサがこのイラストの通りであるべきだと思っているわけかしら？　他のイラストもこうするつもり？」

「当然だ。このイラストは完かん璧ぺきだ」

「それなら……私もこうなるべきだと思う？」

「ああ。それでヒロインの気持ちが理解できるなら」

「………っ。わ、わかったわ。ちょっと待っていなさい」

「？　どこへ行く？」

「完璧な竜園寺ミサになるための準備に決まっているじゃない！」

　そう言って、美沙はフロアから出ていった。

　──完璧ってどういう意味だ？

　このイラストのミサと今の美沙に差異なんてないように思える。

　まあ、強いて言えば──。




「見つけましたー！」




　考えこんでいたら、横から強きよう烈れつなタックルを喰らった。

　凛だ。

「ひどいですお兄さん！　凛たちを置いて美沙さんとデートなんてー！　きっとイチャイチャしてたに決まってます！　『あんっ、冴原くん、ネクタイで私の手首を縛しばってお仕置きプレイだなんて……でも強気でいじわるな担当さんもすきぃ！』みたいな主従プレイをー！」

「あんたバカぁ!?　アニメショップデートよ!?　オススメの漫まん画がを教え合うとか、放映中のアニメの感想を言い合うとか、うっかりエロ同人コーナーに入ってヒロインが恥はずかしがるとか……まあ、全部仕事マシーンの吹雪には無む縁えんのイベントだけど」

「ミシェルも来たのか。だが、なぜ俺たちがここにいると……」

「私のおかげだ、愚ぐ弟てい」

　私服姿の二人の後ろにいたのは、鷹たか音ね。

　ダークスーツ姿のキャリアウーマンは涼すずしげにたたずんでいた。

「打ち合わせから編集部に戻ったら、この子たちが愚弟がいなくなったと騒いでいてな。面白そうだったから、探たん偵ていごっこに付き合ってみた。愚弟の居場所など手に取るようにわかるからな」

「……よく言うわよ。『愚弟のことだから本屋かアニメショップにいる。場所は出版社から近い池袋あたりだ。たぶん』って言って、池袋にある店を片かたっ端ぱしから当たってようやくここに辿たどりついたくせに」

「凛、走りすぎて足が棒です……」

「ふふふ相変わらず私の担当作家たちは可愛いな」

　不満たらたらのミシェルと凛の頭にアイアンクローをキメる鷹音。

　ふにゃあああああ～っ!?　と幼なじみといとこの悲鳴が響ひびく中で、副編集長は言う。

「祓島沙英はどこだ？」

「さっきフロアから出ていったんですが、会いませんでしたか？」

「ふむ。どうやら行き違ちがいになったようだ。たぶん祓島沙英は『どらデレ！』の衣装を着ているんだろう？　獅子原が『衣装がなくなった！』と言っていたからな」

「ええ」

「では、私たちは愚弟たちをこっそり見ていよう」

「は？」

「姉として、愚弟の女の扱い……いや、担当作家の扱いをとくと観察させてもらおうじゃないか。こんなことはなかなかない。あとで編集部のヤツらにも見せるために、スマホで撮さつ影えいもしておこう」

　ミシェルと凛にアイアンクローをキメたままで、鷹音は近くの棚たなの陰かげに身を隠かくした。

　──まあ、問題ないだろう。

　鷹音の目的はよくわからないが、さすがに店内ならエレベーターの中のように美沙に迫せまられることはないはずで──。

「た、ただいまっ」

　だが、帰ってきた美沙を見た瞬しゆん間かん、吹雪の楽観は火星あたりまで吹ふき飛んだ。

　美沙の様子がおかしい。

　顔は真っ赤だし、過か剰じようなまでにこちらと目を合わせずに、ぎゅっと両手でスカートを押さえて……いや、マズい。

　このままでは自分が何かしたんじゃないかと上司たちに誤解されかねない。

「どうかしたのか？」

「ど、どうかしたですって？　あなた、よくそんなセリフが言えるわねっ」

「本当にわからないんだ。きみは俺と別れた後で何をしてきた？」

「なっ～～～」

「自分の口ではっきり説明してくれ」

「バ、バカなことを言わないでちょうだい！　知らなかった！　あなたがこんなサディストだったなんて……！」

「いいから教えてくれ」

「うっ……。わ、わかった、わよ。だ、だから、今、私……」

　美沙は、これ以上ないってくらいに顔を紅潮させてから。




「……………はいて、ないの」




　冷たい。

　棚の陰から突つき刺ささる同居人たちの視線温度が一気に氷点下まで下がった。

「……待て。今なんて言った？」

「だ、だから、トイレに行って下着を脱ぬいできたのよっ」

「なぜ？　急に露ろ出しゆつ趣しゆ味みにでも目覚めたのか？」

「そんなわけないじゃないっ！　あなたがそうしろって言ったんでしょう！」

　バキッ！　と。

　棚の陰から何かをヘシ折るような音が聞こえてきた。

　驚おどろきのあまり鷹音が撮影中のスマホを壊こわしたのかもしれない。

「き、きみは何を言っている？」

「それはこっちのセリフよ！　あなただって見たでしょう！　裸ランドセル先生が送ってきたイラストを！」
















「………」

「あなたは『このイラストは完璧だ』って言ったわ。つまり、竜園寺ミサがこうあるべきだって思ってるのよね？　私もおかしいって思ったけど、担当編集のあなたが言うから、し、仕方なく……っ」

「………」

　──ああ、やっとわかった。

　美沙には説明していなかったが、裸ランドセル先生には圧あつ倒とう的な持ち味がある。

　それは──はいてない。

　言わずもがな、本来下着が見えてもおかしくない状態にもかかわらず、それが見えない描写のことである。

　裸ランドセル先生の見事な『はいてない』描写は煽せん情じよう的かつどこか健康的ですらあり、熱心なファンが大勢いる。裸ランドセル先生本人もヒロインを描えがくときはすべて例外なくもはや病的なまでに『はいてない』にする。

　当然、『どらデレ！』の竜園寺ミサも『はいてない』わけで……。




《ものすごく可愛いけど、これじゃ文章描写を大幅に直さなくちゃいけないじゃない！》




「──なるほど」

　さっきの美沙のセリフはそういう意味か。

　いくらオタクになろうが、美沙は箱入りさま。

　だからはいてない描写のことは知らなかったに違いない。

　つまり、美沙はヒロインはいつもそういう状態だと勘かん違ちがいしたわけで──。

「こ、このド変態……冴原くんがここまでいじわるだったなんて……たしかに作中でユキトはミサをからかっていたけど……！」

「美沙。話を聞け」

「もしかして、これから私にもっと恥ずかしいことをさせるつもり？　私を街に連れていって、わざと人通りの多いところを歩かせるとか……！」

「いや、だから話を──」

「そして恥ずかしがる私の痴ち態たいをいつもの無表情でたっぷりと鑑賞した後で、ホテルに連れこんで『街中であんなことをするなんて、きみはどうしようもない淫いん乱らんだな』って押し倒たおして言葉責めにする気でしょう！　スーツを半分脱ぎながら！」

　きみも作家だけあって妄もう想そうが激しいな。

　というか、やはりきみはスーツ萌もえだったのか？

　そんなツッコミを吹雪は入れたかったが──。




「何してんねん吹雪のあほぉおおおおおお～っ！」




　本場関西のツッコミが背後から飛んできた。




　　　　[image: ]




「──で。つまり、新人は『どらデレ！』のヒロインのコスプレをしてた。でも、吹雪が見せたイラストを確認して、はいてない方がコスプレとしての再現度が高いって思った。だからパンツを脱いだと？」

「いくらなんでも無理がありませんかー？」

「美沙は『はいてない』描びよう写しやのことを知らなかったから、仕方ないさ」

「だが、愚弟よ。再現度を高めたいからといって、そこまでするか？」

「作家には変人が多いんです」

　今にも警察に通報しそうな勢いで身み柄がらを確保してきたミシェルたちに、吹雪は弁解した。

　美沙は自分がヒロインを演じて、吹雪に主人公を演じさせていることをバラしたくないようだったし、なんとか誤ご魔ま化かしたのだが……。

「そ、その話はそろそろ終わりにして。さあ、ラノベコーナーに行きましょう？」

　話を変えるように美沙がやや強引な口調で言った。

　さきほど吹雪がはいてない描写について説明すると、誤解が解けたのか、スカートをぎゅっと押さえたままトイレにダッシュしていた。

　おそらくパンツを穿はいてきたんだろうが……。

「あんた、アタシたちに何か隠してない？」

「ふふっ。あなた、やけに同居人に突っかかるのね。なつめ荘そうでも色々ちょっかいを出してきたし。そんなに私のことを追い出したい？」

「別に？　それよりあんた、なんで吹雪とこっそり出かけたのよ？」

「二人で出かけても問題ないでしょう？　冴原くんは私の担当編集だもの」

　美沙とミシェルは火花を散らしていた。

　共同生活を始めてから、二人はときどきこんな感じでジャブを打ち合っていたし、吹雪はもう慣れてしまったが……。

　──問題は、このままじゃストレートの打ち合いを始めるかもしれないってことか。

　けど、きっと鷹音はそれを望んでいる。

「ほう。これはありがたいな」

　案の定、鷹音はラノベコーナーに辿りついた途と端たん、一目散にＦＦ文庫の棚に直行。

　そこにあったのは……。

「げっ」

「あら。これってあなたのサイン？」

「だ、黙だまれ！　作者がいるってバレたらどうするのよ!?」

　あからさまに動どう揺ようするミシェルの視線の先。

　そこには平台に並べられた『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』の既き刊かん。

　さらには手書きの広告ポツプ、壁かべにはアニメ化されたときのポスター、虎とら岩いわ大たい河がと書かれたサイン色紙までばっちり完備である。

「ずいぶん宣伝してくれてるのね」

「当然だ。おまえはＦＦ文庫うちの看板作家の一人だぞ？　『ハイブリ』は来月には文庫の最新刊も発売されるしな」

「ミシェルさんは『ハイブリ』の他にもＦＦ文庫から二シリーズ出してるんですよねー」

「ま、今は三シリーズ同時刊行中ね」

　なんでもないことのようにミシェルは言った。

「別に大したことないでしょ？」

「バカを言うな。最近はアニメ化作家でも平気で二巻打ち切りを喰らう時代だ。おまえのようにコンスタントに重版がかかってて、筆が速くて、〆切りを破らない作家は編集部の財産だ」

「……重版？」

「ふん。重版ってのは本の売り上げが好評で増刷がかかることを言うのよ、新人。けど……鷹姉？　疲つかれてるの？　いきなりアタシのことを褒ほめ出すなんて」

「私は事実を言ってるまでだ。愚ぐ弟ていはどう思う？」

「な、何言ってるのよ！　この社畜予備軍にそんなこと聞くなんて……！」

「すごいと思います」

「えっ──」

　ミシェルがひどく驚いたが、吹雪は続ける。

「俺の目標は副編集長を超えることですから。副編集長に認めてもらえるような人間になりたいです。虎ミ岩シ大エ河ルみたいに」

「ふ、吹雪!?」

「まあ、私がコイツを作家として認めているのは事実だな。──ところで、祓島沙英」

　黙っている美沙に、鷹音は話を振る。

「なつめ荘での暮らしはどうだ？」

「───っ。そうですね。同世代の作家さんがそばにいるのは、刺し激げきになります」

「ふむ。同世代か。祓島沙英はミシェルと同じ歳としだったな。どうだ？　コイツに勝てると思うか？」

「それは……」

　美沙は吹雪の顔を一度見てから、その後でミシェルに視線を向けて。




「私は誰だれかに負けるのが大きらいです」




　いつか吹雪に言ったセリフを、口ずさんだ。

「だから、虎岩先生にも負けるつもりはありません」

「──へえ。言うじゃない」

　挑ちよう発はつに乗るように、ミシェルが口笛を吹ふいた。

「アタシはあんたなんか意識してないけどね。そもそもあんたには作家になる覚かく悟ごがちゃんとできてるの、七年ぶりの大賞を受賞した天才さん？」

「どういう意味かしら？」

「あんたは金の卵。だから出版社も大プッシュするわ。あんたが着てる衣装もその一いつ環かん。たぶんプッシュはまだまだある。けど、それだけあんたにかかるプレッシャーもデカい。中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟じゃ、潰つぶれるわよ」

「───っ！」

「アタシはそういうヤツらを何人も見てきた。プレッシャーに押しつぶされて、大好きな物語を書くことが大きらいになっちゃった、元作家をね」

「私も、そうなると？」

「そうは言ってないわ。ただ、アタシは中途半端な作家が大きらいなの。デビュー作が売れなくて一巻打ち切り。それで心が折れて、一いつ緒しよに筆も折っちゃうことは珍めずらしくないはずで──」

「私たちの作品はそんなことになったりしないわ！」

　熱を帯びた口調で美沙は言い返した。

「ふ、二人とも？　急にどうしたんですか？　一緒になつめ荘に住む仲間なんですし、ケンカは……」

「はん。何を言ってるのよ。急なんかじゃないわ。その証しよう拠こに出会ったときにコイツに言ったもん。──アタシたちは同業者……お互い潰し合う敵同士よ、って」

「ミ、ミシェルさん！」

「よせ、凛」

「お兄さん!?　どうして止めるんですか!?　このままじゃ、また……！」

「また？」

「あっ──」

　美沙が訊たずね返すと、凛は気マズそうに顔をうつむかせた。

「凛の代わりに教えてあげるわ。ねえ、新人。不思議に思わなかった？　なつめ荘の入居者にアタシ以外のプロ作家がいないこと」

「それは……」

「答えを教えてあげる。──全員、アタシが追い出したの」

「なっ──」

「アタシが入ったときに入居してた作家の先せん輩ぱいも、あとから入ってきた後輩も、みんなアタシが追い出した」

「どうして……」

「ソイツらが作家として中途半端だったからに決まってるでしょ？」

「ち、違ちがいます！　ミシェルさんは何も──」

「あんたは黙ってなさい、凛」

　何かを言いかけた凛がひるんだ。

　そう、吹雪も知っている。

　ミシェルが入ってきたころ、なつめ荘には何人かの作家の先輩がいたし、その翌年には後輩も入ってきたが、凛以外は全員なつめ荘からいなくなった。

　それは、ミシェルが──。




「私は負けない」




　そこで、美沙は拳こぶしを握にぎり締しめながら告げた。

「なつめ荘から出ていくつもりもない。プレッシャーにも、あなたにも、売り上げにも、読者の批評にも……何が襲おそってきても、負けるつもりはないわ」

「ほう。勝気だな、祓島沙英」

　タイミングを見計らっていたように、鷹音が口を開いた。

「その心意気は正しい。私の個人的な意見だが、作家に草食系はいらん。何かに餓うえている人間こそが本当に面白いものを創れる。そのことを踏ふまえて、今からなつめ荘そう会議だ。二人も白黒つかないのは気持ち悪いだろう？　だから私は提案する。どうせなら──」




「──実際に戦ってみればいい」




　戦う？　と訊きき返す美沙とミシェルに、鷹音は告げる。

「二人とも五月に新刊が出るだろう？　だから、先に重版がかかった方が勝ちということでどうだ？」

「へえ。アタシはいいけど、新人はどう？　……嫌いやだったら逃にげてもいいわよ？」

「それはこっちのセリフよ。冴原くんは構わないかしら？　この構図だと、私はミシェルさんと、あなたは副編集長……自分のお姉さんと戦うことになるけど」

「──ああ」

　これが鷹音の望んでいた展開だ。

　同じなつめ荘の住人である、虎岩大河と祓島沙英が戦うこと。

　副編集長として……いや、虎岩大河の担当として、鷹音はこの状じよう況きようを求めていた。

　二つの真逆の才能がぶつかることを。

　ＦＦ文庫の編集者であり、ミシェルの幼なじみである吹雪も鷹音と同じ気持ちだ。

　それに、美沙ならやれる。

　担当編集として、なつめ荘で一緒に暮らして、作品を創って確信できた。

　きっと、彼女たちなら──。

「わかった。ただし、このままじゃ面白くないから条件をつけましょ？」

　けれど。

　ミシェルの発言だけは誰も予測していなかっただろう。

　吹雪たちが見つめる中で、ミシェルはただ静かに条件を突き付ける。




「──負けた方はなつめ荘から出ていく。それが条件よ、祓島沙英」




［四月十六日　現在の進しん捗ちよく状じよう況きよう　一二〇／二五〇ページ　〆切りまであと九日！］







　　　第５話　　扉とびらをあけて







「負けない負けない銀賞出身の力を見せてやるていうか吹雪ふぶきもなんで幼なじみのアタシを放っておいてあの女とデートするのよやっぱり胸なの胸なのね胸なんて飾かざりです偉えらい人にはそれがわからないんですよ吹雪のバカ社畜ロボットラブコメオタク少しはアタシのこともかまいなさいよぉ……って、ふ、吹雪!?　あんたアタシの部屋で何してるの!?」

「言っておくが、ちゃんとノックはしたぞ」

　四月二十五日。

　吹雪が深夜にミシェルの部屋をたずねると、金きん髪ぱつ娘むすめはいつもの野球ユニフォーム姿で執しつ筆ぴつをしていた。

「し、執筆中は恥はずかしいから入ってこないでって言ってるのに！」

「すまない。もう限界なんだ」

「えっ、こんな時間に、何を……」

「俺のすべてをきみにぶつける」

「あ、あかんっ、いいいいきなりなにゆーて……っ」

「この一週間あまり、俺が例の勝負の話をしようとするたびに、きみは逃げて……ん？　なぜそこでずっこける？」

「あんたのせいやあ！　……ま、いいわよ。十時間くらいぶっ続けで書いてたし、休きゆう憩けいする。ところで、新人はどうしてる？」

「原げん稿こうと格かく闘とう中だ」

「そう。あの日アタシが勝負の条件を言った後、『ギアが入った』って言ってたもんね」

　ミシェルの言う通りだ。

　鷹たか音ねとミシェルの発言が美み沙さに火をつけたらしく、美沙はこの一週間ロクに眠ねむらずに原稿を書き続けていた。

《プールは中止ね。本が無事発売されたら行きましょう》

　そんな風に美沙は言っていたっけ。

「あいつって一度火がつくと速いし、もう原稿は上がった？」

「いや、まだだ」

「？　なんで……あっ、凛りんからメールが届いてたみたい。音声ファイルが三つも添てん付ぷされてる。件名は、『これはなつめ荘で実際に起きた出来事です……』」

「なぜホラー風？」

　ツッコミを入れる吹雪を無視して、ミシェルがメールに添付された音声を再生すると、




《……冴さえ原はらくん。私、できちゃったの》

《待て、美沙。少し考える時間をくれ》

《どうして!?　この子は私と冴原くんの愛の結けつ晶しようよ！　私、この子を産むわ！　どんなにお腹なかを痛めても！》




「何よこれええええええぇ！」

「昨晩、美沙の部屋でした会話だな。盗とう聴ちようされていたとは」

「相変わらず憎にくらしいくらいにクールねこの社畜候補生！　ていうか、で、できちゃったって、ま、まさか……っ！」

「誤解だ。たぶん次のファイルを聴きけばわかる」




《まぎらわしい言い方をするな。できちゃったのは本編の原稿だろう？》

《あら。作家にとって自分の作品は子供同然よ》

《お腹を痛めてというのは？》

《発売後にネットの評判を見て胃が痛くなるかもしれないでしょう？　あっ、ところで、凛ちゃん？　あなたのことだからこの会話を盗聴してるんじゃなくて？　もし録音してたら、ミシェルさんにデータを送ってあげて。きっと『何よこれええええええぇ！』とかツンデレっぽい驚おどろき方をするはずだから。──いぇーい、ミシェルさん聞いてるー？》




「このクソ新人がああああああああぁ！」

「よかった。きみはストレスが溜たまるほど原稿が書ける。これならモチベーションはばっちりだ」

「全然よくない！　そもそも、なんであんたはあいつの部屋に行ったのよ!?」

「打ち合わせのためだ。次のファイルを再生してみろ」




《リテイクだ。今日書いた部分のクオリティがこの前書いたところよりもあきらかに低いし、ヒロインのラブコメ描びよう写しやも甘い》

《えっ、これじゃ可愛かわいくないってこと？》

《違う。ただ、この前デートしたときのきみはもっと可愛かった》

《えっ……わ、私が可愛い!?》

《だから、もっとミサをデレさせてくれ。この前きみが俺にしたみたいに》

《凛ちゃんに聴かれてるかもしれないのに……は、恥ずかしくないの？》

《仕事のためなら我が慢まんする。今のきみはラブコメシーンを書くのを恥ずかしがっている。恥じらいを捨てて、もっとヒロインをデレさせろ》

《この前の私って……そんなに、可愛かったかしら？》

《ああ。俺もかなりドキドキした》

《………っ。だったら、デートでの会話を再現してみてもいい？　その、作品を書くために……まずは、私が冴原くんの腕うでに抱だきついたあたりから……》




「ほら、ちゃんと仕事しているだろう？」

「これのどこが仕事よおおおおおおぉ!?」

　涙なみだぐみながら、ミシェルはゲームのコントローラを吹雪にパスしてきた。

「吹雪！　今からアタシとパワプ○しなさい！」

「どういう流れだ？」

「作家のストレス解消に付き合うのも編集者の仕事でしょ!?　アタシが原稿がんばってる間にあいつとばっかりイチャイチャして……っ！」

「打ち合わせをしてただけだ」

　ちゃんと原稿のアドバイスだってした。

　もっとも美沙はかなり苦戦しているようで、最近は二〇ページほど書いては、クオリティに納得できないのか書けた部分をまるまる削けずるということを何十回もやっていた。

　本を創るには、著者校という作業をしなければいけない。

　著者校を行うには、出来上がった原稿を紙ゲ束ラにして文字校正に出す必要があり、その作業には二週間ほどかかる。

　今日は四月二十五日で、著者校の〆切りは五月十一日の夜。

　明日までに本編を書き上げて、原稿を印刷所に出さなくてはいけないのだが……。

「そういえば、あんたと二人きりでゲームするのは久しぶりかも」

　考えこんでいる間に、ミシェルがゲームを起動。

　パワプ○は子供のころからミシェルとやっていた野球ゲームだし、吹雪も操作方法はよく知っている。

「えへへ。アタシのチームは阪はん神しん～♪」

「相変わらずきみは外見以外ドイツっぽさがゼロだな。それに、きみは美沙を意識しすぎだぞ。だいたい、なんであんなことを言った？」

「『負けた方はなつめ荘から出ていく』ってヤツ？　あれは、その……」

「違ちがう。そっちじゃない。なぜ、自分がなつめ荘そうの住人を追い出したなんて言った？」

「………っ」

　テレビの中で、ミシェルが操作する選手が三さん振しんした。

「だって、ホントのことじゃない」

「きみは何もしていない。彼らは勝手に出ていっただけだ」

　そう、それが真相。

　なつめ荘に住んでいた人間は、凛以外全員出ていった。




　虎とら岩いわ大たい河がの驚きよう異い的な速筆を見せつけられ、一いつ緒しよにいるのに耐たえられなくなったのだ。




　一年前にバイトを始めてなつめ荘に入居したとき、吹雪は鷹音からそう教えられた。

　なつめ荘に住んでいた先せん輩ぱいや後輩たち。

　何人かはこうして一緒にゲームをするくらいに仲が良かったのに……。

「まあ、彼らの気持ちもわからなくもない。きみはかなりの速筆家だ。一週間で長編一本を仕上げるし、クオリティも維い持じできる」

「そうね。だって、アタシは凡人だから」

「………」

「新人賞は銀賞。それに、デビュー作の『サクラフィラメント』が一巻で完結……ううん、売り上げがひどすぎて打ち切られた。初版部数は一五〇〇〇だったけど、実際に売れたのは二〇〇〇くらい。……あれは、悔くやしかったなぁ」

《デビュー作が売れなくて一巻打ち切り。それで心が折れて、一緒に筆も折っちゃうことは珍めずらしくない》

　吹雪は、この前のミシェルの言葉を思い出した。

「作家になりたくて上京して、このなつめ荘に住んで、さぁがんばるぞってタイミングだったもん。打ち切りが決まったときに思い知ったのよ。──ああ、アタシは『特別』じゃないんだなって」

「だが、きみは這はい上がったじゃないか」

「鷹姉のおかげ。あの人は言ったの。『おまえは凡人だ。圧あつ倒とう的な文章を書ける天才にはなれん。だが、原稿を書かなくなれば、元作家に成り下がるぞ』って」

「副編集長らしいな」

「あはは、そうかも。でもアタシは元作家になるのだけは嫌いやだった。作家を続けたかった。だから、勉強したわ」

　ゲームをしながら、ミシェルは部屋にある大量の本やＤＶＤに目を向ける。

「ラノベ、漫まん画が、小説、アニメ、映画、ゲーム……研究しまくった。昔の作品も今売れてる作品も、鷹姉やあんたみたいにノートをつけて考察した。今でも一日一冊は本を読む。アタシは凡人よ。けど──凡人には凡人の戦い方がある」

　カッキーン！　と。

　ミシェルのチームの選手がホームランをかっ飛ばした。

　吹雪の配球パターンを見み抜ぬき、ボールが来るコースを予測したのだろう。

「ミシェルから見て祓はら島しま沙さ英えはどんな作家だ？」

「ふん。決まってるでしょ。アタシが一番嫌きらいなタイプ。──天才よ」

「やっぱり、そう思うか」

「当たり前でしょ？　今のアタシに書けるのは、流行に乗った普通に面白い物語。でも、あいつは違う。きっとあいつは物語を書くとき、流行も、ロジックも、読者への配はい慮りよも考えない。ただ自分の書きたいものを書く。なのに、殺してやりたいくらいに面白くて……アタシも、一発でファンになったわ。あいつとお風ふ呂ろに入ったときに、つい『すごいのはあんたも同じじゃないっ』って言っちゃったし」
















「美沙はラノベを書くのはあれが初めてだそうだ」

「げっ。泣きたくなるわね。でも、アタシは死ぬほど努力しまくってああいう『特別』な作家に勝つのが好きなの。勝つためには、武器がいる。そのために毎日研イン究プツトして、毎日執アウト筆プツトを続けるのよ」

「きみの武器は、速筆と市場研究か」

　しかし、ミシェルが打ち切りのショックから立ち直って『荒こう廃はい都市の閃光少女ハイブリツド』を大ヒットさせた後で、なつめ荘にいたクリエイターたちはみんな出ていった。




　自分より努力していて、自分より仕事が速くて、自分より圧倒的に売れている作家。




　そんな怪かい物ぶつと一緒にいるが嫌になったのだ。

　彼らの中にはまだ作家を続けているものもいるが、何人かは筆を折ったと聞いた。

　けど、この業界──いや、どこの世界でもそういう人間は多い。

　自分が『特別』じゃないと思い知ったときに、必死に追いかけてきたはずの夢をあきらめてしまう。

「同居人が全員出ていったときはさすがのきみもショックを受けていたが、凛が来てくれてよかったよ」

「あはは、そうね。あいつってアタシの執筆を見ても『凛も負けませんー！』ってがんばるし、コミュ力低いアタシにも懐なついてくれるし」

「ああ見えて凛はメンタルが強いんだ」

「でも、今は仲良くできるけど、凛がデビューしたら……嫌いになっちゃうかも。それが……すごく怖こわい。アタシって見栄っ張りだからいつも留学生を演じてて、友だちができない。同業者は全員敵って思わないとモチベーションが上がらないから、作家仲間もいないし……」

「ミシェル……」

「あはは。鷹姉もアタシが一人ぼっちなことを心配してるみたい。だから、あの子をアタシのライバルにしようとしてるんでしょ？」

　吹雪は息を吞のんだ。

　──やっぱり、気づいてたか。

「鷹姉があいつをなつめ荘に住まわせたのもそのため。じゃなかったらあのスパルタ編集がアタシを『編集部の財産だ』なんて褒ほめるわけないもん」

「いや、副編集長は……」

「吹雪も鷹姉の考えに乗ったんでしょ？　だから、アタシみたいに鷹姉に認められたいなんて言った。まあ、おかげであの子はアタシと戦う気になったけど」

「だが、ミシェルだってライバルが……作家仲間が欲しいんじゃないか？」

「………っ」

　友だちじゃなくていい。

　自分と張り合ってくれる誰だれか。

　そういう相手がいた方がもっとモチベーションが上がる。

　現に美沙はミシェルや凛にいい影えい響きようを与あたえた。

《こんなの見せつけられてジッとなんかしてらんないわよ！》

《お兄さんたちに負けてられません！　ネットにアップする小説を書いてきますー！》

　初めて美沙の執筆風景を見た夜、二人は一気にやる気になった。

　それにミシェルはこの二週間、美沙に色々とちょっかいをかけていたけど……。

　──あれは、コミュ力が低いミシェルなりに美沙に歩みよってたんじゃないか？

　お好み焼きパーティーという名の歓かん迎げい会かい、自分が好きなアニメの上映会、一緒にゲームで対決、リレー小説……。

　幼なじみである吹雪にはわかる。

　美沙と遊んでいるときのミシェルは楽しそうだった。

　ミシェルだって、作家仲間が欲しかったはずなんだ。

　なのに……。




「…………どうせ、遅おそかれ早かれ出てくに決まってるやんっ」




　あきらめたように、ミシェルが関西弁でつぶやいた。

「もう、嫌やあ……ウチ、なんであんなことゆーてしもーたんやろ……」

「ミシェル……」

「ほんまにごめん、吹雪。ウチ、最低やあ……勢いであんたの作家にこんな勝負ふっかけてもーて……ほんまにごめんっ。でも、ウチ……もう、しんどいねんっ。ウチのせいでボロボロになる作家仲間を間近で見るんはっ。せ、せやから……」

「あえて自分が不利な勝負をふっかけたのか」

　そう、この勝負はミシェルが圧倒的に不利だ。

　五月に発売する『荒廃都市の閃光少女ハイブリツド』はアニメ化タイトル。

　新刊の初版部数は十万部にも届く。

　ＦフアンタジーＦフアクト文庫では新人のデビュー作一巻目の初版の平均は一万～一万五千部。

　大賞を取った美沙の場合は、二万部である。

　重版は本が売れて在庫がなくなればかかるもの。

　つまり、発行部数が少ない美沙の方が圧倒的に重版はかかりやすい。

「──まったく。昔から優しすぎるんだよ、おまえは」

「うっ……うっさい！　アタシは優しくなんかない！　同業者は全員敵だもん！」

　いつもの口調に戻もどってから、ミシェルは目じりをぬぐった。

「でも、ありがとね。吹雪に話したら、色々すっきりした。あんたたちと離はなれ離ばなれになるのはさびしいけど、アタシはなつめ荘を出て──」

「そうはさせないわ」

　そこで、ミシェルの部屋のドアが開いた。

　美沙だ。

「なっ……あ、あんた、いつからそこに……！」

「ついさっきから。ごめんなさい。冴原くんに用があって来たんだけど、ドアの前にいたら話が聞こえて」

　美沙は、どこか疲つかれた声で続ける。

「なつめ荘から逃にげるの、虎岩大河先生？」

「………っ！　違ちがう！　メチャクチャ悔しいけど、あんたの話はすっごく面白かった！　特に織機栞しおりんが可愛かわいかったっ！」

「あだ名までつけてくれるなんて、あなたは本当に幼なじみフリークね」

「うるさい！　同業者にこんなこと言うのは死ぬほど嫌だけど、アタシはあんたの本が読みたい！　アタシは作家で、オタクなの！　オタクならそう考えるのが当然でしょ!?　だから……！」

「大だい丈じよう夫ぶ。私はあなたが原因で筆を折るつもりなんかない。その証しよう拠こを持ってきたもの」

「えっ──」

　ミシェルが困こん惑わくする中。

　美沙は疲ひ労ろうを振ふり払はらうように吹雪に銀色のＵＳＢディスクを渡わたしてから、宣言する。




「最後まで原げん稿こうを書き上げたわ。今度こそ完かん璧ぺきなはずよ、担当さん」




［四月二十五日　原稿作業終しゆう了りよう！　……完パケ？］







　　　第６話　　つよがり







　余談だが、作家が原稿を上げても本を出せるわけじゃない。

　出来上がった原稿を入にゆう稿こうし、組み版と呼ばれる作業にかけて紙ゲ束ラにして、外部の校正者に校こう閲えつ作業を頼たのみ、編集者がチェックした後で、著者校が行われる。

　いわば著者校は作家による最終チェック。

　だが、他にも作家の仕事はあるわけで……。

「……ふにゃ？　ゆきとしゃま？」

「起きたか」

　五月九日、著者校〆切りまであと二日。

　午後の学園の屋上で、吹雪ふぶきは彼女を膝ひざ枕まくらしていた。

「！」

　すぐに自分が置かれた状じよう況きようを悟さとったのか、美み沙さはすばやく口元についていたかすかなよだれを拭ぬぐい、黒髪を整え、ふうっと深呼吸してから、精せい一いつ杯ぱい冷静な態度で、

「おはよう、冴さえ原はらくん」

「きみって結構可愛い顔で寝ねるんだな」

「えっ、まさか、私の寝顔を撮さつ影えい……」

「冗じよう談だんだ」

「だ、騙だましたわねっ」

「前にきみが似たようなことを俺に言ったじゃないか」

「あなたって表情筋が死んでるから冗談かどうかわかりにくいのよ……」

「失礼な」

　言いつつも、吹雪はタブレットで仕事を進める。

　今日のミッションは、編集部のブログに載せる『どらデレ！』の宣伝紹しよう介かい作りである。

「いつから寝てた？」

「昼食が終わった後だ。最初は俺の肩かたに寄りかかってきて、そのまま膝ひざに頭が落ちたが、起きなかった。疲れてるのか？」

「このところあまり寝ていなくて……えっ、うそ？　もう午後の授業が始まってるじゃない。どうして起こしてくれなかったの？」

「作家の体調を気づかうのも担当編集の仕事だからな」

「まったく……」

　やれやれと美沙は苦笑した。

「でも、寝かせてくれて助かったわ。昨日やっと店てん舗ぽ用特典の短編小説とあとがきの作業も一段落したところだったし」

「きっちり上げてくれて助かる」

「お礼を言うのはこっちよ。あなたにも色々とネタ出しを手伝ってもらったし、私って遅ち筆ひつだから全部上げるのに二週間もかかったわ」

「あとがきに時間をかける作家さんも多い。まあ、ミシェルは一時間で書き上げるが」

「あっ、ミシェルさんといえば、最近ツイッターを始めたわよね？」

「ああ」

　二週間前のあの日、美沙は『どらデレ！』本編の原稿を書き上げた。

　そして、ミシェルに小声で何やらささやくと、




《そ、それだけは絶対にダメっ！　やっぱりあんたには死んでも負けないっ！》




　虎とら岩いわ大たい河がは、吼ほえた。

　急にやる気になった金きん髪ぱつドイツ娘むすめは、今日も学校を休んでツイッターに投とう稿こうする文面を考えている。

　なんでも原稿はすぐ書けるが、ツイッターだと時間がかかるとか……。

「ツイッターでの作品宣伝、副編集長と営業さんと三人で書店に営業回り、トラのキグルミを着てＦフアンタジーＦフアクト文庫のニコ生番組に出演……今まで虎岩大河は露ろ出しゆつがほとんどなかったから、話題になってるみたいね」

「いったいどんな魔ま法ほうを使った？　副編集長も驚おどろいていたぞ。コミュ力に自信のないミシェルがここまで必死になるとは」

「大したことじゃないの。ただ、『あなた、私に勝ちをゆずる気？　そんな甘いことをするなら、あなたが本当に大事にしてるものまで奪うばっちゃうわよ？』って言っただけ」

「……？　どういう意味だ？」

「えへへ。やっぱりユキト様の頭の中はお仕事のことばかりですね♪」

　ミサの口調で、美沙は誤ご魔ま化かしてから。

「冴原くん。副編集長がミシェルさんを編集部の財産って言ったことについて、あの子はお世辞だって思ってたみたいだけど……」

「あれは副編集長の本音だ」

「やっぱり」

「あいつは自分を過小評価しすぎなんだよ。俺だってあいつのことをズバ抜ぬけた作家だと思ってる」

「私からしたら、あの人の方がよっぽど天才だわ……。ちょっとだけ、出ていったなつめ荘そうの人たちの気持ちがわかるもの」

「………」

「ミシェルさんがやっているシリーズは、アニメ化した『ハイブリ』とそのスピンオフラノベが二本。高校に通いながら三シリーズ同時刊行。流行を研究して完璧に対応できる速筆家で、〆切りを一度も破ったことがないなんて……」

「悲観するな。きみはミシェルにはなれないが、ミシェルはきみになれない。きみにはきみの武器がある」

「そうね。でも、あの人って私と違って常にギアが入ってる状態なのよ。どうすれば、あんなに書けるのかしら……」

「──美沙」

　心の中で覚かく悟ごを決めながら、吹雪は声を届ける。




「悩なやみがあるなら、担当の俺に相談してくれ」




「えっ……」

「きみはこの二週間ずっと寝ね不ぶ足そくだったろう？　何か悩んでいるんじゃないか？」

　そこまでは担当編集である吹雪にもわかった。

　でも、どうして悩んでいるかはわからない。

　美沙が上げた『どらデレ！』の原稿は面白かった。

　短編やあとがきのクオリティも問題ない。

　──だとしたら、やはりデビュー前のプレッシャーか？

　作家は新刊の発売日前はナイーブになる。

　新人作家の一冊目なら余計だ。おまけに『どらデレ！』は七年ぶりの大賞受賞作のせいで、宣伝も多い。人気声優を起用したテレビＣＭまで流れている始末である。

《中ちゆう途と半はん端ぱな覚悟じゃ、潰つぶれるわよ》

　だから、美沙はミシェルが言っていた通り……。

「相変わらず、あなたは察しがいいのね」

　どこか疲れた声で言ってから、美沙は続ける。




「冴原くんは、本編のクオリティに満足してる？」




「えっ……」

　一いつ瞬しゆんで、屋上の空気が凍こおりついた。

　──何を言ってるんだ？

「当たり前だろう？　俺もあの原稿をチェックした。あれなら問題ないはずだ」

「ありがとう。でも、この二週間考えていて、思ったのよ。──今の私なら、もっと面白いものを書けるって。このままだとクライマックスの盛り上がりが足りない気がするんだけど……どうしても改かい稿こうプランが思いつかなくて……」

「だが、きみは二週間前に言っていただろう？　『今度こそ、完璧なはずよ』と……」

　そこで吹雪は気づいた。

　──完璧なはず、だって？

　どうしてこのプライドの高いお嬢じよう様さまが、『完璧だ』と断言しなかった？

「まさか……きみがあのとき俺を捜さがしていたのは、原稿の出来をチェックしてもらいたかったからなのか？」

「……正解。本当に、冴原くんは頭の回転が速いわね」

「なぜだ？　不安があったなら、どうしてあんなことを言った？」

「そうね。普ふ段だんの私なら言わないセリフだわ。あのときはどうしてもミシェルさんを安心させたかったのよ。だって──あの人は、初めてできた私の物語のファンだもの」

「───っ」

《アタシも、一発でファンになったわ》

　たしかに、ミシェルはそう言っていたが……。

「正直、うれしかったわ。『ハイブリ』を読んで思ったけど、私にあれは書けない。あんな風に流行に乗るのは無理。虎岩大河は、私にない才能を持ってる。そんな作家さんが、私の本を面白いって言ってくれた。けど……」

「あのときミシェルは悩んでいた。だからきみはミシェルを安心させたくて、あんなつよがりを言ったのか？　自分は筆を折ったりしない。その証しよう拠こに、完かん璧ぺきな原稿を上げてきた……と」

「ええ。そうするのが一番いいと思ったの」

「………っ。きみのやったことは正しいのかもしれない。きみのおかげでミシェルは立ち直った。だが──」

「わかってるわ。私がしたことは、作家としては致ち命めい的てきに正しくない」

　美沙の頰ほおに一筋の水すい滴てきが流れた。

　彼女が泣いているのかと吹雪は思ったが、違ちがう。

　雨だ。

　降り出した五月雨さみだれの中で、美沙は続ける。

「私はミシェルさんをはげますことよりも、原稿のクオリティを上げることを優先するべきだったのよ。心を、魂たましいを、命を削けずって、自分のすべてを出し切る。もしこの本が自分の遺作になっても構わない。そういう気持ちで、作品に心血を注ぐべきだった」

「………」

「きっとミシェルさんが言ってた『覚悟』っていうのはそういうことだと思うの。だとしたら、私には覚悟が足りない。──いいえ、足りないのは覚悟だけじゃないわ。私には何もかもが足りない。冴原くんは、副編集長やミシェルさんが私のことをなんて呼んだか憶おぼえてる？」

「……天才」

「そう。自分で認めるのは嫌いやだけど、私って昔から器用だったのよ。がんばれば、大たい抵ていのことはできたわ。新人賞も同じ。自分なりにがんばって、書きたいものを書いたら受賞できた。でも、きっとここからはそれだけじゃ通用しない。私には……目標がない。ただ目の前の原稿を書いているだけ。ミシェルさんみたいに作家を続けていく強い意志も覚悟もない。だから、自分が満足できる原稿を書けないのかも……」

「………」

「ごめんなさい、冴原くん。あなたは私の担当さんなのに、こんなギリギリまで悩みを打ち明けられないで。……ああ。本当に、竜りゆう園えん寺じミサがうらやましいわ。あの子なら、もっと素直にあなたに自分の気持ちを打ち明けて、今の私みたいにならずに済んだのに」

「待て、美沙」

　──この流れは、マズい。

　吹雪の中にある編集者としての部分がそう言っていた。

《私はあなたが原因で筆を折るつもりなんかない》

　美沙はミシェルにそう告げた。

　祓はら島しま沙さ英えは虎岩大河が原因で筆を折るつもりはないのだろう。




　けど、自分自身の甘さが原因で、筆を折るかもしれない。




　ひょっとしたら、そんなことを考えて怯おびえているんじゃないか？

　だって、美沙の身体からだは震ふるえていた。

　初夏の冷たい雨の中で、凍こごえるように。

　──いや、きっと祓島沙英はずっと震えていたんだ。

　二週間前のあの日から。

　自分の決断に納得ができずに……。

　──天才ゆえのコンプレックス、か。

《凡ぼん人じんには凡人の戦い方がある》

　ミシェルはそう言っていた。

　自分が凡人であると自覚していたから、自分の戦い方を見つけられた。

　なら、美沙はどうなんだ？

　今まで彼女は書きたいものを書いてきた。

　流行、ロジック、読者への配はい慮りよもすべて無視して、感覚だけで作品を創ってきた。

　だったら、自分の感さい覚のうに自信をなくした天才は、どうやって戦えばいい？

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　ただはげましたくて、吹雪は担当作家の肩かたを叩たたいた。

　そう、祓島沙英のファンは読ミシ者エルだけじゃない。編集者だって、同じだ。

「冴原くん？」

「ひとまず移動するぞ。今日中には著者校が校正さんから帰ってくるから、明後日あさつての夜までに原稿を完成させなくちゃいけない。風か邪ぜを引いたら大ごとだ」

　吹雪は美沙の手を取って、階下へと続く階段の方に歩く。

　彼女の手はひどく冷たかったが……。

　──逆転の手段はある。

　担当編集である自分は、美沙の不安を解消する方法を知っている。

　だが、その手段を実行するには──覚悟がいる。

　だって、それは──。

「!?」

　考えながら、吹雪が美沙の手を引いて階段を降りようとした瞬しゆん間かんだった。




　唐とう突とつに、美沙がバランスを崩くずした。




　もしかしたら、連日の睡すい眠みん不足で足元がフラついていたのかもしれない。

　急な雨に濡ぬれたせいで、上うわ履ばきが滑すべりやすくなっていたのかもしれない。

　吹雪と同じように原稿のことで頭の中がいっぱいだったのかもしれない。

　彼女は、階段を踏ふみ外した。

「───っ！」

　反射的に、吹雪は美沙の手を引っ張った。

　全体重を使って彼女の身体を支える。

　おかげで美沙の身体を踊おどり場まで引き戻もどすことができたが、その代わりに──。

「冴原くん!?」

　美沙の悲鳴が響ひびいた瞬間、吹雪の身体は階段に激しく打ちつけられた。
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《オレはラノベが大好きです！　諸しよ先せん輩ぱい方に負けないよう、精せい一いつ杯ぱいがんばります!!》

　虚うつろな意識の中。

　思い出したくない記き憶おくがフラッシュバックして、吹雪はまぶたを開けた。

「───っ」

　全身に走った鋭するどい痛みに顔をしかめる。

　──そうだ。

　俺は美沙を庇かばって、階段から落ちて──。




「お兄さ───んっ！」




　だが、そばにいたのは美沙じゃなかった。

　凛りんだ。

　制服姿のいとこは泣きじゃくりながら、叫さけぶ。

「よ、よかったですー！　ひぐっ、うえっ……お兄さんが救急車で病院に担ぎこまれたって連れん絡らくを聞いていざとなったら凛も後をおうしかないとおもったんでずげどやっとめをしゃましてぐれでふええええんっ！」

「落ちつけ凛。俺の質問に答えてくれ。ここは病院か？」

「ああ、そうさ。愚ぐ弟てい」

　凛の後ろにいた鷹たか音ねが声をかけてきたところで、吹雪はようやく自分の身体が病室のベッドに寝ねかされていることに気づいた。

「おまえは階段の最上段から一気に転げ落ちたんだ。命に別状はないが、全身のあちこちにひどい打だ撲ぼくを負って、おまけに額を派手に切った」

「なぜ、副編集長と凛がここに？」

「見舞いに来たに決まっているだろう？　さっきまでは祓島沙英もここにいた。ミシェルも来たがっていたが、こんな姿の幼なじみを見たら動どう揺ようすると思って、私からなつめ荘そうで仕事をするように伝えた」

「こんな姿？」

　吹雪が身体を確認してみると、全身のあちこちに包帯が巻かれていた。

「お、お兄さん！　動いちゃダメです！　お医者さんも最低一週間は入院しなくちゃダメって！　もっと身体を大事にしてください！　いったい何時間眠ねむってたと思ってるんです!?　ほぼ丸一日ですよ!?」

「なっ──」

　その言葉は、階段で転げ落ちたことよりもよっぽどショックだった。

　──丸一日だって？

「今は校こう了りよう時期だ。寝ね不ぶ足そくで疲ひ労ろうが溜たまっていたんだろう」

「なら、今日は十日？　早く帰らないと……美沙の著者校の〆切りは明日の夜で──」

「その必要はない」

　突き放はなすような鷹音の態度に、心が震えた。

　──その必要はない？

　どういう意味だ？

「祓島沙英は著者校作業をできる状態じゃない。それどころか、もう原げん稿こうを書けるかどうかもわからん」

「──何が、あったんです？」

　頭の中で暴れ回る様々な感情を必死に抑えつけながら、吹雪は核かく心しんに踏みこむ。

　鷹音は。

　わずかに苦く悶もんの表情を浮うかべながらも、合理主義な編集者の口調で現実を突きつける。




「彼女は壊こわれた。おそらく作家としてはもう二度と立ち上がれない」







　　　第７話　　リライト







「あんたって、意外とキャラが立ってるわよね」

　なつめ荘の２０３号室。そこで美み沙さが引っ越こしの準備をしていると、閉められたドアの外からミシェルの声が聞こえた。

「どういう意味かしら？」

「別に？　ただ、あんたって見た目はラノベで言うところのクーデレ系お嬢じよう様さまだけど、実は常識人で、オタク知識にとぼしくて、ツッコミキャラで、おまけに割とすぐにヘコんじゃうし」

「関西系ドイツ人さんに言われたくないわ。仕事はいいの？」

「原稿は八月刊まで上がってるわよ。今月刊の作業なんて半年前に完パケしてるし。それより、凛りんからＬＩＮＥで聞いたわ。あんた、吹雪ふぶきの病室で『作家をやめさせてください』って鷹たか姉ねえに直談判したんだって？」

「ええ」

「……なんでそんなことしたの？　二週間前にアタシに『あなたが原因で筆を折るつもりなんかない』って……」

「あなたは何も悪くない。全部、私の覚かく悟ごが足りなかったせいよ。だから、冴さえ原はらくんにあんなひどい怪け我がをさせた」

　吹雪が階段から落ちたときのことを、美沙はしっかり覚えている。

　倒たおれた吹雪はぴくりとも動かなかったし、額の傷からは血が流れていた。

　叫んだ。

　ただ大声で助けを呼ぶことしかできなくて、やってきた教師に救急車の手配をしてもらった。その後は救急車に同乗して、病院に来た鷹たか音ねに事情を説明して、一度なつめ荘に帰った。そして、一晩考えて──。




　さっき、病院で自分の気持ちを副編集長に伝えてきた。




「私は作家をやめる。なつめ荘からも出ていくわ。ごめんなさい、あなたの期待に応えられそうにない」

「もしかして、吹雪を怪我させたことに責任を感じてるの？　きっとあいつは気にしてなんか──」

「あなたはあの現場にいなかったからそんなことが言えるのよっ！　冴原くんが階段から落ちて、血がたくさん出て……ほ、本当に、死んじゃったと思った！　しかも、私をかばったせいで……っ！」

「あー、もう、泣かないでよ。そんなこと言われたら今すぐ病院に行きたくなるじゃない。ま、鷹姉から吹雪が目を覚ましたってメールをもらったから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど。あのターミネーターが簡単に死ぬはずが──」

「冴原くんは機械なんかじゃない！」

「……そうね。今のはアタシが無神経だった。ごめん。でも、冷静に考えて。今のあんたは担当編集を怪我させちゃったことですごく取り乱してる。それとも、あんたにとって吹雪はそこまで大事な人間なわけ？」

「それは……」

　言葉に詰つまった。

　だって竜りゆう園えん寺じ美沙は吹雪との出会いを誰だれにも話したことがない。

「隠かくそうと思ったって無む駄だよ。あんたが自分をヒロインのモデルにして、気になるクラスメイトを主人公のモデルにしたラノベを書いてるかな～りイタい作家だってことはあの社畜予備軍以外は全員とっくに気づいてるもん」

「よ、余計なお世話よっ」

「最近気づいたけど、あんたのペンネームをアルファベットにして並べ替かえると──」

「黙だまりなさい！　冴原くんとは……色々あったの」

「だったら餞せん別べつ代わりに話してよ。面白かったら、作品のネタにしたいし」

「あなたの頭の中も仕事のことばっかりね」

「アタシはプロ作家だもん。お嬢様のくせに常識人のあんたのことだから、無駄に乙おと女めチックでベタなエピソードなんでしょ？　たとえば、ラブレターを送ったとか……」

「………」

　美沙が黙ると、ドアが激しくノックされた。

「ちょ、ちょっと！　マジで!?　あんた、あの吹雪にラブレターを送ったの!?」

「違ちがう。でも、手紙は送ったわ。冴原くんはそのことを完かん璧ぺきに忘れてるみたいだったけれど」

「ひいっ」

「朝早く登校して、冴原くんの下げ駄た箱ばこに入れたのに」

「きゃあああやめてやめてやめてぇ！　何よその甘酸っぱい青春エピソードはぁ！　聞いてるだけで恥はずかしくなるぅ！」

「むしろ私にとっては苦い体験ね……」

「は？」

　不思議そうにするミシェルに、美沙は続ける。

「私は昔から小説を書いてて、高校一年生のときに、どこかの出版社の新人賞に投とう稿こうしようと思ったの。でも、冴原くんのウワサを聞いて」

「ウワサって……どんな？」

「別のクラスに、高校生なのに出版社で大人なみに働いている男子がいるって。だから、作品についてのアドバイスをもらおうと思ったのよ」

「吹雪って中身は低温動物だけど顔はそこそこいいしね」

「か、顔は関係ないわっ。私は純じゆん粋すいに編集者のアドバイスが欲しくて、彼に手紙を書いただけ」

「なんでわざわざ手紙？」

「何を言ってるの？　私は竜園寺美沙よ？　三み咲さき学園に私よりも可愛かわいい女の子なんていない。私から手紙が届いたら、男の子だったらまず舞まい上がってなんでもお願いを聞いてくれるんじゃなくて？　犬のように」

「……まあ、色々言いたいことはあるんだけど、つまりあんたなりに効率的なやり方を選んだわけか」

「ええ。翌日、冴原くんからの返信が私の下駄箱に入ってたわ。でも……」

　美沙は引っ越しの作業をやめて、ドアにもたれかかった。




「三十点だったのよ」




「は？」

「私は『今度、直接会って話を聞いて欲しい』みたいな文面を書いたんだけど、その手紙が添てん削さくされて返ってきたわ」

「………」

「信じられる？　彼は同学年の女の子が書いた手紙に、編集者が作家の原稿にコメントを入れるみたいに『冒ぼう頭とうのインパクトが弱い』『これじゃ書き手の気持ちが読者に伝わらない』『もっと本気を出して書いた方がいい』『文章としては三十点』って赤ペンでダメ出しを入れて、最後に『きみならもっと面白い文章が書けるはずだ』って書いてきたのよ」

「………」

　ミシェルは、しばらく黙っていたが。

「……ぷっ、あははははは！」

「わ、笑わないでちょうだいっ」

「ご、ごめん、我が慢まんしてたんだけど、あまりに吹雪らしくて……あははっ」

「私はものすごくショックだったんだからっ。あんなに低い点数を取ったのは生まれて初めてだったもの」

「あー、あんたって箱入りさまだったか」

「けど、もっとショックだったのは……『もっと本気を出して書いた方がいい』って言葉。たしかに、私はあの手紙を適当に書いた。それを、見み抜ぬかれた」

「………」

「男の子なんて私が頼たのめば簡単に言いなりになるって思ってたけど、冴原くんは違った。私はそれがすごく悔くやしくて、冴原くんに認められたいって思ったの。それで気づいたら……こ、こっそり学園で冴原くんの姿を探すようになって……」

「凛のことを笑えないじゃない」

「うっ」

「作家としてその後の展スト開ーリーを予測してみるけど、あんたのことだから、吹雪がＦフアンタジーＦフアクト文庫の編集者だって知って、ラノベを書くことにしたんじゃない？　で、吹雪を意識しすぎたせいで自分とあいつがラブコメする話を書いちゃった。しかもあの文面からするに、かなりノリノリで」

「そ、それは……」

「おおかた、『私だって素直に冴原くんに甘えたい！』って考えながら書いたんでしょ？　そして、吹雪がいるＦＦ文庫に送った。あいつに自分のことを気づいてもらいたい、そして自分が書いた物語を読んでもらいたい、その一心で……まったく、あんたって一歩間ま違ちがえば完璧にヤン○レ女ね！」

「ヤ、ヤン○レじゃない！　仕方ないでしょう……冴原くんのことを考えてたら、筆が止まらなくなっちゃったのよ……」

「ああ、あんたのことだから何本も投稿作を送って──」

「一作だけ。それで受賞したもの」

「この天才ちゃんがああああああぁ～！」

　くそぅ、アタシなんか十五作目でやっと受賞したのに……と嘆たん息そくするミシェル。

　なんだか彼女の声がやけに近く聞こえるように美沙は感じた。

　彼女も自分と同じように、ドアにもたれかかっているのかもしれなくて……。

「──なつめ荘そうから逃にげるの、祓はら島しま沙さ英え先生？」

「………っ」

「あんた、アタシに勝ちをゆずる気？　そんな甘いことをするなら、あんたが本当に大事にしてるものまで奪うばっちゃうわよ？」

「黙りなさい！　私だって……何度も著者校をしようとしたわよっ！　昨日、入院した冴原くんの代わりに副編集長から著者校の原げん稿こうをもらったもの！　でも、原稿と向き合うと、どうしても思い出すの！」

「………」

「倒れたまま動かない冴原くん……またあんなことが起きるかもって思うと、怖こわくて、身体からだが動かなくなって……作業ができなくて……だから、私は……っ」

　そのとき、美沙のスマホが振しん動どうした。

　思わずディスプレイを見ると、凛からメールが来ていた。

　件名は『お兄さんのがんばりを無駄にしないでください！』。

　そのメールにはファイルが一つ添てん付ぷされていて……。

「甘いわ」

　ファイルを確認する前に、ミシェルが言った。

「あんたは吹雪を……編集者って人種をナメてる」

「……どういう意味？」

「編集者は簡単にあきらめないってこと。作品創りは作家と編集者の戦い。あいつらは出版社の猟い犬ぬよ。しつこく、我が慢まん強く、粘ねばり強く……あいつらは作家の原稿を取りに来る。それが本プ当ロの編集者。だから、吹雪は……あんたの担当さんは──」




「──ちゃんと、あんたと向き合ってくれるはずよ」




「！」

　そこで、美沙のスマホが再び振動した。

　吹雪からメールが来た。

　目を覚ましたということは、もう鷹音からは事情を聞いたはずなのに……。

　──どうして？

　自分を引き留めるつもりなのだろうか？

　やっぱり作家をやめると言ったことを怒おこられるのだろうか？

　もしくはボロボロにけなされた後で、心の底から軽けい蔑べつされるのだろうか？

「───っ」

　──そんなの、嫌いやだっ。

　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ！　誰だれか、助けて……！

　想像しただけで涙なみだが止まらなかった。

　吹雪に嫌きらわれたくなかった。

　自分たちは一ヵ月間、このなつめ荘で一いつ緒しよに暮らして、作品を創ってきたのに……。

「ねえ、どうかしたの？」

「！」

　ミシェルに呼びかけられて、今さっき彼女に言われたことを思い出した。

　──冴原くんなら、私と向き合ってくれるかもしれない。

　かすかな希望だけを頼たよりに、美沙は震ふるえる指先でメールを開かい封ふうした。

　すると、そこには──。





　お世話になっております、ＦＦ文庫の冴原です。

　著者校の件ですが、改かい稿こうプランを思いつきました。

　本文の三分の一を書き直しましょう。

　絶対にその方が面白くなります。

　今、病院を出てなつめ荘に向かっているので、詳くわしくは会ってから話しましょう。

　よろしくお願いいたします。m（[image: ＿]　[image: ＿]）m
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「冴原吹雪ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　吹雪がタクシーから降りた瞬しゆん間かん、すさまじい怒ど声せいが聞こえた。

　美沙だ。

　いつもの黒スーツ姿の吹雪は、なつめ荘の前に停まったタクシーの運転手に料金を払はらって、きっちり領収書をもらい、逃げるように走り去るタクシーを見送ってから。

「何をしている？」

「それはこっちのセリフよぉ───っ！　あなたはどれだけクールでドライなのっ!?　この状じよう況きようで仕事のメールを送るなんて！　信じられない信じられない信じられない！　この社畜予備軍！　ラブコメ中毒！　出版社の犬！　ブラックアルバイターっ！　だいたいこのふざけた顔文字は何っ!?」

「シリアスなムードをなごませるために、獅し子し原はらさんを見習ってみた」

「あのメガネビッチをマネするヒマがあったら安静にしてなさいよおおおおお～っ！」

　ビシッと見事なツッコミをキメる美沙。

　──よかった。

　思ったより元気そうだ。

「仕方ないだろう。もう〆切りまで時間がない」

「だからって退院していいわけないじゃない！　そんなにボロボロなのに！　凛ちゃんと副編集長はどうして止めなかったの!?」

「止められたが、振り切った」

「えっ……」

「どうしてもきみに会いたかった。作品創りは、作家と編集者の戦いだ。さあ──打ち合わせの時間だ」

　なつめ荘の前。

　自分たち以外誰もいない場所で吹雪が宣戦布告すると、美沙は絶句していた。

「……ミシェルさんの言う通りね。私は編集者をナメてたみたい……」

「なんの話だ？」

「こっちの話よ！　いいわ！　こうなったらあなたの言う通り打ち合わせをしてあげる！　でもどうして三分の一もボツにするの!?」

「きみも原稿に満足がいかないと言っていただろう？　この原稿はもっと面白くできる。だからラストシーンまでの流れを変えよう」

　鷹音から『彼女は壊こわれた』と言われたとき、吹雪はそのセリフを完璧に無視して、自分のタブレットに保存されていた『どらデレ！』の原稿を読み返したが……。




　──やはり、覚かく悟ごを決めて改リラ稿イトするしかない。




『どらデレ！』のクライマックスは、魔ま力りよくが暴走してしまったヒロインを主人公が止めるシーン。

　世界すら滅ほろぼすミサの力が暴走してしまうが、ユキトは彼女にキスをして正気に戻もどす。

　王道的でよかったが、美沙が言う通りだった。

《クライマックスの盛り上がりが足りない気がする》

「具体的な改稿案はあるの？」

「ない。一緒に考えてくれ」

「なっ……あなた何を言ってるかわかってるの!?　そんなのムチャクチャで……！」

「聞いてくれ。今以上に面白いラストシーンを考えれば、この作品は間違いなくよくなって、売れる。けど──それには、編集者である俺の力だけじゃ足りない。作者であるきみの力も必要なんだ」

「……どうして、そんなことを言うの？　私は作家をやめるって言ったのに。副編集長もそれを了りよう承しようして──」

「きみが作家をやめなくてもいいように、副編集長を説得した」

「えっ……」

「本当だ。病室で原稿を読んだ後、副編集長と話し合ったんだ」

「あなたのお姉さんはすごく厳格な人でしょう？　なのに、どうやって……あっ」

　そこで、美沙が何かを思い出したようにスマホを見つめた。

　思わず吹雪も覗のぞきこむと、凛から届いたメールが画面に映っていた。

　件名は『お兄さんのがんばりを無む駄だにしないでください！』で、音声ファイルが一つ添付されていて……。

　──まさか、あのブラコンストーカー……！

「や、やめろ、美沙。そのファイルを再生するなっ」

「えっ、どうしてかしら？」

「いや、それは、俺にとってかなり都合が悪いもので……」

「──へぇ」

　このときの美沙の顔を、吹雪は生しよう涯がい忘れないだろう。

　彼女は凄せい絶ぜつに笑った。

　きっといきなり無茶な改稿指示を喰らったのがかなりトサカに来ていたに違ちがいない。

「えい」

「あっ」

　音声が再生される。

　瞬間、スピーカーからあふれ出したのは、




《──頼む、姉さん！》




　吹雪の声だった。

　ストーカー気質な凛が、病室でスマホを使って録音していたんだろう。




《ここは病室だぞ？　静かにしろ、愚ぐ弟てい。それとも昔を思い出したか？》

《前に『上司に意見するなら冷静に利点を並べるだけじゃなくて熱意を見せろ』って言ったのは姉さんだ！　オレの話を聞いてくれ！　美沙はオレが怪け我がしたせいで混乱してるんだ！　だから作家をやめるなんて言っちまった！》

《それだけじゃない。おそらくだが、あの子は今回の件で何らかの傷を負った。だから原げん稿こうを書けなくなったんだ》

《だとしたら担当編集のオレが支えてみせる！　お願いだ！　あいつの本を出させてくれ！　姉さんだってあいつの原稿を読んだだろ!?　心が震えるくらいに面白かったはずだ！　これなら売れるって胸が高鳴ったはずだ！》

《一巻目は出すさ。少しでも宣伝費を回収したいし、その方が効率的だからな。だが、そこで終わりだ。書けなくなった作家をいつまでもかばうほど、出版社は甘くない》

《姉さん！》

《私は副編集長だぞ。いくら仕事ができても、おまえはバイトだ。私に刃は向むかう勇気と覚悟があるのか？》

《………っ》




「──なに、これ？」

　音声が途と切ぎれた瞬間、美沙が呆ぼう然ぜんとした様子で言った。

「これ、冴原くんなの？　う、噓うそよ！　普ふ段だんと全然違うじゃない！　あなたがこんなに熱く叫さけぶなんて……！」

「──昔の俺は、こういうヤツだったんだ」

　観念して、吹雪は打ち明けた。




　そう、昔の冴原吹雪はひどく青くさいヤツだった。




　初めて編集部に行ったとき、自己紹しよう介かいで『オレはラノベが大好きです！　諸しよ先せん輩ぱい方に負けないよう、精せい一いつ杯ぱいがんばります!!』と叫んでしまったことをよく憶おぼえている。

　けど……。

「……ねぇ。こんなに熱血な性格だった冴原くんが、今みたいになった原因って……」

「獅子原さんだ」

「あのメガネビッチはあなたに何をしたっていうの!?」

「胃が痛くなるから思い出させないでくれ。それより俺は昔の青くさい自分が好きじゃないんだ。だから、音声を切って──」




《ああ、そうだ！　オレは祓島沙英って作家が大好きだっ！》




　吹雪が言いかけた瞬間、その場の沈ちん黙もくが破られた。

《オレはあいつの物語を愛してる！　オレはあいつとなら心中しても構わない！　オレは読者が『この作品と出合えてよかった！』って心から叫んでくれる本を創るために、毎日毎日バカみたいに仕事してる！　祓島沙英もそうだ！　オレたちを信じてくれ！　オレとあいつなら絶対に面白くて、売れる本を出すことができる！》

《愚弟。ならば、なぜ凛を病室の外に出さない？　おまえと二人きりになれば、ひょっとしたら私は──》

《それじゃ意味がねえだろ！　今のオレたちは部下と上司だ！　今この場に家族の情を持ちこんじゃいけないってことはオレにだってわかる！　オレは姉さんに副編集長として話を聞いてもらいたいんだ！　作家にこんな交こう渉しようはできない！　上司にかみつくのは、オレたち編集者の仕事だ！　オレは……あいつと一いつ緒しよに読者に最高の本を届けたいんだっ！》

《………っ》

《聞いてくれ姉さん！　傷を負ったとしても、あいつは絶対に這はい上がってくる！　一番近くで見てきたオレにはわかる！　あいつは作家だ！　姉さんだってあいつの執しつ筆ぴつ風景を見たはずだろ!?　あんなに熱心に物語を書くあいつが、作家をやめられると思うか!?　姉さんの目は節穴じゃない！　本当はわかってるんだろ!?　誰だれかが美沙を支えることができれば、あいつは必ず著者校をやり遂とげる！　続刊を書き続ける！　あいつを支えるのは、担当編集であるオレの役目だ！　だからせめてあと一日だけ待ってくれ！　それだけあればオレがあいつを説得する！　結果を出してみせる！　だって、オレたちは──》




《──一緒に最高の本を創るって、約束したんだっ！》




　瞬しゆん間かん、美沙が停止ボタンを押した。

「……どういうこと？　約束って……」

「それは──」

「前にも言ったわよね？　私は獅子原さんから『一緒に最高の本を作りましょう！』ってメールをもらって、それで作家になる覚悟を決めることができたって。もしかして、あのメールを送ったのは……」

「──俺だ」

「……代筆、したの？」

「……すまない」

　罪悪感はあった。

　だが、獅子原に新人への最初のメールを送らせるのは不安で仕方がなかったのだ。

　鷹音に相談してみたら、「愚弟の気持ちはかなり理解できるし、私がおまえの立場なら間ま違ちがいなく代筆する」とアドバイスをもらって……。

「待って。私はあのメールを見て作家になる覚悟を決めたのよ？　でも、あのメールの文面は……」

「俺が考えた。『一緒に最高の本を作りましょう！』っていうのは、俺の本心だ」

「冴原くん……」

　なつめ荘そうの前で、吹雪は美沙と見つめ合ったまま動けなかった。

　どれくらい時間が経ったのか。

　ゆっくりと、美沙が桜色の口くち唇びるを動かす。

「また再生ボタンを押したら、何が聞こえる？」

「俺がひたすら副編集長を説得して、最終的に納得させる。あの人は合理主義だが、冷静に利点だけを言っても動かない。俺の熱意を全部伝えるには、昔みたいに本気で叫ぶしかなかったんだ」

「でも……本当に、著者校に付き合ってくれるの？」

「もちろんだ」

「改かい稿こうプランもまだ思いついてないのに？」

「……自分でも、きみにかなり無茶なことを言ってると思う。気休めになるかはわからないが、無事に本が出たら俺に何をしてもいい。いっそのこと思いっきりぶん殴なぐってくれても構わない。だから……」

「ダメよ」

　美沙は首を振ふった。

　容よう赦しやのない拒きよ絶ぜつに、吹雪は目の前が真っ暗になりかけたが──。




「『本が出たら』じゃダメよ。そこは『重版が決まったら』にしなくちゃ」




　美沙は、不敵に微笑ほほえんだ。

「一緒に最高の本を作りましょう、担当さん？」

「………っ。いいのか？」

「ええ。あなたは私を信しん頼らいして、改稿指示をくれた。私ならもっとこの原稿を面白くできると思って、勇気を振り絞しぼって副編集長を説得してくれた。だから、私も覚かく悟ごを決めて戦うわ。言ったでしょう？　私は──」

「誰かに負けるのが大きらい、か」

「──さすがね、担当さん。私のことをよくわかってるわ。私はプレッシャーにも、ミシェルさんにも、他のどの作家にも、誰にも負けない本を書く。もちろん、あなたの無茶な改稿指示にも負けない。思い出したのよ。私が作家になりたかった理由。私は──」




「──ずっと、あなたに認めてもらいたかった」




「読者あなたから、はなまるの一〇〇点をもらいたかったのよ」

「美沙……」

「覚悟しててね？　あなたの口から『面白かったです！　ありがとうございます！』って言わせてあげる。そのためなら、命や魂たましいだって削けずる。あなたに私のことを認めさせるためなら、どんな手段も選ばない。ただ書きたいものを探して、書く。それが私の戦い方よ」

「──ありがとう」

「こちらこそ、本当にありがとう。学園で私のことを助けてくれて」

　美沙は笑顔でお礼を言ってきた。

　だが、まだ終わりじゃない。

　むしろこれでようやく始まった。

　著者校作業──原稿の三分の一を明日の夜までにリライトするという修しゆ羅ら場ばが。

「時間がない。今から改稿プランを考えて……」

「それならたった今思いついたわ。あなたのおかげで」

「──は？」

「『どらデレ！』の主人公は最後まで冷静に、あくまでクールにヒロインを助けたけど、さっきの冴原くんみたいに──」

「待て、やめろ、聞きたくない」

「青春っぽくて恥はずかしいセリフを叫ばせたら、すごく盛り上がるわ！　うふふふふバカね私はどうしてこの展開を思いつかなかったのかしら！」

「うれしそうに叫ぶな！　やめてくれ！　俺は昔の青くさい自分が大きらいなんだ！」

「物語的には面白いでしょう？　昔を思い出すのは死ぬほど恥ずかしいみたいだけど、仕事だから我が慢まんして」

「はははははきみは本当にいい性格をしているなぁ！」

「ふふっ。ありがとう。けど、問題はまだあるわ。実は私……原げん稿こうが書けなくて。書こうとすると、どうしてもあなたが倒たおれたときの映像が浮うかぶの。……本当にごめんなさい。あなたは私のせいで怪け我がをして……」

「気にするな。怪我の功名という言葉もある。こうして怪我をした経験も、あとで何かの役に──」

　そこで吹雪はハッとした。

　──そうか。

　怪我の功名だ。

「どうしたの？　もしかして、何か思いついた？」

「ああ。だが、これは改稿プランの方で……」

「教えて。私の問題を解決するきっかけになるかもしれない」

　美沙の言葉に押されるように、吹雪は「わかった」とうなずいてから、告げる。




「主人公を、もっと追いこむ」




「えっ……」

「クライマックスのシーンだ。暴走したミサを止めるためにユキトはある程度の傷を負うが、これじゃ甘い。もっとボロボロにしよう。その方が盛り上がるし、ユキトとミサが助かったときのカタルシスも大きくなるはずだ」

「あなた、まさか……」

「俺たちの経験を物語に活かす。怪我を負ったユキトの描びよう写しやについては、俺にどんどん取材してくれ。今の俺ならリアルな意見を言えるはずだ」

「そ、そんな、メチャクチャな……！」

「きみは俺が怪我をして、悲しかったか？　俺が生きていてうれしいか？」

「当たり前でしょうっ！」

「だったらその感情を作品に活かしてくれ。辛つらさも喜びも全部だ。命と魂を削りながら自分の経験すべてを、作品を面白くするための血肉にする。それが、プロ作家だ」

「───っ！」

　美沙は、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「あなたって、やっぱりどうかしてるわ」

「自覚してる。だが、今はこれしか方法が……」

「ノープロブレムよ。残念ながら、どうかしてるのは私も一緒みたい。たった今──ギアが入ったわ」

　彼女の声は、始まりを告げるベルのように聴こえた。

　祓島沙英の鬼き気き迫せまる執筆作業。

　再びあの怒ど濤とうの独ア唱リ曲アを始めるための、高らかな開幕宣言。

「すぐに私の部屋で作業を始めましょう。今ならすごく面白い原稿を書けそうな気がするの。〆切りは明日の夜。今夜は徹てつ夜やになるわね。三分の一を改稿したら、全体のバランスも整えなくちゃいけないし、作業はギリギリまでかかりそう」

「だが、きみが負った傷は──」

「大だい丈じよう夫ぶ。あなたと話してたら、悩なやんでた自分がバカらしくなっちゃった」

「は？」

「だって、あなたって殺したって死にそうにないし」

「………」

「ミシェルさんが正しかったわ。冴原くんはターミネーターよ。少しでも面白くて、少しでも売れる本を創ることしか考えていないお仕事ロボット。階段から落ちたくらいで死ぬわけがないじゃない。ちゃんと溶よう鉱こう炉ろに落としてあげなくちゃ」

「……きみ、色々とひどいことを言っているぞ？」

「うふふ。できたてホヤホヤの私のトラウマを作品に活かそうとするあなたよりはマシじゃないかしら？」

「──本当に、大丈夫か？」

「もちろんよ。だって──」

　美沙は吹雪の手をぎゅっと握りしめながら、歌うように言葉を紡つむぐ。

「もし執しつ筆ぴつ中に私が怖こわくて震ふるえそうになったら、あなたが支えてくれるんでしょう？　担当さん」







　　　第８話　　ＳＴＡＲＴ!!







「かんぱぁ────────い！」

　なつめ荘そうのダイニングで、ミシェルは手に持ったコップをかかげた。

　テーブルにはじゅうじゅうと音を立てる大型ホットプレート。さらにはまたまたミシェルが用意した高級食材の数々。

　今日は、五月三十一日。

　ＦフアンタジーＦフアクト文庫の五月刊の発売日である。

　結局、吹雪ふぶきと美み沙さは〆切りギリギリで著者校を完成させた。その後、吹雪が改めて原稿をチェックし、校こう了りよう。

　イラスト位置指定や、パッケージデザイン、各種レイアウトなどは獅し子し原はらに任せていたが、コスプレ衣装を自作するだけあってか、やはり獅子原にはデザインのセンスがあり、イラストのクオリティも高かった。

　入念にチェックした後で原稿を印刷所に発送。

　その後、白焼きと呼ばれる原稿の最終チェックや、イラストの色校正紙で色合いの確認をして……すべての作業が無事に終しゆう了りよう。

　そして、『どらデレ！』一巻が無事発売。

　作家と編集の努力が実を結んだのか、ネットをのぞくと、




『頭大だい丈じよう夫ぶかよこの作者！　ヒロインデレすぎだろ！』

『ラブコメとしてはすごくよかった。だが、七年ぶりの大賞としてはどうなんだ？』

『超ちよう面白かったです！　次巻も絶対に買います！』




　もちろん批判もあるものの、読者の評判は今のところ上々なのだが……。

「祝！　『ハイブリ』最新刊の発売日即そく重版決定ぃ！　吹雪の怪我も大分治ったし、いっぱい食べて遊んで騒さわぎましょ！　今日はアタシがお好み焼き作ってあげる！」

「あら。私だって即重版がかかったわよ。これで勝負は引き分け……じゃないわ。重版部数は私の方が多いもの」

「はん！　何を言ってるの？　新人のデビュー作とアニメ化作家の続刊じゃ初版部数が全然違ちがうじゃない。累るい計けい部数ならアタシの勝ちよ！」

「ところで、どうして発売日に重版がかかるの？」

「ふふーん、そんなことも知らないの、美沙？　レーベルによっては早売りってものがあるのよ。いわば発売日前に本屋に新刊が並ぶことね。その期間の売り上げがすごくよければ、発売日に重版がかかるわけで……」

「ミシェルさん、いつの間にか美沙さんを名前で呼ぶようになりましたよねー」

「なっ」

「学園でも『美沙。一いつ緒しよにお昼食べるデス』って誘さそってくれるようになったわ」

「中等部でもウワサになってます！　三み咲さき学園二大ぼっち美女がタッグ結成って！」

「う、うっさい！　コイツが学園でぼっちだから、仕方なくアタシが一緒にゴハンを食べてあげてるんじゃない！」

　なつめ荘のダイニングテーブルを囲むメンツは、美沙、ミシェル、凛りん、吹雪の四人。

　顔ぶれは一ヵ月前のパーティーと同じだが、美沙とミシェルの距きよ離りは明らかに縮まった。

　──なんだかんだで、いい作ラ家イ仲バ間ルになれたな。

　二人がなつめ荘を出ていかずに済んだことに吹雪は安あん堵どした。

　彼女たちは真逆の才能を持った作家だが、きっと切せつ磋さ琢たく磨まする関係に……。

「ふふっ。自分の本が発売されるってこんなにうれしいことなのね。裸はだかランドセル先生のイラストもすごく可愛かわいいし……あら？　この帯に書かれたコメントは何かしら？　『憎にくらしいくらいに面白かった！　ｂｙ虎とら岩いわ大たい河が』」

「あんたそれ見せつけるの何度目よぉ!?　仕方ないでしょ！　獅子原に『わたしが作ったコスプレ衣装のレンタル料として帯に応おう援えんコメントを書いて！』って言われたんだもん！　じゃなきゃ誰だれがあんたにコメントなんか！」

「言ったわね、先せん輩ぱい？」

「文句あるの、新人！」

　まあ、二人のやり取りは切磋琢磨というよりマシンガンの撃うち合いに近い気もするが。

　苦笑しながら吹雪は怪我のリハビリもかねてミシェルが作ったお好み焼きを切り分ける。

「お兄さん？　凛が食べさせてあげましょうか？　怪我もまだ辛つらいでしょうし」

「ちょっと凛！　このお好み焼きを作ったのはアタシよ！　だから、アタシが吹雪に食べさせるもん！」

「二人って、仲がいいわよね」

「当然です！　同じ鷹たか音ねお姉ちゃんの担当作家同士ですし、凛もいつかミシェルさんのライバルになりたいですからー！」

「えっ……」

「美沙さんみたいに、ミシェルさんに認めてもらえるようにがんばりますー！」

「り、凛、あんた……ひぐっ」

「うわっ、なんで涙なみだぐんでるんですか？」

「ううん、ただ、あんたってブラコンストーカーでエロ小説ばっかり書いてるどうしようもない変態だけど、実はすごくいいヤツだなぁって……うえええんっ」

「それ、褒ほめてるんですかー？」

　苦笑する凛だったが、たぶんミシェルはうれしいんだろう。

《今は仲良くできるけど、凛がデビューしたら……嫌きらいになっちゃうかも》

　ミシェルはそう言っていたが、本当は嫌いになんかなりたくない。

　凛もそれをわかっている。

　だから、ミシェルや美沙の作ラ家イ仲バ間ルになろうとしてるのだ。

　ただ……。

「凛がプロになるのを待ってるわ。ま、アタシは鷹姉の担当作家じゃなくなったけど」

　ミシェルはお好み焼きを食べながら、告げる。




「だってアタシ、今日から吹雪の担当作家になったから」




　沈ちん黙もく。

　ミシェルの爆ばく弾だん発言に、ダイニングを静せい寂じやくが支配したが、

「なつめ荘会議～！」

　美沙が高らかに声を上げ、吹雪と凛を引っ張ってダイニングの隅すみに移動。

（冴さえ原はらくん。今すぐ吐はきなさい。これはどういうことかしら？）

（詳くわしく教えて欲しいですー？）

（二人とも、目が怖いぞ。たしかにミシェルは俺と獅子原さんの担当作家になったが）

　吹雪だってこの話は昨日鷹音から聞いたのだ。

　なんでも多た忙ぼうすぎる鷹音は、少し前に編集長から担当作家の誰かを他の編集者に割り振るように言われていたらしい。

《最近の私は多忙すぎてさすがに疲つかれているんだぞぉ》

　思えば、吹雪に疲れた身体からだをマッサージさせたときも鷹音はそう言っていた。

　そこで白羽の矢が立ったのが、虎岩大河。

　彼女は筆も速いし、〆切りを一度も破ったことがない優良物件。

《鷹姉もアタシが一人ぼっちなことを心配してるみたい》

　ミシェルが言った通り、作家仲間がいないことを心配していたようだが、今回の一件でその懸け念ねんも消えた。

　──いや、正確には懸念を消すために、今回の一件を計画したのか。

　鷹音ならきっとこう答えるだろう。

　この方が効率的だろう？　と。

　やはり鷹音は底知れない。

　けど──だからこそ、挑いどむ価値がある。

「えへへ。そういうわけで、これからよろしくね吹雪？　ぶっちゃけ獅子原と仕事するのはすっごい不安だから、頼たよりにしてるわよ？」

「ミシェルとタッグを組むのは子供のころ以来か」

「あはは、懐なつかしい。リトルで野球をやってたころは、アタシがピッチャーであんたがキャッチャーだったもんね。あのころみたいに、アタシをリードしてくれる？」

「ああ。きみは力いっぱい原稿ボールを投げこんでくれ」

「うん！　ありがと、吹雪！」

「……なんだかんだ言って、幼なじみって厄やつ介かいよね」

「うええええんひどいですー！　凛だけお兄さんの担当作家じゃないなんてー！」

「あんたは鷹姉のもとで修行しろってことよ！　アタシたちのライバルになりたいんならさっさとプロになりなさい！」

「ミシェルさん。お兄さんドルを十枚払はらいますので、担当さんをトレードしません？」

「何よお兄さんドルって」

「お兄さんの秘蔵写真に決まってますー！　今ならお兄さんが鷹音お姉ちゃんを説得するために昔の熱血モードに戻もどった音声もセットです！」

「えっ、うそ!?　吹雪が昔みたいに叫さけんだってこと!?　獅子原に心をぶっ壊こわされてから、そんなこと一度もなかったのに！」

「お兄さんが昔に戻ったことを知らなかったんですか？」

「うっ……し、仕方ないでしょ。あのときは美沙と吹雪だけで話すべきだと思ったから、外に出ていかなかったし……で、でも！　その音声はすっごい欲しい！」

　早速担当作家が不ふ穏おんな行動をしている。

　昔の青くさい自分が嫌いな吹雪は二人を止めようとしたが、

（冴原くん）

　ちょんちょんと美沙に背中をつつかれた。

　振り向くと、彼女は小声で。

（忘れてないでしょうね？）

（プールの件か？　そういえばまだ行ってなかったな）

（もちろんプールには二人きりで行くわ。でも、今話してるのは、私があなたに頼たのんだラブコメの勉強の件。最初に言ったでしょう？）

（もちろんそっちも憶おぼえている）

《デビュー作が発売される五月三十一日までの間でいいから、私に協力して》

　たしかに美沙はそう言っていた。

　そして、今日は五月三十一日だ。

（……どうするんですか、ユキト様？）

　ヒロインの口調で、美沙は不安そうに訊たずねてきた。

　素直になった担当作家に、吹雪は即そく答とうする。

（きみがよければ、もっときみにラブコメを教えたい）

（えっ、そ、それって、まさか……！）

（その方が効率的に仕事が進むからな）

（………）

（『どらデレ！』は売り上げも評判もかなりいい。これならメディアミックスも十分期待できる。だからきみには続刊を書いてもらわなくちゃいけない。そのためなら俺はなんだって……ん？　なぜ不満そうに口くち唇びるを尖とがらせる？）

（いいえ。私はこれっぽっちも怒おこってなんかないわ）

（……どう見てもそうは思えないが？）

（うふふっ。そんなわけないじゃない。むしろ今後の目標がはっきりできてよかったわ。私は誰かに負けるのが大きらい。だから、もっと『どらデレ！』を大きくする。続刊出版、コミカライズ、ドラマＣＤ、アニメ化……もっともっと、あなたに私を認めさせてあげる）

（ああ。俺もきみと一緒に戦う。それが副編集長を超えることにもつながる）

（それでこそ私の担当さん。ところで冴原くん？　あなた、私に改かい稿こう指示をくれたときに言ったことを憶えている？）

（──もちろんだ）

《気休めになるかはわからないが、無事に本が出たら俺に何をしてもいい。いっそのこと思いっきりぶん殴なぐってくれても構わない》

《『本が出たら』じゃダメよ。そこは『重版が決まったら』にしなくちゃ》

　美沙はあの約束のことを言っているんだろう。

『どらデレ！』は無事に重版がかかった。

　だったら……。

（俺は一度言ったことは曲げない。だから、俺はきみに何をされようと──）

　そこで、吹雪は口唇を塞ふさがれた。




　いきなり、美沙がキスをしてきたのだ。




　やわらかくて、ほんのり熱くて、かすかに甘い口唇の感かん触しよく。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけキスをした後で。

　美沙は照れくさそうに頰ほおを染めながらも、悪戯いたずらっぽくちょこっと舌を出して微笑ほほえんだ。




「これで許してあげるわ。殴られるよりも、効いたでしょ？」




　物語のヒロインを演じてるわけでもないのに、彼女の本音が伝わってきた気がした。

「──いや、」

　こんなシーンは作中になかったぞ？　と吹雪はツッコミを入れたかったが、事態はそれどころじゃなかった。



















「なにしてんねんあんたらああああああぁ!?」




　まずは叫んだのは幼なじみだった。

「ふ、二人でブツブツ話してたとおもーたら、い、いいいいきなり、きしゅ……！」

「お、落ちつけミシェル」

「そんなん無理に決まってるやん！　答えて吹雪！　あんたはウチの担当編集やろ!?　せやのになんであんなことしたんっ!?」

「いや、あれは──」




「ミ、ミシェルさんの言う通りですー！」




　次に叫んだのは、凛。

　いとこは美沙に詰つめよる。

「美沙さん！　どういうことですかー！」

「私と冴原くんだけの秘密よ」

「お、大人の余よ裕ゆうですー！　ミシェルさんにはない大人の魅み力りよくがありますー！　あっ、でも、凛が美沙さんとキスをすればお兄さんとかかかか間接ちゅー……！」

「落ちついて、凛ちゃん。あれは──」




「まったく。おまえたちは相変わらず騒さわがしいな、愚ぐ弟てい」




　美沙が弁解しかけたところで、新しい声がダイニングに響ひびいた。

　帰ってきたのは、鷹音と……。

「わたしだよ！」

「獅子原さん？　どうしてここに？」

「前にＬＩＮＥしたでしょ吹雪くん！　美沙ちゃんの入居祝いにシャンパン持ってくって！」

「……私、なつめ荘そうに住んでからもう一ヵ月以上たつんだけど」

「祝うのが遅おそすぎますー」

「……あ、あはは、これがアタシの新しい担当編集……デスかぁ……」

「あれぇ!?　みんなリアクションがひどいよ!?　わたしだって『どらデレ！』のイラスト関係はがんばったし、経費じゃ落ちないって言われたからお給料でシャンパン買ったのに！　おまけにワインも！」

「コイツらは酒が飲めんぞ」

「だったら鷹音ちゃんも飲んで！　あっ、でも鷹音ちゃんってワイングラスが似合う顔してる割りに、すぐに酔よい潰つぶれ──」

「その赤ワインは一人で飲め。私がお酌しやくしてやる」

「ふぇええええまさかのアルハラぁああああっ!?」

　上司の横暴だよこれえええっ！　と叫ぶ獅子原に、鷹音はぐびぐびと赤ワインをラッパ飲みさせていた。

　──ああ、深夜の編集部でよく見る光景だ。

　獅子原は去年の出版社の忘年会で、大おお相撲ずもうで優勝した力士が飲むような特大の盃さかずきに注がれた日本酒を丸々飲み干していた。

　彼女のウワバミっぷりを知っている吹雪は落ちついていたが、

「副編集長。やるならもっと時間をかけてじっくりやりましょう」

「み、美沙さんが黒い！　ブラック無糖ですー！」

「あんた、やっぱりヤン○レ……！」

「違ちがうわ。ただ私はあんなに可愛かわい……ううん、熱血高校生だった冴原くんを今みたいな冷血社畜予備軍に魔ま改造したこの人が血ワインの海に沈しずめばいいなぁってうふふふふっ」

　編集者二人のやり取りを見て、にぎやかに騒ぎ出す作家たち。

　竜りゆう園えん寺じ美沙。

　ミシェル・メッサーシュミット。

　百ゆ合り鴎かもめ凛。

　それぞれ立場も別で、まったく違ちがう個性を持った、物語の紡つむぎ手たち。




　──作家には変人が多い。




　編集者である吹雪の中で、その認識は変わらないが……。

「それぞれ違う才能を持った作家が競い合うからこそ、面白い本が生まれるのかもな」




　そうつぶやいてから──吹雪は、微笑んだ。




　思えば、今日の打ち上げは自分が昔みたいに熱く叫さけんだこともあって開かい催さいできたのだ。

　正直昔の自分は好きじゃないが、これならときどき昔を思い出すのも──。

「あっ、吹雪くんが笑った！」

「えええええええええっ!?　そんなのありえない……デスぅ！　いつも無表情で、そこらのクール系ヒロインよりもよっぽど笑わないあの吹雪がっ!?」

「今世紀最大のシャッターチャンスを逃のがしましたー！」

「ユ、ユキ……いや、愚弟。もう一度笑え。おまえの笑顔は姉である私ですらしばらく見ていないぞ？」

「冴原くん！　あなたは私の担当さんでしょう！　作品の参考にしたいから、もう一回笑って！　お願い！」

　──いや、やっぱり昔を思い出すのはよくないかもしれない。

　ひどくにぎやかで楽しい夜の中。

　詰めよってくる彼女たちを見ながら、吹雪はやれやれといつものポーカーフェイスのままで、苦笑した。




［五月三十一日　新刊発売＆即そく重版決定。──次巻執しつ筆ぴつ作業、開始！］







　　　あとがき







　はじめまして、あさのハジメです。

　富ふ士じ見みファンタジア文庫さんで本を出させていただくのは、これが初めてになります。

　突とつ然ぜんですが、この本には『獅し子し原はらましろ』というなかなかエクストリームな編集者が登場します。彼女についてのエピソードを一つあげると、企き画かく会議に出すための企画書プロツトに書いた紹しよう介かい文が「深夜の編集部で泥でい酔すいし編集長のデスクの上でタップダンスをするなど、社会人として問題がある」だけでした。

「……大だい丈じよう夫ぶかこの紹介文？　吹雪ふぶきや美み沙さはこれの十倍の文量があるのに……」と不安だったのですが、無事に企画会議を突とつ破ぱ。そのときに担当さんが言ったセリフが、

「企画会議で獅子原さんが一番人気ありました！」

　……大丈夫かこのレーベル!?　ロックです……心が広いです……聞いたところによると、富士見ファンタジア文庫さんが創設されたのは１９８８年……つまり自分と同い年……このレーベルで本を出すことはもはや運命だったのか!?

　そんなことを思ったり思わなかったりしながら、原げん稿こうを書くのはとても楽しかったです。そして、この本が完成したのは自分だけの力ではありません。

　この本を創るために尽じん力りよくしてくださった、担当の村主すぐりさん。

　素晴らしいイラストで作品を華やかに彩ってくださった、６Ｕ☆先生。

　富士見ファンタジア文庫さんで書くきっかけをくださった、Ｍ先生。

　デザインを担当して下さったムシカゴグラフィクスの皆様、校正様、編集部の皆様、書店員様、この本に関わってくださったスタッフの方々、誠にありがとうございました！

　このレーベルで自分は新人同然。そういえば新人のころの自分はどんなヤツだったんだ？　と、当時のコメントを読み返すと『「面白い物語を書きたい」という志を忘れずに、頂いたチャンスを無む駄だにしないよう精せい一いつ杯ぱい精進していきたいと思います』とありました。

　……わ、若い……さすが二十一歳……やる気満々だなおまえ！

　けど、言ってることは何一つ間ま違ちがってない。作家を八年続けた今でもそう思います。

　自分は『初志貫かん徹てつ』という言葉が好きで、ペンネームの『ハジメ』もそこから取りました。名前の通り、新人のころの志を忘れず、これからも面白い物語を書くために精一杯精進していきますので、どうぞよろしくお願いします！
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あさのハジメ

●あさのはじめ



第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて、最優秀賞を受賞。その後、『まよチキ！』でデビュー。

この本にはぶっ飛んだ編集者が登場します。ちなみに自分が体験したぶっ飛んだ話は、知り合いの編集さんと道を歩いていたら、突然その方が道端を指さして「そこに電柱があるじゃないですか！　朝六時くらいになると、よく××社の編集さんが寝てます！　電柱の下で！」と叫んだことでした。「編集さんも大変だ……」と思うのと同時に「編集者が出る本を書くことになったらネタにしよう！」と思って、今にいたります。


















カバー・口絵・本文イラスト／６Ｕ☆

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）










編へん集しゆうさんとJジエイKケイ作さつ家かの正ただしいつきあい方かた
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